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序章　０か月　おひとりさまの過ごし方







　できちゃった結婚。スピード婚。同どう棲せい宣言。

　連日にわたり、芸能人の華やかな私生活が女性週刊誌を賑にぎわせている。

　たまたまコンビニでその雑誌を手にした私は、野菜ジュースとともに購入してしまった。決して芸能人のゴシップに興味があるわけではない。たまたまである。

　そして公園でのおひとりさまランチのあとに熟読している。

　公園は明るい陽射しにあふれており、心地いい日和だ。

　隣に彼氏でもいれば楽しいのかもしれない。同僚の女性たちと一緒にランチでもすれば会話が弾むのかもしれない。

　しかし私はそんなものとは無縁なので、黙々と女性週刊誌を読んでいる。

　どうにも業務事項以外のことを人と話すのが苦手なのだ。そもそも会社は仕事をするところ。職場でしか顔を合わせない同僚から、会ったこともない彼氏との仲を相談されても困る。

　おひとりさまとは、私のためにある言葉である。彼氏いない歴は、年齢の二十五歳と一緒だ。

「デキ婚かぁ……。絶対、確信犯だよね。身に覚えがないわけないもんね。『できちゃったの』なーんて、上目遣いで彼氏に結婚を迫るんだろうなぁ」

　有名な野球選手と元アイドルがデキ婚したという記事を読み、女のしたたかさを勝手に推察する。

『できちゃった』と相手に告白するときは修羅場になるのか、それともあっさり結婚しようと片がつくのか。

　典型的な干物女子である私こと、星ほし野のあかりの凡ぼん庸ようたる人生には無縁なのでまったくわからない。

　私の人生や経歴において輝かしいのは名前だけである。

　でも、それでいい。こうして遠い世界の人たちの惚ほれた腫はれたを眺めているくらいが、ちょうどよいのだから……。

　パタン、と雑誌を閉じた私は、ランチバッグを手にしてベンチから立ち上がった。

　そろそろお昼休みが終わる。会社へ戻ろう。

「……私にも、なにかいいことないかな」

　ふとつぶやいたささやかな願いが、晴天に溶けて消える。

　このあと人生が大きく変へん貌ぼうを遂げることになるなんて、私はまだ知らずにいた――。
















第一章　１か月　鬼上司と秘密の一夜







　フロアに戻る途中、廊下の隅から聞こえてきた話し声に、ぎくりとして足を止めた。

「あの……それで、お付き合いしてほしいんですけど……」

　か細い声の女性は、私と同じ企画営業部に所属する佐さ藤とうさんのものだ。

　どうやら誰かに告白している最中らしい。しかも社内で告白するということは、同じ会社の社員というわけで。

　まずいところに出くわしてしまった。

　私は音を立てないよう慎重にランチバッグを持ち替えて、腕時計を見やる。

　この角を曲がらないと、こちら側からは企画営業部に入れない。かといって、この先に進めば、佐藤さんや告白の相手から私の姿が見えてしまうだろう。

　早く終わってくれないかな……。

　私は廊下の角で、じりじりと相手が返事するのを待った。

　佐藤さんは美人でモテる女子社員なので、相手が誰であれ告白が断られることはないだろう。成就して晴れやかな笑顔になった佐藤さんの後ろをさりげなくついていき、デスクに戻ればいい。

　そう決めて頷うなずいた私の期待を粉ふん砕さいする冷酷な声音が降る。

「興味がないんだよね」

　うっ……と、私は息を呑のむ。

　その有名な決め台詞ぜりふを放った主は、企画営業部の鬼おに山やま課長である。

　鬼山柊しゅう夜や、二十九歳。端たん麗れいな甘いマスクを、黒縁眼鏡と長めの前髪で隠している、クールな仕事の鬼。

　常に冷静かつ理屈っぽい、なにを考えているのかわからない。

　そのミステリアスさに惹ひかれて告白する女子社員はあとを絶たないが、『興味がない』という全否定の台詞でフラれるのがお決まりと化している。

　私がもっとも苦手とする上司だ。

　鬼山課長と付き合いたい気持ちはまるで理解できないけれど、男が前人未踏の雪山に登りたいのならば、女は難攻不落なイケメンを落とそうと思うものなのだろう。

　冷酷な課長のひとことに、痛々しい沈黙が下りる。

　けれどすぐに佐藤さんの足音が響き、慌てた私は身を引いた。

　その拍子に、脇に抱えていた雑誌が、ばさりと音を立てて床に落ちてしまう。

「あっ……」

　かがんで拾おうとした刹せつ那な、目の前を横切ろうとした佐藤さんが瞠どう目もくしてこちらを見下ろす。

　非常に気まずい。

　けれど彼女はすぐに顔を背けると、そのままフロアに戻っていった。

　私は雑誌を拾おうとかがんだ体勢のまま、その背を見送る格好で固まっていた。

　一瞬だけど目が合った佐藤さんは怒りに満ちた形相だった。課長にはなにも言わなかった彼女だけれど、心中は失恋の悲しみよりも、怒りや憤りが占めているのだ。

　というか、私が盗み聞きしていたから怒ったのか……。

　そんなつもりじゃなかったのだけれど。

　さらりと、落ちていた雑誌を骨張った男の手が拾い上げる。かがんだままの私の頭部に、ぽんと雑誌がのせられた。

「盗み聞きとは感心しないね。星野さん」

　まったく悪びれない甘い声音を響かせる鬼山課長を、私は頭の上の雑誌に手をやりながら、冷めた目で見やる。

「そんなつもりじゃなかったんですけど。社内の廊下で告白なんて、誰が通りかかってもおかしくないですよ」

「まったくだ。ところで、三み川かわ不動産の案件だけど、企画書はできたかな？」

「……まだです」

「そうだろうね。あと一時間で完成させてね」

　さらっと吐かれた鬼のような指示に目を見開く。

「一時間ですか？　それはちょっと……」

「すでに提出期限は過ぎているよね。俺は充分待った。でも星野さんの事情も考慮して、譲歩してあげるよ。一時間五分にしよう」

　提出期限が五分だけ延びた……。

　これが譲歩というのだろうか。この無茶苦茶な上司は、己が仕事ができるからといって、部下にも当然のようにそれを課すのである。まさに鬼上司。

　唖あ然ぜんとしている私に、鬼山課長は眼鏡のブリッジを押し上げながら、傲ごう慢まんな指示を重ねた。

「あと、今日の懇親会は参加してね。星野さんは習い事があると言って毎回不参加だけど、英会話教室をやめたことは知っているから」

「……なんでそんなこと知ってるんですか……」

　自分磨きのためにと始めた英会話教室だったが、そもそも学生時代から英語が不得意だったのに、大人になってから本腰を入れられるはずもない。早々に飽きてしまい、三回通っただけでやめてしまった。それを会社の飲み会を断る言い訳に使い続けていたのだった。

　誰にも話していないはずなのに、どうして課長が知っているのだろう。

　鬼山課長は眼鏡の奥の双そう眸ぼうを煌きらめかせる。

「どうしてだろうね」

　切れ上がった眦まなじり、すっと通った鼻び梁りょう、薄い唇は形が整っている。酷薄な印象を受けるそれらのパーツが絶妙な融合を果たし、不敵に微笑んだ彼は妖よう艶えんな美しさをにじませた。

「はあ……」

「では、のちほど」

　呆ぼう然ぜんとしている私を残して、鬼山課長は長い足を繰り出し、フロアへ戻っていく。

　漆しっ黒こくのスーツがすらりとした体たい躯くによく似合っていた。

　この鬼上司は顔がいいけれど、スタイルも抜群にいい。肩幅は広めで、腰がきゅっと引きしまっており、股下がとてつもなく長い。モデルにしてもおかしくない体型だ。

　天は二物を与えずと言うが、神様は人間を創造するバランスがどうかしていると思う。

　課長の背中を見送っていた私は、無駄に五分を消費したことに気づかされた。

　急いで部署に戻り、企画書作りを始めたのだった。




　約束した一時間プラス五分後――。

　鬼山課長のデスクの前で、引きつった笑みを貼りつけながら、私の作った企画書に目を通している課長の返事を待つ。

　私が勤めている『吉きっ報ぽうパートナーズ』は大手の総合広告代理店である。この企画営業部は、多種多様な業界のクライアント企業から依頼された広告とプロモーション案件を担っている。

　広告制作は成果を求められるシビアな仕事だが、クリエイティブでやりがいがある。自分のかかわった広告を街中で見かけたときは感慨もひとしおだ。

　私はこれまで先輩のサポートのみで、プロデューサーとして企画立案を行ったことはなかった。けれど、今回初めて鬼山課長に指名され、大きな案件を任された。

　それは中古マンションをリノベーションして暮らすというテーマのもと、その顧客を獲得するために不動産会社から依頼されたもの。企画書の内容は書き連ねている最中で、それを一時間でまとめるというのはなかなかに大変な作業だった。

　悠々とチェアに背を預けている鬼山課長は、片手を顎にやり、考え込むような仕草をしている。

　これ、頭のいい人がやる知的なポーズですよね。

　課長は有名大学を卒業した秀才で、企画営業部の出世頭であるから、そんなポーズも嫌みを通り越してさまになっている。

　果たして企画書は無事に通るのだろうか。先ほどの告白現場に遭遇してしまった気まずさもあり、さっさと課長の前を去りたい。

　私の耐久が限界近くに達したとき。

「星野さん、これね」

「はいっ」

　ぴんと背を正し、課長の言葉を待ち受ける。

　私を見上げる鬼山課長の目線にはなんの感情も含まれていないように見える。

　仕事に生きる冷徹な鬼上司そのもの。よって企画書が通るのかどうかは、課長の発言を聞くまで不明だ。

　鬼山課長は甘さを含んだ低音の声で、淡々と述べた。

「おひとりさまの女性をターゲットにして、料理教室を兼ねた見学会を開くという方向性は悪くないんだけどね。今回の案件はリノベーションを前提にしているから、料理を推奨するだけならリノベの意義に欠けるんじゃないかな」

「……そうかもしれませんが、自分の理想の部屋づくりにＤＩＹを推奨するのは女性には敷居が高いかと思いましたので、女性になじみやすい料理教室の開催をイベントとして付加してみました」

　古民家や中古マンションを買い取り、自分好みの家にリノベーションして住むという選択肢がある。どうせ家を買うなら新築のほうがよいわけであり、わざわざ中古物件を購入してリノベしたいという人は少数派だ。それをいかにしてお客様に興味を持っていただくか、というプロモーションのための企画イベントである。

　ちなみに私は賃貸アパートのひとり暮らしなので、家を購入した経験は無論ない。

　新築だろうが中古だろうが、家を買うというのは結婚というイベントを済ませた人の特権じゃないかなと、うっすら思っている。

　ただ、おひとりさまでもマンションを購入しようという層は存在する。しかし、おひとりさまは群れないからこそおひとりさまなので、私はそうしたおひとりさまの考えを聞いたことがない。不動産会社がホームページなどに掲載している購入者の感想は、ありきたりすぎる一文ばかりなのでピンとこない。それゆえ、独身者でマンションを購入しようという勇気あるおひとりさまの気持ちは、実はさっぱり理解できていなかった。

　そんな私の思考を見透かしたのか、課長は嘆息混じりに言葉を重ねてくる。

「そもそも、独身者を募ろうというのに料理教室の開催じゃあ、嫌みみたいだろう」

「といいますと？」

「美お味いしい料理を作っても食べさせる人はいない、という悲しい事実を突きつけることになるよね。独身だと、そういうところに敏感になるから」

「そうですか？　ひとりで食べても美味しいですよ。それを楽しめるのが、おひとりさまというものです」

　けろりとして、おひとりさまの楽しさを説く私に、課長は訝いぶかしげな視線を向けた。

「星野さんはいつも料理して、ひとりで楽しんで食べられるのかい？」

「私はあまり料理しません。大抵はコンビニですね」

「でも、ランチボックスを持ってきているよね？」

　よく見てるなぁ、と思いつつ、私は正直におひとり弁当の中身を答えた。

「日の丸弁当ですよ。端っこにレンチンした鶏の唐揚げをふたつ入れるんです。ごはんだけ炊いて、おかずはコンビニで買って朝昼晩を済ませます。簡単だし時短になるし、便利ですよ」

　なんらかの思うところがあったのか、課長は書類を手にしたままじっとこちらを見つめていた。きみが料理教室に行きたまえ、というつっこみが次に入ってきそうである。

「なるほど。とりあえず料理教室は、ありきたりでリノベの意義に欠けるので、この企画書はやり直して」

「了解しました」

　予想に反して、鬼山課長はあっさりと書類を私に返した。

　確かに、自分で料理をしないのに、食べさせる相手もおらず、かつ料理の腕を上げたいとも思っていないおひとりさまが料理教室に参加したいかというと答えは否だ。それが課長と話していて明確にわかった。

　もっと、おひとりさまが興味を引かれるイベントをセレクトするべきだろう。

　リテイクは残念だけれど、さらによい企画を作らないと。

　さっそくデスクに戻ろうとする私に、鬼山課長から冷酷な声が降ってくる。

「あと三十分でね」

「……はい」

「それから、英会話教室は前もって却下しておくから」

「……了解しました」

　それは英会話教室が続かなかった私への嫌みだろうか？

　やっぱり鬼山課長は苦手だ。やたらイケメンだけに、より印象が悪いベクトルは深くなる。

　私はそそくさとデスクに戻り、新たな案を絞り出すために動向調査を見直した。

　猶予は三十分しかなかったけれど、独身者を男女とも募り、協同してＤＩＹを体験するという案が閃ひらめく。

　キャッチコピーは『初めての協同作業を体験してみませんか？』として、出会いの場を提供するのだ。これならＤＩＹや中古マンションに興味がないおひとりさまでも、いい人に出会えるかもしれないという期待を持ってイベントに参加してくれるだろう。

　今度こそと奮起して企画書を提出する。

　さらりと眺めた鬼山課長に、またリテイクだろうかと落ち込みかけたが、彼は眼鏡のブリッジを上げると熟読した。

「これはいいね。まだ詰める箇所が何点かあるが、いいアイデアだと思う」

「ほ……本当ですか!?」

　頷いた課長は、ふっと優美な笑みを端麗な顔に刻んだ。

「頑張ったな」

　きゅん、と私の胸が弾む。

　見たことのない課長の笑みを目にして、甘酸っぱいものが胸の中に広がった。

　え……なんで私、きゅんとなってるの!?

　動揺した私は目線を逸らす。

「あ、ありがとうございます……」

　この胸のときめきは、企画書が通ったことへの喜びだ。そうとしか考えられない。課長に好意を抱くわけないのだから。

　そのように自分に言い聞かせた私は、ぎくしゃくとしてデスクに戻った。




「んふぅ、おいし～」

　ビールジョッキを下ろし、ぷはぁと息をつく。

　定期的に会社の懇親会が行われる居酒屋では週末ということもあり、数多くのグループ客で賑わっていた。

　晴れやかな笑みを浮かべた私に、乾杯の音頭を取ったばかりの鬼山課長が声をかけてくる。

「星野さん」

「はい。なんでしょう、鬼山課長」

　私は弾むような声で問い返した。

　なにしろ、一度はリテイクされた企画書が無事に通ったのだ。そのあとの懇親会なので、上機嫌にならずにはいられない。

　普段はあまりお酒を飲まないし、会社の飲み会なんて億おっ劫くうだけれど、今日ばかりは美味しいビールが飲めそうだ。

　私を呼んだ課長は、斜め向かいの席から不思議なジェスチャーを送ってくる。

　人差し指で鼻の下を切るような仕草だ。なんだろう？

　目を瞬またたかせていると、隣の席の本ほん田ださんが笑いながら教えてくれた。

　本田さんは私とチームを組むことが多い先輩で、華やかな雰囲気の美人だ。彼女とはデスクも隣同士である。

「星野さん、ヒゲのことじゃない？」

「はい？　ヒゲですか？」

　鼻の下に指先を当てると、そこにはビールの泡がくっついていた。勢いよくジョッキを傾けたので、白いヒゲができていたらしい。

　顔を赤くしてバッグを探ったが、ハンカチがないことに気がついた。

「あれ……ない。今日、持ってきてたよね？」

　青い蝶ちょうがたくさん描かれた柄で、お気に入りの一枚なので、いつも会社に持ってきている。どうやらデスクに置き忘れてきてしまったらしい。

　こうなったら、今日はもう偽のサンタクロースでいるしかないのだろうか。

　がっかりしたそのとき、斜め向かいから長い腕が伸ばされる。

「星野さん、これ使って。新品だから」

　鬼山課長が、純白のハンカチを差し出してくれた。

　私はおずおずとハンカチを受け取る。

「え……でも……」

「早く拭きたまえ。見苦しいから」

　周囲から、くすくすと笑いがこぼれる。

　鼻の下に白いヒゲをつけて、さらにハンカチを忘れてきましただなんて、女子力が低すぎると失笑されても仕方ない。

　うつむいた私はささっと課長のハンカチで口元を拭った。

　彼の言う通り、真っ白なハンカチは新品らしく、ふんわりと肌ざわりが優しい。なんの香りもしなかった。

　そういえば、鬼山課長のプライベートって、なにも知らないな……。

　無臭のハンカチから、そんなことがふと頭をよぎる。

　独身だということは、もちろん知っている。恋人がいないらしいとも。

　ただそれらの情報は会社の女子社員たちが噂うわさしていたもので、真実がどうなのかはわからない。

　幾人にも告白されて断っているのは、恋人がいるからという理由も考えられるけれど、それならば『付き合っている人がいる』と言えば済むわけだ。わざわざ『興味がない』と人格を全否定するようなキツい台詞で断ることはないだろう。

　もっとも私は告白をされたこともしたこともないので、モテる課長がなにを考えていようが、誰と付き合おうが、すべては遠い世界の出来事である。

　そう、あの女性週刊誌に掲載されている芸能人のように。

　おひとりさまである私が、鬼山課長のプライベートを気にする必要もない。




　乾杯から二時間ほどが経過した。みんながほろ酔いになった頃、赤い顔をした本田さんが唐突に口にする。

「そういえば、佐藤さんフラれたのね。鬼山課長に」

「ひぅっ」

　鶏の唐揚げにレモンを搾しぼっていた私は、その台詞に動揺して力がこもってしまった。レモン汁はあらぬ方向に飛び、私の目に強烈な痛みを及ぼす。

「いたたた、汁が目に……」

　慌ててハンカチで目元を拭う。課長から借りたハンカチが大活躍だ。

　周囲は酔っ払いばかりのためか、本田さんの発言に注意を向けたのは私くらいだったのが幸いである。

　ふと周りを見回すと、佐藤さんの姿はすでにない。もう帰ったらしい。

　昼間の出来事を考えれば、課長や私と同席して楽しくお酒を飲もうなんていう気になれないだろう。

　私はできる限り声をひそめ、本田さんに問い返した。

「本田さん、どうして知ってるんですか。見てたんですか？」

　告白の現場を目撃したのはまさに私なのだが、課長がすぐ近くにいるのに大声でプライベートなことを暴露するのはよろしくない。

　横目で課長を見やると、彼は男性社員たち三人ほどで話し込んでいた。神妙な顔つきをしているので仕事に関する話らしい。彼らが、こちらの会話に気づいた様子はない。

　華やかな巻き毛を揺らした本田さんは、楽しげに話す。

「そりゃわかるわよぉ。だって佐藤さんは、一年前の私にそっくりなんだもの」

「えっ？　一年前ですか？」

「そうそう。私もあんなふうに鬼山課長をきらきらした目で見て、告白してフラれて、デスクで落ち込んだわけ。なーんで社内で告白しなくちゃいけないか、わかるぅ？」

　そんなことがあったとは知らなかったが、本田さんは相当酔っている。呂ろ律れつが怪しい。

　私は冷や汗をにじませつつ答えた。

「わかりませんけど、声を抑えてください。お願いします。課長がそこにいるんですから」

「かまわないわよぉ。冷徹な鬼山課長は誰にも心を動かされないんだから。お食事に行きませんかって誘っても絶対に首を縦に振らないんだもの。だから会社で告白するしかないってわけ」

「はあ。ちょっと、お水とおしぼりを持ってきますね。本田さん、口を閉ざして待っていてくださいね！」

　仕事をいろいろと教えてくれた本田さんを放っておくわけにもいかず、私は彼女の酔いを醒さますべく、慌てて店のスタッフのところへ向かった。

　コップとおしぼりを携えて戻ってきた私を、本田さんは言われた通りに黙然として待っていた。

　しかし、ぐびりとコップの水を飲んだ彼女は目が据すわっている。

「告白しても無駄よって、佐藤さんに忠告してあげようかなと思ったけどさぁ、何事も自分で体験してみないと身に染みないじゃない？　だからあえて黙ってたのよね。どうせ、『興味がない』でしょお？　まあ、鬼山課長は誰とも付き合わないから、私に限らず告白した女たちは納得できてるんじゃないかしらね……」

「はあ。誰のものにもならないから永遠に私のものでもある、ってことですかね？」

「そうそう、それ……う～ん？　なんか違うわねぇ」

「そうですかね。違うんですかね」

　酔っ払いを宥なだめるには適当に話を合わせるべきである。

　本田さんの言葉すべてを真に受けてはいけないが、納得できていると言いながらも、根底では課長に対して未練があるらしい。まったくもって罪な鬼上司だ。

「星野ちゃーん、ぜんぜん飲んでないじゃなーい。もっと飲みなさいよぉ」

「はい、いただきます」

　お酒を勧められた私は、ぐいとジョッキを傾ける。そうして何杯か空のジョッキを連ねた。

　言いたいことを吐き出した本田さんはやがて、炎が鎮火したかのように項うな垂だれた。




　そろそろお開きという頃合いになり、社員たちは次々に席を立つ。

「本田さん、タクシーで帰りますか？」

「そうね～。ちょっと、酔っちゃったかなぁ」

　居酒屋の外に出て「お疲れさまでした」と、みんなと声をかけ合う。

　今日は私も飲みすぎてしまったかもしれない。少々足元がふらついてしまう。

　本田さんとは家の方向が一緒なので、私も同乗しようとタクシーの列に並ぶ。

　すると、そこへくだんの人物から冷静な声がかけられる。

「星野さん」

　おそるおそる振り返ると、まるきり素面しらふのような鬼山課長が立っていた。

　彼の顔色はまったく変化がなく、声色も仕事のときと同じである。

　課長もけっこうな量を飲んでいたようだけれど、あれは水だったのかと思うほどの怜れい悧りな雰囲気が醸し出されていた。

「は、はい。なんでしょうか」

「足元がふらついているけど、かなり酔ったんじゃないかな？」

「え、ええ……まあ……」

　そう言われてみると、体がふわふわしている。しゃっくりが出そうになったので、バッグから取り出したハンカチを口元に当てた。

　そういえば、これは課長から借りたものだった。課長はハンカチを返してほしくて声をかけたのかもしれないが、洗ってから返すのが礼儀だろう。

「あの、ハンカチは洗ってからお返ししますね」

「それは困るんだよね」

「ですが……」

　課長と話しているうちに、タクシーがやってきた。私の背に、課長がさりげなく手を添え、タクシーの待機列から離れる。

　さっさと乗り込んだ本田さんは、私を置いて帰ってしまった。

　無情に去っていくタクシーを見送ると、鬼山課長は平静な顔で訊たずねる。

「俺から見ると、星野さんはかなり酔っているよ。気分は悪くないかい？」

「少し……吐き気がするかも」

「歩いて酔いを醒まそうか。こちらへ」

　促されたので居酒屋の軒先を離れ、歩道を並び歩く。

　火ほ照てった頬を撫なでる夜風が心地いい。深呼吸すると、気分が楽になった。

　歓楽街を出ると喧けん噪そうは遠くなり、静かな川かわ縁べりが広がっていた。

　私は思わず目を瞑つぶり、静寂な夜の匂いを堪たん能のうする。

「あー……夜の匂いって、どうしてこんなに心地いいんだろう」

　正確には草や土の香りが風に乗って流れてくるのだと思うが、夜独特のこの匂いが大好きだ。それを私は、夜の匂いと称している。

　隣を歩く課長は、ぽつりとつぶやく。

「夜の匂いか……」

「この香りを嗅ぐと、非日常に迷い込んじゃうような気がしません？」

「確かにね」

　一八〇センチ以上ある高身長の課長と並ぶと、彼の肩が私の目線よりも上にある。

　そこからなら、夜の静せい謐ひつが存分に見渡せることだろう。

「危ないよ」

　ふいに課長が、私の手を引いた。同時に、さっと目の前の道路をなにかの影が横切る。

「あ……猫ですかね？」

　その影はすぐに消えてしまった。

　猫にしては少々小さかった気がするけれど、一瞬だったのでよくわからない。

　課長は猫に気づいて、私の手を引いてくれたのだ。

「……見えたのかい？」

　妙に重々しい口調だったが、お酒が入っている私はあまり気にせず、朗らかに答えた。

「見えましたよ。何色の猫かまではわかりませんでしたけど」

「ああ……。あれは灰色だ。鼠ねず又またという名のあやかしだよ」

「ねず……？」

　聞き慣れない単語を耳にした私は首をかしげた。

　ネズミだったのだろうか。言われてみればネズミらしき大きさの気もするけれど、鼠又という種類があるのかな。あやかしだなんて、猫又じゃあるまいし。

　聞き間違いだったのかもしれない。

　酔いの回った私の思考は鈍り、軽く考えた。

　不思議なネズミはもういなくなったのに、なぜか課長はつないだ私の手を離そうとしない。

　そのまま、ゆるりと川沿いの道を歩いていった。

　等間隔に佇たたずむ街路の灯火が、音もなく静かな世界を照らしている。

　つながれた手から課長の体温が伝わってくる。

　課長の手……冷たくて気持ちいいなぁ……。

　私の手が熱いから、余計にそう感じるのかもしれない。

　それきり課長はなにも言わなくなった。

　私も黙って手を引かれながら、静寂に包まれた夜道を進んでいく。

　車の通りはなく、私たちのほかに誰もいない。まるでこのまま異世界に迷い込んでしまいそうだ。

　そんなわけはないけれど、酔った私は笑いながら口にした。

「このまま違う世界に連れていかれそう。鬼に連れ去られて」

　鬼山だけに、なんてね。

　そう言葉を綴つづろうとするが、ぎゅっと強い力で手を握られて、つと呑み込む。

　課長を見上げると、街灯に照らされた彼の横顔は濃い陰影を刻んでいた。

　眼鏡のレンズが明かりを反射していて、眼差しは判然としない。

　彼はなにも言わないので、きっと私の冗談がつまらなかったのだろう。

　力が込められたと思った手はすでに緩められ、柔らかく私のてのひらを包み込んでいた。

　そうして歩いていると、やがてぽつぽつと雨が降ってきた。

「あ……雨が……」

「もう少しで着くよ。このまま歩こう」

　ようやく課長がしゃべってくれたので、ほっとする。

　でも、着くって、どこへ向かっているのだろう？

　私の気分が悪くなり、課長が付き添ってくれたのだけれど、酔いはもうだいぶ醒めていた。

　この辺りにはバーや喫茶店などの店舗はいっさい見当たらない。川沿いの道端にはマンションが、ぽつりぽつりと佇んでいるのみ。そのマンションから漏れる明かりも雨に煙けぶっている。

　それから十分ほどが経過しただろうか。

　次第に雨脚は強まってきた。傘を購入しようにもコンビニすらない。

　私の髪からは雨の雫しずくが滴り、ジャケットはずぶ濡れになった。それは課長も同様だが、彼はまったく歩を緩めようとしない。

　雨をしのぐ店もなく、タクシーの一台も通らないのだから、このままついていくしかなかった。

　ようやく鬼山課長は一棟のマンションの前で足を止めた。

「着いたよ」

「……え、ここは？」

　勝手知ったる様子で自動ドアをくぐり、彼はエントランスへ入る。

　広くて真新しいエントランスホールには応接用のソファが設置されていた。

　ここは分譲マンションらしい。豪華な内装のホールには二基のエレベーターがあり、課長は慣れた仕草でボタンを押す。

　それを見た私は眉をひそめた。

　もしかしてこのマンションは、鬼山課長の自宅ではないだろうか。まさかなんの断りもなく家へ連れてこられるとは思わなかったので、戸惑いを隠せない。

　エレベーターの飴あめ色いろの扉が開いた。

　躊ちゅう躇ちょするけれど、つながれた手を引かれて、箱の中に乗り込んでしまう。

「あの……」

「ここは俺の自宅マンションだ。雨に濡れてしまったことだし、風邪を引かないためにも、一刻も早く着替えたほうがいい。俺は妻や恋人はいないので、星野さんが部屋に入ったとしてもなんの問題もない」

　私が戸惑っているのを見透かしたように、鬼山課長は淡々と説明した。

　だけど、独身だからこそ、ひとり暮らしの男性の部屋に入るのは問題があるのではないだろうかという考えが頭を掠かすめる。

「ですが……」

「遠慮せずに休んでいきたまえ。具合はどうだい？」

「気分はだいぶよくなりました」

「それはよかった」

　話しているうちに、エレベーターは最上階に到着した。

　フロアにあるひとつの扉をカードキーで解錠した鬼山課長は、重厚な扉を開く。

「どうぞ」

　ドアノブを掴つかみ、私の入室を促す。

　その目の色は雨に曇った眼鏡に遮られて、よく見えない。

「……おじゃまします」

　おそるおそる玄関に入ると、そこは鬼の国なんかではなく、至ってふつうのマンションの景色だった。

　ここへ辿たどり着くまでの間、どこか遠いところへ連れ去られてしまいそうという錯覚がよぎったけれど、あれはあくまでも不思議な夜の気配のためだったようだ。

　電気をつけた課長が靴を脱いで、「やれやれ、ひどい雨だった」とぼやくのを耳にした私は、日常を感じて安あん堵どの息をこぼす。

　私もパンプスを脱いだが、雨のおかげでストッキングが濡れていた。先ほど課長に借りたハンカチをバッグから取り出し、足回りを拭く。あとで洗って返すので……。

　そうしているうちに課長は先にリビングへ入っていった。課長のあとに続き、明るくなったリビングに顔を出す。

　落ち着いた焦茶色の廊下の向こうのリビングには広い窓があり、そこに明かりの灯る夜景が映っている。

　すでに課長の姿はなかった。身代わりのごとく、黒の鞄かばんと濡れたコートが床に置かれている。

　私のジャケットやバッグもずぶ濡れだ。とりあえず、ジャケットだけ脱いでおこう。

「わあ……ブラウスまで濡れてる……」

　肌に張りついて透けたブラウスを見下ろしていると、ふと照明の明かりが遮られた。

　顔を上げると、無表情の鬼山課長が眼前に佇んでいる。

　驚いて一歩引いた私に、彼は、ずいと綺き麗れいに畳まれた衣服を差し出した。

「これ、バスローブね。俺のだからサイズは大きいだろうけれど、未使用だよ。星野さんは随分濡れたようだから、風邪を引くといけない。すぐにシャワーを浴びてこれに着替えたまえ」

　まるで仕事の指示のように淡々と紡がれて、私は思わず首しゅ肯こうする。

「了解しました」

「濡れた衣服を放置することは雑菌が繁殖する温おん床しょうになる」

「……？　そうですね」

「ハンカチを返したまえ」

「でも、さっき足まで拭いちゃったので、洗ってからお返ししたいのですが」

「いや、俺は気にしないから今すぐ返してほしい」

　もしかしたら、よほど大事なハンカチなのかな……。

　課長が今すぐ返してほしいと言うのなら、その通りにしたほうがいいだろう。

「それではお返しします。ありがとうございました」

　私は手に持っていたハンカチを課長に手渡した。

　ところが課長は、謎めいた言葉を告げる。

「星野さんのハンカチも、重要な役目を果たすだろう。いずれ、きみの手元に戻ってくる」

「……はあ」

　なにを言っているんだろう。まったく顔色が変わってないけど、課長は酔ってるのかな？

　そのとき、ぶるりと悪寒が這はい上がった私は、くしゃみをひとつした。

「ほら。風邪を引いてしまうから、早く熱いシャワーを浴びるんだ」

「はい、お借りします」

　課長に急せき立てられるように背を押され、リビングを出てバスルームに入る。

「俺はちょっと作業があるからこちらの部屋にいるけど、なにかあったら呼んで」

「了解しました」

　職場でのやり取りとまったく変わらないので、なんだか仕事の延長のようだ。

　課長は用があるらしく、すぐに廊下の向こうへ消えていった。仕事のメールチェックなどをするのかもしれない。

　引き戸を閉めて、脱衣所を見回す。籐とう籠かごがあったので、それに脱いだ衣服をまとめて重ねた。バッグは脇に置き、借りた新品のバスローブを籐籠の隅にのせる。

　濡れた衣服をすべて脱ぐと、とても身軽になった。

　ほっとしてバスルームに入り、熱いシャワーを浴びる。

「ふう……気持ちいい……」

　しばらく温かな心地に陶然としていると、からりと脱衣所の引き戸が開く音がした。

「星野さん。バスタオルを渡すの忘れてた。ここに置くから」

「はい。すみません」

　一瞬ぎくりとしたけれど、平静な課長の声に、弾んだ鼓動はすぐに落ち着く。

　引き戸のすぐそばにある籐籠がごそりとする気配がしたが、まもなく消えた。

　私は再び熱いシャワーに意識を戻して、ぬくもりを堪能する。

　ほかほかになってバスルームを出ると、籐籠を目にした私は濡れた睫まつ毛げを瞬かせた。

「あれ？　私の服は？」

　そこにはバスローブとバスタオルのみが残されていた。下着すらない。床下に置いたバッグはそのままなのに。

　どうやら、バスタオルを置いた課長が回収したらしい。濡れた衣服を放置するのはいけないだとか説いていたから、もしかして干してくれたのだろうか。

「すごいマメなのね……」

　鬼山課長は家事能力に長たけているのかもしれない。そういえば部屋も綺麗に片付いており、ごみひとつなかった。

　下着は脱いだ服の間に入れていたから知らずに持っていったのだろうけれど、即刻返してもらわなければ。

　バスタオルで体と髪を拭きながらそんなことを考え、バスローブに袖を通した私はバッグを抱えて脱衣所を出た。

　リビングに戻ると、そこは無人。

　私の足音に気づいたのか、課長はリビングの奥にある部屋から顔を覗のぞかせる。

「ああ、星野さん。きみの服は洗濯したから」

「えっ？　干したんじゃなくて、洗濯しちゃったんですか？」

「そうだよ。濡れた衣服を放置することは雑菌が繁殖する温床になる、と先ほど伝えたよね」

　慌てて首を巡めぐらせると、廊下の向こうから洗濯機の重低音がかすかに響いていた。

「……下着もですか？」

「もちろん。きみは服だけ洗って、下着は洗わないのかい？」

「洗いますね」

「そうだろう」

　平然とした課長と話していると、こちらの感覚がおかしいのかと思ってしまう。

　課長は女物の下着に触れても、なんとも思わないのだろうか。

　私としては、上司に下着を洗濯されてしまったという事実に目眩めまいを起こしそうだ。

　しかも下着も服も洗われたら、私はここから出られない。今夜はこの部屋にお泊まりするしかなくなる。タオルを借りたらすぐに帰ろうと思っていたのに。

　それとも、バスローブのままタクシーに乗って帰れと命じられるとか……？

　鬼山課長なら充分ありうる。

　私はおそるおそる課長に問いかけた。

「あの……課長」

「俺もシャワーを浴びてきてもいいかな？　寒くて風邪を引きそうだから」

「あ、そうですよね」

　夜道で握った鬼山課長の手はとても冷たかった。とりあえず話は、課長が温まってからにしよう。

「ペットボトルの水で悪いが、そこのテーブルに置いてあるから、水分補給して」

「はい」

　指示を出した課長は自分のバスタオルとバスローブを抱え、長い脚を生かして瞬く間に脱衣所に入っていった。

　リビングの床にバッグを置いた私は、ソファに腰を下ろす。ぽつんとテーブルに置かれているペットボトルのキャップを開けた。

　ひとくち水を飲んで、窓の外に目を向ける。

　幾筋もの雨粒が涙のように、窓のガラスを伝い落ちている。

「雨……やまないなぁ」

　明日は会社が休みでよかった。

　ぼんやりと窓の外を眺めていると、脱衣所の戸が開く音が耳に届く。

　そちらに目を向ければ、一瞬、誰かと思う男がバスローブをまとい、佇んでいた。

　長めの漆黒の前髪が落ちかかり、その隙間から覗く鋭い双眸が私を見据えている。髪が濡れているためか、艶つやめいた雰囲気を彼はまとわせていた。

　当然だけれどシャワーを浴びるときには眼鏡を外すわけなので、この鋭い目つきの男は鬼山課長だった。私の知る限り、彼は職場で一度たりとも眼鏡を外したことがない。

　私は魅入られたように、彼の瞳に吸い寄せられた。

「課長……目が……」

　その瞳の色が、赤く見えたのは光の悪戯いたずらだろうか。たとえば写真で、目の色が赤く写ってしまうような感じだ。

　私のつぶやきに、課長は目元をてのひらで覆い隠した。

「電気を消していいかな。ちょっと眩まぶしく感じてね」

「あ、はい」

　もしかして生まれつき目が弱いだとか、そういうことかもしれない。

　私はつい、目について指摘してしまったことを恥じた。

　課長がリモコンを操作すると、リビングの照明は消え、暗闇に包まれる。

　奥の部屋からこぼれている仄ほのかな明かりで、課長の体が浮かび上がった。

　彼は私に手招きをする。

「こちらへ」

「はい」

　導かれた部屋に足を運ぶと、そこは寝室だった。

　室内にはダブルベッドが鎮座しており、サイドテーブルから漏れているライトの明かりは柔らかい。

　なぜ独身なのにダブルベッドなのだろうと思うが、課長の体躯が立派なので、ダブルでないと狭いからだと思い直した。

「あの……課長……」

　ということはまさか、今夜はこのダブルベッドで一緒に寝るなんてことに……ならないよね？

　鬼のような課長のことだ。『俺はベッドで寝るから、きみは床で寝たまえ』だとか、平気で言い出しそうである。

　私は身構えた。

　彼はベッドに視線を注ぎつつ腕組みをして、神妙に語りだす。

「さて、星野さん。見ての通り、ここにはベッドがひとつしかない」

「……そうですね」

「俺はこのベッドじゃないと眠れない体質なんだ。うちのソファは俺の体には小さくて、寝そべると足がはみ出てしまう」

「……そうでしょうね。私は床で寝てもよろしいでしょうか？」

　その発言に眉を跳ね上げた鬼山課長は、信じられないものを見るような目をこちらに向けた。部屋が薄暗いのでよく見えないけれど、眼光の鋭さは相当なものだ。

「床で？　そういうわけにはいかない」

「じゃあ……あの、せめてバスローブをお借りしてもいいでしょうか。タクシーを呼んで、家に到着するまで車内にいれば、なんとかバスローブ姿で帰れるかなと思うのですが……」

　裸で放り出されるのだけは勘弁してほしい。

　私は八はっ方ぽう塞ふさがりになったこの状況を穏便に打開すべく、考え得る案を提案した。

　幾度か長い睫毛を瞬いた課長は腕組みを解いて、私に向き直る。

「星野さんは思い違いをしているようだ。俺がこの状況下で、きみを放り出すような男に見えるかい？」

「見えます」

　即答すると、課長は額に手を当てる。

　ショックを受けてしまったらしい。正直に言いすぎたかな……。

「それも俺の普段の行いからくるイメージだろうから、自業自得ということにしておこう。だけど、星野さんは職場以外での俺をなにも知らない。そうじゃないか？」

「そうですね」

　言われた通りである。

　けれど、課長の自宅に入ってわかったことは、綺麗好きでマメで、ともすれば潔癖症ということくらい。職場での印象とさほど変わらない。今もまるで企画書についてのやり取りのような会話の応酬である。

　課長は人差し指で、くいと眉間を押した。

　そこに眼鏡はありませんが。

「ふふっ」

　ちょっと笑ってしまった。癖くせになってるんだろうな。意外とかわいいところもあると発見した。

　じろりと鋭い眼光が降ってきたので、慌てて笑みを引っ込める。

「結論から言おう。きみは今夜、帰れない。その格好で外に出たり、床で寝たりすることは俺が許さない。きみはこのベッドで、俺と一緒に寝るんだ」

「は、はいっ！　わかりました」

　条件反射で返事をしてしまったけれど、私は課長からの命令をゆっくりと反はん芻すうした。

　要するに、今夜は課長と同じベッドで寝るしかないらしい。

　一応は男女なので、ひとつの寝具を共用するのはどうなのかなと思うけれど、なにかが起こることを想像するのも自意識過剰だろう。

　私は数年前の出来事を思い出した。

　同級生との飲み会に参加し、そのまま主催者のアパートの一室で雑ざ魚こ寝ねをしたことがある。数名いた同級生の中には男性もいたので、これって……と胸に淡い期待のようなものが芽吹いたけれど、もちろんなにも起こらず朝を迎えて解散した。

　男性と一夜をともにした体験といえば、それくらいである。体験ですらない。なにも起こっていない。

　世の中には好きだの嫌いだのがあふれているようだけれど、そういった世界線とは違ったところに私は存在しているのだなと、なんとなく気づいていた。

　出不精だから出会いがないということではない。つまり私にはなんの魅力もないから、誰にも見向きもされないのだ。恋するスイッチとやらがどこにあるのか皆目見当がつかないので、私から誰かに恋をするということもない。悲しい現実だけど、事実なので仕方がない。

　しかも今、同じベッドに入ろうとしている相手は、あの鬼山課長。頑として誰とも付き合おうとしない課長のことだ。きっと女性への理想がすごく高いに違いない。そんな彼が私ごときに手を出すなんてあるはずがない。たとえ天地がひっくり返ろうとも。

　即答で了承した私の表情をしばらくじっくりと眺めていた課長は、ややあって安堵したように肩の力を抜いた。

「俺は紳士だから、安心して」

「はい。知ってます」

　もちろん、手は出さないから安心して、という意味だろう。

　もし彼が誰彼かまわず手を出すような人だったら、告白してきた綺麗な女子社員たちの中から、とっくに誰かを選んでいるはずだ。

　軽く背を押されて、私は課長に誘導されるままにベッドに入った。

　布団をめくって体をもぐり込ませると、反対側から課長が同じようにベッドに入る。

　ベッドが広いためか、それとも課長が遠慮して端に身を寄せてくれているのか、互いの肩が触れるということはなかった。

　仰向けになり、ぼんやりと薄闇の中の天井を見つめる。目を瞑ったとき、ふいに隣から低い声音が囁ささやかれた。

「ハンカチだけど」

「はい……」

　うつらうつらしながら、私は課長の声を拾い上げた。

「実は、きみのハンカチはデスクに置き忘れていたので、俺が回収しておいたんだよ。のちほど洗って返そう。俺の、神しん気きを吹き込んでね」

「ふぁ……？」

　意識がたゆたい、説明がよくわからない。思考は霞かすみがかったように朧おぼろに溶ける。

　すると、ふいに温かいものが瞼まぶたに押し当てられた。柔らかくて温かくて、すごく気持ちいい。

「んっ……」

　なんだろう？

　それは触れたときと同じ優しさで離れていく。

　ゆっくり瞼を押し上げると、仄かな明かりを背にした鬼山課長が、真摯な双眸で私を見つめていた。

「今夜は、寝かさないよ」

　低く耳元に囁かれたその台詞は艶めいた響きを帯びていた。普段は隠されていた雄の猛々しさを感じ取る。

　え、どういうこと……？

　わけがわからず目を瞬かせていると、今度は唇を塞がれる。

　押し当てられた唇の柔らかさに呆然とした。

　私はこれが、ファーストキスである。

　我に返ってもがくと、すでに強きょう靱じんな男の腕の中に囚とらわれていた。

「あ、あの、課長……！」

　大きなてのひらがバスローブの紐ひもを解いていく感触が伝わり、にわかに慌てる。

　逞たくましい課長の体が、ぴたりと密着していた。

　まさか、抱かれてしまう……？

　こんなにも完璧な男である課長と艶めいた展開に陥るだなんて、あるわけがないと思っていたのに。

「大丈夫。優しくする」

　甘く鼓膜に響く声音が、体の奥底まで浸透していく。

　課長の声、安心する……。ずっと聞いていたいな……。

　彼の色気にあてられて、ときめいてしまった。恋愛感情はなかったはずなのに、私の胸のうちには、彼に抱かれたいと願う淡い思いが芽生えていた。

「あの、課長……私、初めてなんですが……」

「そうか。大切に抱くから」

「呆あきれませんか？」

「なににだい」

「処女だから……」

　課長のような素敵な男性とこんなことになる機会は二度とないだろうから、処女を捧ささげてしまいたいと思った。彼が、嫌がらなければ。

　微笑を浮かべた課長は私の体を優しく開いていった。

　長年の間、強張っていた心と体が、とろとろに蕩とろけていく。

「呆れたりしない。ずっと、好きだったんだよ」

「はあ……」

「その顔は信じてないな」

　妖艶に微笑んだ男と抱き合い、熱く深く、体を重ねた。

　甘い吐息をこぼす私の唇を、課長は何度も塞ぎ、優しく啄ついばんだ。
















第二章　２か月　妊娠発覚と鬼上司の正体







　自宅のトイレで、私は白い棒を手にして青ざめる。

「陽性……」

　妊娠検査薬の小さな窓部分には、くっきりと青いラインが刻まれていた。

　この青いラインが出ると陽性で、妊娠しているということになる。逆にラインが出ず、判定窓部分が白いままなら陰性だ。

　尿をスティックにかけて行う妊娠検査薬は、尿中に含まれるｈＣＧというホルモンの濃度により判定を行う。ｈＣＧは妊娠中の女性特有のホルモンで、着床後に分泌が始まり、妊娠四週頃から尿中に多く検出され始める……。

　私は検査スティックを右手に持ち、左手にした説明書を読んで震えた。

　判定の正確性は九十五パーセント。

　もしかしたら判定が間違っているかも、という一いち縷るの望みは打ち砕かれた。

　どのように明かりにかざしても、くっきりはっきり浮き出ている青いラインは見間違いようがない。

　私は、妊娠している……。

　先日まで処女だったのに。経験ゼロだったのに。独身で彼氏もいないのに、妊娠してしまった。

　絶望に打ちひしがれながら、トイレから出る。

　一応、陽性判定の検査薬は、箱に戻しておいた。尿をかけた部分にはカバーをはめられるので、このまま保存できる。誰かに見せたいときに便利だね……。

　パジャマのままベッドに腰かけ、両手で顔を覆う。

　もちろん、身に覚えはある。

　飲み会の帰りに鬼山課長のマンションへ行き、ベッドをともにした、あのときだ。

　翌朝、私が起きたときには課長は何事もなかったかのようにいつもと同じ態度で朝食を勧めてきたので、ふたりで食卓を囲み、それから私は乾いた自分の服を着て自宅へ帰った。

　以来、職場で課長と顔を合わせると、いつもと変わらず挨拶をして、淡々と仕事の話をする。

　鬼山課長は相変わらず冷徹な仕事の鬼で、私に対してもいっさいの変化はない。普段通りだ。

　課長の部屋に泊まったのは、もう一か月ほど前のことになる。

　時間が経つにつれて、抱かれたと思ったのは私の妄想だったのかな……と思うようになった。それほど課長の態度が変わらなかったからだ。

　別に一度寝たからといって、恋人にしてくださいなんて迫るつもりはない。

　あれは夢だったということにしようと自分の中で決めていたはずが、妊娠が発覚してそうもいかなくなった。

　がばりと立ち上がった私はしまったばかりの検査薬に飛びつき、もう一度確認した。

　何度見ても、青いラインは明確に刻まれている。あの夜が夢ではないと証明している。

　一向に生理がこないので、まさかとは思った。

　世の中にはこの青いラインが現れて喜ぶ女性がたくさんいると思われるが、私の場合は立場が違う。

　結婚もしていないのに、恋人もいないのに、一夜の過ちで上司の子を妊娠した。

　どう見てもふしだらで、救いようのない哀あわれな女である。

「避妊とか、全然頭になかった……」

　知識として避妊については知っていたが、実践ではなにがどうなっているのかまるでわからなかった。

　ただ課長のセックスが気持ちよすぎて、身を委ねていただけである。

　もちろんこうなった責任は私にだってある。課長のせいだなんて言うつもりはない。流されてしまった私が悪い。

「中絶……かな……」

　うららかな土曜の昼下がり、私は不穏な単語を口にした。

　そこでひとつの選択肢が生じる。

　鬼山課長に妊娠のことを伝えるべきか、それとも黙って中絶するべきか。

「どうしよう……言いたくないなぁ。あなたの子よ、なんてドラマみたいな台詞を言うわけ……？　中絶の費用を要求してるみたいだし、あさましいと思われそう。でも、あとからバレても怒りそうだよね。とりあえず何事も報告したまえって常日頃から言ってるもんね。でも、仕事とは違うし……」

　延々と独りごちていると、ふいにどこからか声がした。

「言うにゃ」

「……えっ？」

　首を巡らせるが、ひとり暮らしの部屋にはもちろん誰もいない。玄関扉の外から、「なーご」と猫の鳴き声がした。

「ああ、あの子か」

　どうやら猫の鳴き声を人語と聞き間違えたらしい。

　近頃、小さな黒猫がこの周辺にいるのを頻繁に見かけるようになった。一度牛乳をあげたら懐いてしまったので、玄関前で寝転んでいると、キャットフードをあげているのだ。

　器にフードを盛って、玄関を開けた。

　するとそこには、揚よう々ようと尻尾を揺らした黒猫が待ち構えるようにお座りしている。

「はい、どうぞ」

　器を置くと、黒猫はがぶがぶと食べ始めた。

　この子が野良猫なのか、それともどこかの家の飼い猫なのかは知らない。首輪はついていないが、人懐こいので、もとは飼い猫だったのかもしれない。

　漆黒の毛並みはツヤツヤだ。口元と手足の先だけが白いので、靴下を履いているように見えてかわいい。

　飼ってあげられればよいのだけれど、このアパートはペット禁止だった。野良猫に餌えさをやっていると近所の人に知られたら、トラブルになるかもしれない。今のところは、なにも言われてないけれど。

「鬼山課長のマンションは分譲なのよね……。この子を飼ってあげられないかな」

　つぶやいた独り言はもちろん、ただの儚はかない希望だ。

　課長にはもっと深刻な問題を話さなければならないのに。

　否、なにも話さなくていいかもしれない。

　子どもも猫も、そんなことは知らないと冷徹に言われたらきっと、私は彼を軽蔑する。二度と顔を見たくないと思うかもしれないし、同じ職場にすらいたくないと転職を決意するかもしれない。課長に幻滅するくらいなら、なにも告げずに自分だけで処理したほうがいい。

　なぜなら、私は、課長のことが……。

　よぎりかけた想いを打ち消して首を横に振る。

　あの夜に見た、心に染み込むような彼の優しさが、本当の課長だと思いたいから。

　そう考えたとき、ふいに黒猫が顔を上げた。

　金色の瞳を爛らん々らんと煌めかせ、階段下の茂みに向かって威い嚇かくの声をあげる。

「フギャー！」

　ざざっと茂みが揺れた。黒い影がぬるりと茂みを割り、逃げるように遠くへ行く。

「え……なに、今の……」

　動物にしては妙な形だった。まるで大きな長い蛇へびのような。

　近頃こうして、得体の知れないものをたびたび見かけるようになった。

　それは一か月ほど前、この黒猫を見かけたときから始まったような気がする……。

　思い返してみると、この子に初めて会ったのは課長のマンションに泊まった翌日のことだ。帰宅したときすでに、玄関の扉の前でお座りをして待っていたのだ。まるで私が飼い主だとでもいうように。

　なぜか、ほかの部屋の住人にこの子が餌をねだっている様子はない。

　正体不明の黒い影を追い払った黒猫は私に向き直り、得意げにヒゲを揺らす。

　まるで、『追い払ってやったぞ』とでも言いたげだ。

　くすりと微笑んだ私は、黒猫の背を撫でる。

「ありがとう。私を守ってくれたの？」

「うん」

　返事をされたので、瞠目する。

　黒猫もびっくりしたように目を見開いていた。

「偶然……だよね。〝ごはん〟ってしゃべる猫もいるらしいし」

「うん。ごはん」

「…………」

　唖然としていると、黒猫は気まずそうに目を逸らした。

　意思の疎通ができている気がする。すごく頭のよい子なのかもしれない。

　不思議なところがあるけれど、この子を放っておけない。どうにかして飼ってあげられないだろうか。

「ペット可の物件に引っ越すにしても、資金がね……」

　頭を悩ませていると、フードを食べ尽くした黒猫は身を翻ひるがえした。この子のねぐらがどこにあるのか知らないが、帰るらしい。

　もし飼い猫だとしたら勝手に保護してはまずいので、ねぐらを確認しようか。

　腰を上げた私は、黒猫に続いて階段を下りようとした。

　すると、黒猫はつと振り向く。

「ねてるにゃ」

「えっ？」

「まもる、ねてるにゃ」

　そう言い残した黒猫はゆらゆらと尻尾を揺らしながら階段を下り、茂みの向こうに消えていった。




　休み明けの月曜日、私は憂ゆう鬱うつな心中を隠して出社した。

「おはようございまぁす」

　元気に挨拶すると、隣の席の本田さんが笑みを向けてくる。

「おはよう、星野さん。なにかいいことあったの？　ついに彼氏ができたとか？」

　仮面に貼りつけた笑みが引きつる。

　他人の心ないひとことが、これほど心臓を抉えぐるとは。

　彼氏どころか、子どもができましたよ、とは言えず、私は笑ってごまかす。

「いえいえ、近所に黒猫がいるんですけど、その子を飼おうかなと迷ってるんです」

　自分で口にして、私はふと気がついた。

　私は自分のお腹に宿る子を、殺そうとしている。それなのに、猫とは一緒に暮らすためにあれこれ考えているなんて。

　中絶したら、私は、殺人者だ。子どもを殺してから何食わぬ顔をして、猫を飼って、幸せに暮らすだなんて、そんな未来はイメージできない。

　ごくりと息を呑む。

　物のように考えていたけれど、お腹の子は、生きている人間なのだ。

　私はその事実から目を逸らそうとしていた。

　慄りつ然ぜんとしながら、実家の猫について語る本田さんの話を聞き流した。

　やはり、課長に打ち明けて、中絶の許可を得るべきだろうか。それともひとりで産んで育てる……？

　シングルマザーはどうなのだろう。妊娠と出産、そして別れを経たシングルマザーと、経験ゼロのおひとりさまでは天地ほども経験値に差がある。接点がないのでシングルマザーの実態を知らず、大変そうだなという漠然とした感想しか抱けない。

　しかし、あまり悩んでいる時間もなかった。中絶できる期日は妊娠二十一週までと、法律により定められている。最終月経日の始まりをゼロ日として妊娠週数を計算するそうなので、現在の私はすでに妊娠七週くらいのはずだ。

　残されたリミットは、十四週。三か月ほどしかない。切羽詰まってから決断すると、赤ちゃんも相当成長しているだろう。

　妊娠十二週を過ぎてからの手術には、死産届の提出が必要だという。週末にネットで調べてそれを知り、私は手を震わせた。

　赤ちゃんを、死なせたくない……。

　黙って堕胎しようと決めたはずなのに、私の心はぐらぐらと揺れ動いていた。

　こんなに思い悩んでいては仕事でミスをしてしまう。とにかく仕事中は、プライベートなことは脇に追いやらないと。

　気を取り直してパソコンを立ち上げ、メールチェックを行う。

　すると、ふと目の端に黒いものがよぎった。

　なんだろうと思い、窓の外に目を向ける。このフロアはビルの十二階だ。

「え……？」

　黒い布のようなものが、窓を覆い尽くしている。それは風で飛んできた布などではなく、質量をともなう物体だ。うねり、ぐるぐると巻かれる姿は長い黒蛇のよう。

「ひっ……」

　細い悲鳴が私の口からこぼれたが、慌てふためいているのは私ひとり。ほかの人たちは平然と仕事をしている。

　ぬるりと窓を通り抜けて、黒蛇は室内に侵入してくる。ぎろりとこちらを見たその顔には、六つの目がついていた。

「ギギギ……見つけたぞ……。赤子、喰くわせろ……」

「ひ……きゃああああああ！」

　黒蛇が発した赤子という言葉に触発されて、私の喉から悲鳴が迸ほとばしる。

　居合わせた社員は驚いた顔をして、いっせいにこちらに目を向けた。

　隣の本田さんは呆あっ気けにとられ、私の腕に手をかける。

「ちょっと、星野さん？　どうしたの、急に」

「み、みなさんには見えてないんですか!?　あの黒い蛇が……窓をすり抜けてきましたよ！」

　指差した黒蛇は私の周りをぐるぐると回っている。

　一部の社員の間から失笑がこぼれた。本田さんは怪け訝げんな顔をして首を捻ひねっている。

　ほかの人たちには、この黒蛇が見えていないんだ。

　でも、どうして。

　そのとき、ダークスーツを颯さっ爽そうと着こなした鬼山課長が登場する。

　フロアにいた社員たちが課長に挨拶した。

「おはようございます、鬼山課長」

「おはよう」

　彼は、動揺する私をまっすぐに見据えると、冷静な言葉をかけた。

「星野さんの叫び声が聞こえたよ。きみは少し休憩してきたらどうかな。幻覚を見てしまうくらい、疲れているようだから」

　その指摘に、はっとして我に返った。

　そうだ、幻覚だ。課長がそう言うのだから、幻覚なのだ。それにしては随分とリアルな幻覚と幻聴なのだけれど……。

　とにかくこれ以上、黒蛇のことで騒いでいたら、みんなに変に思われてしまう。

「は、はい。ちょっと、休憩してきます」

　私は震える声を絞り出すと、慌ててフロアから飛び出した。

　逃げる私にぎらりと目を光らせた黒蛇は唸うなり声をあげ、しゅるりと身を翻す。不気味に地を這いながら、私のあとを追ってきた。

「お、追いかけてくる!?」

　空を飛べて地を這う黒蛇は丸太ほどの大きさだ。それがすごい速度で私の背に向かってくる。

「ギギ……腹を裂かせろ……赤子、喰う……」

　ぞっと戦せん慄りつが這い上る。

　あの黒蛇は、私のお腹に赤ちゃんがいることを知っている。本当に、私の懊おう悩のうが見せる幻なのだろうか。

　あんなものに襲われてお腹を裂かれたら、死んでしまう。私も、赤ちゃんも。

　黒蛇から逃れようと、私は必死に廊下を駆けた。

　動どう悸きが激しくなり、息が切れる。

　黒蛇はすぐ後ろまで迫っている。頭をもたげて、真っ赤な口が、カッと開かれた。

「ひっ……！」

　鋭い牙から垂れる唾液。血のように赤い舌がちろちろと突き出される。

　猛烈に襲いくる死の恐怖に、私はこれが現実であることを認識した。

　同時に、両手でお腹を抱える。

　この子を殺すなんて、そんなことさせない。

　ぎゅっと腕に力を込めたそのとき。

　眼前に躍り出た人影が一いっ閃せんを繰り出す。

「ギィアァァァ……！」

　黒蛇の悲鳴が辺りに響いた。

　漆黒の胴体が飛び散り、千切れた布のように霧散する。

　それらは、やがて空中に消えた。

「星野さん。大丈夫かい？」

　くるりと振り向いた鬼山課長は、いつも通り平静に問いかける。

　一瞬、黒蛇の胴体を切り裂いた強靱な爪が見えた気がしたけれど、課長の手は普段と変わらなかった。

　どうやったのかはわからないが、課長が黒蛇を倒してくれたのだ。身を挺ていして私を守ってくれた。

　これほど彼が頼もしいと思えた瞬間は初めてだった。私の胸は感激に昂たかぶる。

　課長を見上げた私は、ひとこと口にした。

「――できました」

　奇妙な沈黙がふたりの間に流れる。

　あれ……私、なに言ってるの……。大丈夫ですって言うつもりだったのに……。

　私の胸の昂ぶりは、すうと急速に冷めていく。

　これまでの懊悩が蓄積された結果、課長と対たい峙じしたことで、つい妊娠のことを口走ってしまった。

　しかも主語がないので、課長にはなんのことかわからないに違いない。

　今なら言い間違いだとごまかせる。

　慌てて訂正の言葉を紡ごうとすると、課長はいっさい驚きもせずに返答した。

「そうか。できたか」

「……はい」

　まるで書類ができたことを指しているかのように冷静そのものだ。

　やはり、赤ちゃんだとは伝わっていないらしい。ほっとする反面、複雑でもある。

　眼鏡のブリッジを押し上げた課長は淡々と述べた。

「星野さん。今日は早上がりして、俺のマンションに来てくれるかな？」

「えっ？」

「きみを襲ったのは、ソラミズチというあやかしだ。空を飛べる蛇だね。始末したので当面はやつが襲ってくることはないが、そのことも含めて詳しい事情を話し合いたい」

　やたらと詳しく説明されて、呆気にとられる。

　そういえば、ほかの人には見えていない黒蛇を、どうして課長は退治できたのだろう。幻覚だと指摘したとき、課長にも、あの黒蛇は見えていたのだ。しかも名前まで知っている。

　あやかしという単語にも聞き覚えがある。

　課長のマンションへ行くときに横切ったネズミらしき動物を、彼は『あやかしの鼠又だ』と説明していた。あの動物は無害だったけれど、ソラミズチなる黒蛇は明らかに殺害の意志を持って私に接触してきた。

　その危険なあやかしに、課長は深くかかわっているのだ。

「課長……あなたは、何者なんですか？」

　私は見知らぬ人を見るかのように、背の高い課長を見上げた。微量の恐れを交えながら。

　にやりと口端を吊つり上げた課長は、妖艶に微笑む。

「さて。何者だろうね。これから教えてあげよう」




　鬼山課長と一緒に早上がりした私は、彼のマンションへやってきた。

　ここを訪れるのは久しぶりだ。あの夜のことが脳裏をよぎり、なんだか気恥ずかしくなる。

「座りたまえ。いろいろあって疲れただろう。ウーロン茶でいいかな」

「はい。おかまいなく」

　ダイニングテーブルの椅子に腰を下ろし、冷蔵庫から取り出したペットボトル入りのウーロン茶をグラスに注いでいる課長を眺める。

　ジャケットを脱いだ彼はシャツを腕まくりしている。腕の筋に雄の色気を感じて、頬を赤らめた私はうつむいた。

　そういえば、お泊まりした翌朝も課長は朝食を用意して、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いてくれた。会社では悠然とデスクに座しているのに、そのギャップに驚いたものだ。

　ふたり分のグラスをテーブルに置いた課長は、私の向かいに腰かける。

　そして、すいとハンカチを差し出した。

「あ……そのハンカチ……」

　ブルーの蝶が飛び交う柄のハンカチは、私のお気に入りのものだ。懇親会の日に会社に置き忘れて、そのままどこかに紛失していた。妊娠のことで頭がいっぱいで、すっかり忘れていたのだ。

「遅くなったけど、お返しするよ」

「ありがとうございます。課長が持っていたんですか？」

「そう言っただろう。覚えてないかい？」

　私は首を横に振る。

　受け取ったハンカチは綺麗に折り畳まれていた。洗ってからアイロンをかけてくれたのだろう。

　すると、ふいに蝶の一羽が、ぴくりと羽を動かした。

「……えっ!?」

　思わず声をあげて、動いたと思しき蝶を凝視する。

　だが蝶は、それきり微動だにしなかった。単なる絵なので、動くわけがない。生地が波打ったので、錯覚したようだ。

「どうしたんだい？」

「いえ……見間違いだったみたいです」

　疲れているのだろうか。課長にかかわってからというもの、身の回りで不思議なことばかり起こる気がする。

「きみの忘れ物だから、早く返そうと思っていたが失念していてね。いろいろなことがあったから」

　さりげなくあの夜のことを示し唆さされたような気がして、私は顔を赤らめる。

「課長の白いハンカチは、ここでお返ししたんですよね」

「ああ、そうだね。確かに受け取ったよ」

　課長と同じベッドに入っているとき、彼はハンカチについて何事かを囁いてきた気がするけれど、そのあとの強烈な体験の印象が強すぎて、すべて吹き飛んでしまった。

　今ひとつ腑ふに落ちないが、ハンカチは無事にお互いの手元に戻ったのだからよしとするべきだろう。

「ところで、できたんだってね」

　ひゅっと息を吸い込み、手にしたハンカチを握りしめる。

　突然の課長からの確認に、私の手は震えた。

　どうしよう。はっきり言うべきだろうか。

　うつむいている私に、課長は優しく言葉をかける。

「なにが……と、聞いてもいいかな？」

　彼は、薄々気づいている。そして私の答えを待っている。

　もはや隠しておくのは意味がないと悟った。

　私は喉奥から声を絞り出し、一生に一度も言う機会がなかったであろう台詞を発した。

「赤ちゃんが……できました」

　なぜか、ほっと肩の力を抜いた課長は安堵の笑みを浮かべる。

　私はその表情を、戦々恐々とした思いを渦巻かせながら上目遣いに見た。

「そうか。よかった」

「え……なに言ってるんですか！　よくないですよ！」

　そもそも付き合ってすらいないのに、一夜の過ちで妊娠してしまったのだ。よかったという無神経な感想に、私は思わず声を荒らげる。

　表情を引きしめた課長は、改まって私を見つめた。

「結婚しよう」

　真摯に宣言されたその台詞を、幾度も瞬きを繰り返して噛かみ砕く。

　だから……私たち、付き合ってないですよね？

　課長は私のことなんて好きでもなんでもないのに、妊娠の責任を取るために結婚を選択するということだろうか。会社での立場を考えて。

「……責任を取るということですか？」

「要するにそういうことだが、きみは堕胎できない。俺以外の男と結婚もできない。俺と結婚するしか道はない宿命が、きみに生じたのだ」

　突然の俺様宣言に眉根が寄ってしまう。

　中絶も考えていたのは確かだけれど、堕胎できないとはいかなる意味なのか。

　それに妊娠したのは予定外だったはずなのに、課長はまるで計画通りとでもいうように堂々としている。

　首を捻る私の前で、鬼山課長は眼鏡のつるに触れた。

「それらのことを説明するにはまず、俺の正体を知ってもらわなければならないね」

「課長の……正体？」

　私と同じように、あの黒蛇が見えて、それを退治した課長。

　彼の口から何度か出た、あやかしという単語。

　私は今、未知の世界に飛び込むことを肌で感じていた。課長の眼鏡が外されて、彼の素顔が晒さらされるとともに。

「俺の正体は、八はち部ぶ鬼き衆しゅうのひとりである鬼神、夜や叉しゃだ」

　課長の瞳の色は真紅に染まっていた。

　眼鏡を外した彼の、血のような瞳を、食い入るように私は見つめる。

　課長の言った正体とやらが意味不明なので、私は怪訝に問い返した。

「え……八部……？　なんだかよくわからないんですけど」

「つまり、鬼の神だね。人間ではないんだ」

「はあ……。でも課長はふつうに会社に出社していますよね」

　問題はそこではない気もするが、いきなり正体は鬼の神ですと告白されるなんて完全に想像の域を超えている。

　ただ、まるきりの嘘うそとも思えなかった。

　課長は、あのソラミズチだとかいう黒蛇を倒し、私を守ってくれた。それに炯けい々けいと光る彼の真紅の瞳が、人外であることを色濃く物語っている。

「鬼神は遙はるか昔に古代インドで生まれ、のちに仏教の領域に渡ってきた。その土地により神とも悪魔とも祀まつられるが、我々の一族は人間に親しみ、より人間社会に溶け込んでいった。そうすることが世界調和のためだからだ」

「ははあ」

　なんだか世界史の講釈のようになってきた。私は素直に頷く。

　言われてみれば、古代インド神話に登場する神々の中に、ヤクシャという名の鬼神がいる。聖なる樹木とともに神様が描かれた絵画を見たことがあった。そのヤクシャが仏教に伝わり、夜叉と名を変えたのだろう。

「俺は鬼神だが、同時に一般的な会社員でもある。だが鬼神ゆえに、先ほどのソラミズチのようなあやかしの姿も見えている」

「あやかしってなんですか？　課長が鬼の神様で、人間のふりをしているというのは、一応は理解しましたけど、さっきの黒蛇はどう見ても危険な存在ですよね？」

「あやかしとは、この世に息づく物の怪たちのことだ。ふつうの人間には見えないが、彼らは至るところにいるよ。大抵は害のないものだけれどね。ひと月前、俺のマンションへ来る途中に鼠又を見かけただろう」

　私は初めて課長のマンションを訪れたときのことを思い出した。

　雨が降る直前、『危ない』と言った課長に手を引かれた。そのときに横切った動物らしき影を、課長はあやかしの鼠又だと言ったのだ。

「あれが、あやかしだったんですか……」

「鼠又やソラミズチだけではない。きみはほかのあやかしにも遭遇しているはずだ。その原因は、きみのお腹にいる赤子にある」

「えっ!?　赤ちゃんが？」

　思わずお腹に手を当てる。

　ソラミズチは『赤子を喰わせろ』と不穏なことを吐いていた。その原因が赤ちゃんにあるとは、どういうことだろう。

　課長は神妙に頷いた。

「鬼神の血を引く赤子は、鬼神一族の後継者だ。その子を宿したきみは、本来は見えないはずのあやかしの姿が明瞭に認識できるようになった。ソラミズチのような悪しきあやかしが夜叉の赤子を喰らえば、より強大な力を手に入れることができる。この世界を壊滅させるほどのね」

「ええっ!?　そんなことになったら大変じゃないですか！」

「そうだとも。今後も赤子の神気を察知したあやかしが、きみを襲ってくるだろう。それを避けるためにも、きみは俺と結婚して、俺に守られなければならないんだ」

　話を統合すると、鬼山課長が人間ではなく、鬼神の一族であることは確かなようだ。違う世界に連れていかれそう、という予感は正しかった。

　今後は、出産するまで悪いあやかしに狙われ続けるわけなので、鬼神である課長のそばにいなくてはならない。

　しかしこれは男として責任を取るというより、鬼神の義務を果たす、つまり鬼神の一族のお世継ぎを守るため、ということではないだろうか。想像していたよりもっと悪い方向だ。

　鬼山課長がどれほど偉い神様なのかはよくわからないが、『鬼神の一族の後継者を守るために、ついでにきみの身を守ってあげるよ、仕方なく……』ということである。そこに私への愛情などは、微塵もないということだ。

　途端に結婚という言葉が浅薄に感じられ、眉をひそめる。

「困りますよ、そんな政略結婚みたいなこと……」

　この子を宿したことで母体の私まであやかしが見えるようになったということは、赤子が鬼神の能力を色濃く受け継いでいるのだろう。

　この子は、ふつうの人間じゃないんだ……。

　けれど、ふつうの人間を産んだこともないのに、鬼神の子どもなんて果たして産めるのだろうか。

　かといって、この子をあやかしに喰わせるなんて絶対にしたくない。それだけは私の胸中にしっかりと根付いていた。

　しかしその強い想いとは逆に、果たして結婚することに意味があるのかと懐疑的になっていた。順番が無茶苦茶になったせいかもしれない。

　実は一夜をともにした相手は鬼神でしたと知らされて、どう受け止めてよいのかわからない。それについては不安を通り越して、唖然としてしまう。

　お腹に手を当てて、じっとうつむいている私に、課長はとある提案をする。

「急に言われても受け入れがたいのはわかる。そこで、譲歩案を出そうじゃないか」

「といいますと？」

「出産するまで、かりそめ夫婦として過ごすんだ。子が産まれれば、おのずと星野さんはあやかしが見えなくなり、もとの生活に戻れる。そうなれば、あやかしに襲われる心配もなくなる。出産まであと八か月ほどだろう。その間だけ俺と結婚していることにして、一緒にこのマンションで暮らそう。そうすれば、きみと子を守り抜ける」

「偽装夫婦ということですか……。でも、そうしたら産まれた赤ちゃんはどうなります？」

「産まれた子は、夜叉の後継者だ。我々の組織で育てるから、星野さんの手は煩わずらわせないよ」

「鬼神の組合みたいなものがあるんですか？」

「あるよ。八部鬼衆はそれぞれの四天王に仕える鬼神だ。夜叉は多た聞もん天てんの眷けん属ぞくだね。会社組織と同様と考えてくれたまえ」

　お腹の子は鬼神である夜叉の子だ。産まれたら、神々に引き取られ、そちらの世界で育てられるのだろう。

　人間である私はいわば、神の子を産むための借り腹ということなのかもしれない。

　そう考えると、なぜか切なかった。

　けれど、ほかに選択肢はない。

　残り八か月ほどの期間だけ、あやかしから課長に守ってもらい、出産を終えれば、もとの平穏な生活を取り戻せる。

　私は唇を引き結んで、真正面の紅い双眸を見据えた。

「わかりました。かりそめ夫婦として、お願いします」

　課長はとろりとした笑みを見せる。真紅の瞳は、まさに人外のものだった。

「ありがとう。これからよろしく」

「……ひとつ、聞いてもいいですか？」

「なんだい」

　なぜ私を借り腹に選んだのですか？

　あの夜のことは後継者を作るためだったんですか？

　私のハンカチを見つけたとき……どうしてすぐに返さなかったんですか？

　疑問は尽きない。もはやひとつには絞れなかった。

「あの……私はお腹の子の影響であやかしが見えているそうですけど、課長と夜道を歩いているときにも、影だけ見えましたよね？　あのときは妊娠していなかったわけですが、どうして見えたんでしょう」

　考え抜いた結果、そんな質問をしてしまう。

　もっと重要なことがあるはずなのだけれど、所詮は出産するまでのかりそめ夫婦。私たちの関係性についての質問なんて、意味がないのだ。

　苦悩する私の心中なんてまるで知らない課長は、あっさりと言った。

「俺と手をつないでいたからだね。俺の神気がてのひらから伝わったから、見えたんだ。あのときに、星野さんには素養があると確信したよ」

「素養……なんのですか？」

　にやりと、鬼山課長は口端を吊り上げる。

　悪い男の顔だ。

　そんな表情は会社では見たことがなく、神様というより悪鬼のようだった。

　妙なところで彼は人外なのだなと、納得してしまう。

「俺の嫁になる素養だよ」

「……悪い鬼ですね」

「最高の褒ほめ言葉だ。ありがとう」

「どういたしまして……」

　――確信犯だ。私は悪鬼にはめられて、彼の子を産むことになってしまったのだ。

　あと八か月の契約期間を無事に乗り越えられるのを、祈るばかりだった。
















第三章　３か月　かりそめ夫婦と白靴下のヤシャネコ







「みなさんに、ご報告したいことがあります」

　朝礼の最後に、鬼山課長の重いひとことがフロアを突き抜ける。

　ご報告とくれば、大抵は結婚、もしくは転勤や退職についてだ。いずれにしても課長の身に重大ななにかが起こったことには違いなく、女子社員たちは緊張を漲みなぎらせる。

　彼女たちの中で、私は身を小さくしてうつむいた。

「星野さん。こちらへ」

　きらりと眼鏡を光らせた課長に呼ばれ、ぎくしゃくと前へ出た私は彼の隣に並ぶ。

　ざわつく女子社員たちの刺すような視線が痛い。

　課長はそんなざわめきをものともせず、堂々と言い放った。

「わたくし、鬼山柊夜は、星野あかりさんと結婚することになりました。彼女のお腹には新しい家族がいます」

　一瞬の静寂ののち――ギャア、とまるであやかしの断末魔のごとき悲鳴がフロアに響き渡る。

　課長に憧れる女性たちは般はん若にゃのような形相で私をにらみつけた。

　結婚と妊娠の報告はワンセットにしないほうがよかったんじゃないかな……。

　目眩を覚える私に反し、頼もしい課長の宣言は朗々と続けられる。

「わたくしのほうからプロポーズしました。今後もお互いを支え合い、身重の彼女をサポートしていく所存です。まだまだ至らぬところがあるふたりですが、どうぞみなさまのお力添えをよろしくお願いいたします」

　ぱちぱちと拍手が沸き起こる。――男性社員の間からのみ。

　卒倒しそうな女性陣を目にした私は気の毒になった。

「それでは、星野さんからひとことどうぞ」

　課長に促され、私は頬を引きつらせつつ、明るい声音で挨拶を述べた。

「みなさん、ご安心ください。出産したら別れますので。あと八か月ほどしたら、もと通りになる予定です」

　しん、とフロアに沈黙が下りた。みんなは訝しげに眉を寄せている。

　あれ？　だって、そういう契約だからね……。

　課長との結婚は出産するまでの期間限定なので、それが終わればお互い独身に戻る。以前のように、誰かが課長に告白するのも自由だ。ただし正体は鬼神だけど。そして私はそれを傍はたから眺めるおひとりさま。

　課長はひとつ咳せき払ばらいをした。

「星野さんは現在の状況に戸惑っているようです。いわゆるマタニティブルーというものですね。無理もない。わたくしが結婚を急いだので、それを受け入れるのに時間がかかっているのでしょう」

　男性社員から、「よっ、色男！」などと野次が飛ぶ。

　やめて、おっさん。お願いだから。

　課長の説明は、彼のほうが私に惚れて、結婚するために妊娠させたと聞こえる。流れとしては合っているのだが、そこには夜叉の後継者を得るためという事情が挟まっているわけで。

　それを殺気立つ女性たちに説明できないのがつらい。

　彼女たちが発するオーラには、『なんで星野ごときに課長が……あたしでよかったじゃない！』という怨えん嗟さが漲っている。大変いたたまれない。

　無事に……とは言いがたいかもしれないが、結婚及び妊娠の報告を終えて、朝礼は解散する。

　私は敗残兵のごとく背を丸めてデスクに戻った。

　さっそく、本田さんが目を爛々とさせて食らいついてくる。

「ちょっと星野さん、いつの間に!?　どうやって課長を落としたのよ！」

「……落としてません」

「なに言ってんのよ、結婚するんでしょ？　課長のプロポーズの台詞は？　お願い、教えて！」

　両手を合わせて拝おがみ倒す本田さんに、引きつった笑いが漏れる。課長にフラれた過去がある彼女は、難攻不落の城じょう砦さいの攻略法を知りたいようだ。

　鬼神の子を孕はらまされて、あやかしに襲われる特典がもれなくついてくるのだが。

「ええと……俺と結婚するしか道はないだとか、脅迫めいた台詞でしたね」

「へえ～。課長がそんなこと言うなんて意外すぎるわね」

「本当に……私も驚かされました。まさかこんなことになるとは思わず……」

　がくりとデスクに突っ伏す。

　結婚と妊娠を手にした女性は、通常は浮かれるはずが、私のケースは落ち込みまくりである。

　本田さんは「まあまあ」と言って慰めてくれた。

　かりそめ夫婦の契約を結んだその日から、私は課長のマンションで同居している。

　正確には、家に帰してもらえない。

　危ないからそばにいたまえ、という上司命令が発令されたからである。

　一度だけ荷物を取りに課長同伴でアパートに戻っただけだ。

　そのときに黒猫のことが気になったが、あの子は姿を見せなかった。

　代わりに、ソラミズチのように凶悪そうなあやかしも見かけない。どうやら鬼神である課長がいると、その神気に気け圧おされて大抵のあやかしは近づけないらしい。

　そうなると、もはや潔く引っ越したほうがいいだろう。

　かりそめの関係とはいえ、出産まであと八か月ほどあるし、妊娠しているせいか動き回るのもだるくて億劫に感じる。

　アパートを引き払い、荷物をすべて課長のマンションに持ってくれば取りに戻る必要もなくなる。

　あの黒猫のことも、話さないと……。

　好きでもない課長とかりそめ夫婦になってよかったことといえば、図らずも住まいを替えて、黒猫を飼う可能性が見出せたという点のみだった。




　次の土曜日、総合病院の産婦人科を訪れた私は、一枚の写真を手にして出てきた。

「これが……赤ちゃん。ちっちゃい……」

　待合室でもじっくり見たけれど、何度も眺めてしまう。

　まだ小さな赤ちゃんは体長五十ミリほどで、頭がすごく大きい二頭身体型だ。この状態で、脳や神経はすでに完成しているらしい。

　私はすでに妊娠八週に突入していたが、これ以前の胎児はクリオネのような形だそうである。その姿も見たかったな……と少し後悔した。

　妊娠検査薬を試そうかどうしようかなんて悩んでいる間にも、赤ちゃんはどんどん成長していたのだ。生命の神秘に感激して涙がこぼれそうになる。

　ほかの子とは違うかもしれないけれど、この子は私と課長の子どもなのだ。

　いびつな関係の夫婦だが、せめてこの子だけは無事に産もうという決意が沸き起こる。

「そろそろ、つわりも始まる頃だと医師は話していたね。引っ越しの作業はすべて俺がやるから、星野さんは休んでいて」

　車に乗り込んでエンジンをかけた課長は、さらりと告げる。

　私はじっとりとした視線を投げかけた。

　当然かもしれないが、私の赴くところに課長ももれなくついてくる。お医者さんから『旦那さん』と呼ばれて、『はい』と平然と返事をする。今後の赤ちゃんの成長や健診のスケジュールを説明されたときは、私以上に真剣に聞いていた。

　それはそうだろう。大事な後継者なのだから。

　私は夜叉の後継者を産むための借り腹である。

　その証拠に妊娠が発覚して以来、課長は大変な過保護っぷりだ。ぴたりと私に付き従い、転ばないよう背を支えて最善の注意を払っている。

　送迎は常に課長の自家用車。マンションでの家事はすべて課長が担当。さらに仕事中は、鬼のような冷徹な視線がこちらを監視している。おかげで女子社員たちからなにかを言われることはないが、その代わりにいたたまれなさが倍増である。

　次第に遠慮がなくなってきた私は、課長に訊ねた。

「夜叉の後継者のためとはいえ、課長がこんなに甲斐甲斐しいタイプだとは思いませんでした」

「そうかな。このくらいは当然だろう」

「でも……この子は夜叉と人間のハーフということになりますよね。半分は私の血が入っているんじゃないですか？」

「そういうことになるね。俺の母親が人間なので、正確には子どもはクオーターだが」

　柊夜さんの母親が人間で、彼が鬼神のハーフという事実を初めて知ったが、とある事情から、両親について言及するのを私は避けた。

「それって……この子、鬼神の仲間として認められるんですか？」

「もちろん。俺の血を引いているわけだからね。ただ、どの程度の能力を持つかは本人次第だ。母体に影響を及ぼしているところをみるとそれなりの神気はありそうだが、産まれてみないことには判断できない」

「さほどの能力じゃなかったら、夜叉の後継者にはなれないということですか？」

「それは多聞天が判断する。いずれ挨拶に行こう」

「……わかりました」

　なんだか面接試験のようだ。

　多聞天は四天王と謳うたわれる神様だから、きっと厳しいのだろうと思われる。なにしろ課長の上司だもんね。

　もし、この子が鬼神としての能力が低いとみなされたなら、私のもとで育てよう。

　お父さんは鬼神なんだよ、ということは隠しておいたほうがいいのかな……。

　早々と数年後のことを案じる私に、課長は運転しながら告げる。

「星野さんの両親にも挨拶に行かないとね」

　その言葉にぎくりとして、私は背筋を凍らせる。

「けっこうです。実家は田舎なので遠方だし、出産後に別れるなんて言ったら、うちの両親は卒倒しますから」

「そうか。今は体調を最優先にしないといけないからね。とりあえずは無事に出産してからかな」

　なぜか課長はうきうきとしていて、嬉うれしそうだ。その様子だけを見れば、結婚と妻の妊娠という人生の一大イベントを迎えて喜ぶ夫そのものである。

　でも課長が浮かれる真の理由を、私は薄々察した。

　鬼神の一族は長らく後継者に恵まれなかったのかもしれない。それが一夜で相手を孕ませたのだから、彼は早々に鬼神としての義務を果たせたのだ。

　母体に私が選ばれたのは、鬼神の子を産める素質があったからなのだろう。

　私は体力だけは自信がある。それに正体を知られても、秘密を漏らさない口の堅さも重要だ。それらの条件に見合った女が、私だったわけだ。

　のどかな土曜日の昼下がり、うららかな春の陽射しを受けながら散る桜を、ぼんやりと車窓から眺めた。

「課長……今さらですけど、どうして同じ立場の神様と子どもを作らなかったんですか？」

「なぜ、そんなことを？」

「だって、そうでしょう。人間の私より、鬼神と子作りしたほうが絶対に能力の高い後継者が得られるじゃないですか」

　私は、ただの人間だ。鬼神なら鬼神との子を作ったほうがなんの憂慮もないはず。

　そう考えて気づいた。

　私は、私が選ばれた特別な理由が欲しいのだということに。

　だって、条件が合えば誰でもよかったなんて、言われたくない。

　今の状況は、鬼神に騙だまされて孕まされた愚かな女だ。この先の出産を考えると、課長を責めたくはないけれど、文句のひとつも言いたくなる。

　自分の質問に落ち込み始めた私に、課長はあっさり言い放った。

「それは、きみのことが好きだったから」

「はあ!?」

　唖然とした私は目を見開く。

　そんなわけない。冗談もほどほどにしてほしい。

「無理もないが、星野さんは俺のことをまったく信用していないよね。俺に騙されて孕まされたと思っている」

「その通りです」

「……おいおい。まあ、否定はしない」

「認めてるじゃないですか」

　ふう、と嘆息した課長は、きらりと眼鏡を光らせる。

「俺たちはもっとお互いをよく知る必要がある。そうだろう？」

「課長のことはもうこれ以上知りたくありません。正体が鬼神という秘密も、知らないほうが幸せだったなと思っています」

「それね。課長って呼び方をやめてもらえるかな。かりそめとはいえ夫婦なんだから、旦那を役職で呼ぶのはおかしいだろう」

「じゃあ、鬼山さん」

　鬼神だしね。

　ぶっきらぼうに言う私に、即座に課長は受けたボールを投げ返す。

「きみも鬼山さんだよ。籍はまだ入れてないけど」

「入れなくていいです。戸籍を汚す必要ありませんから。会社では今まで通りじゃないですか」

「ややこしくなるから、名前で呼ぼう。俺の名前、知ってるかい？」

「忘れました。なんか、鬼に関係あったような……」

「柊夜ね。夜叉だけに」

「先手打ちましたね。笑えないです」

「さあ、呼んでみて。あかり」

　先に名前で呼ばれてしまった。

　うっ……と声を詰まらせた私は、悠々とハンドルを握る課長を横目で見やる。

「……柊夜さん」

「いいね。俺という夜を照らしてくれるあかりは、きみだけだ」

　ポエムかな……。

　げんなりした私は溜め息をついた。

　課長……もとい柊夜さんは意外とロマンチストらしい。

　そんなことを話しているうちに、車は私のアパートへ到着した。

　車を降りると、さっそく柊夜さんは私に手を貸してアパートの階段を上る。

「柊夜さん、過保護じゃないですか？　手すりがあるから転んだりしないですよ」

「心配でたまらないんだ。きみは黙って保護されていたまえ」

　大事な後継者がお腹にいますからね。

　小さく嘆息をこぼした私は言われるがまま、冷たくて大きなてのひらに自らの手を預けた。

　そのとき、階上から「ニャア」という声が届く。

「あっ……あの鳴き声は……」

　きっと、あの子だ。

　アパートの階段を上りきると、部屋の扉の前に、小さな黒猫がお座りをしてこちらを見ていた。以前部屋を訪れたときにキャットフードを置いていったけれど、元気でいてくれたのだ。

「柊夜さん、お願いです。この子を連れていっていいですか？　野良猫らしくて、私に懐いてくれてるんです」

　その言葉に、すっと立ち上がった黒猫は、腰に手を当てて首をかしげた。まるで人間のするポーズのように。

「野良猫はひどいにゃ、花嫁さま。おいらは夜叉さまのしもべの、ヤシャネコだにゃん」

　……なに、その、シャム猫をひっくり返したような名称……。

　突然しゃべりだした黒猫に、私は唖然として口を開けた。

〝うん〟や〝ごはん〟なんてレベルではない。この子は流りゅう暢ちょうに言葉を話せて、しかも私たちの事情も知っているのだ。

　隣にいた柊夜さんは平静そのもので、ヤシャネコと名乗った黒猫に声をかけた。

「ご苦労だったな、ヤシャネコ。このアパートは、もう見張らなくていい。今日限りで退去する」

「ほーい。ってことは、花嫁さまは夜叉さまと一緒に暮らすんだにゃ」

「そうだ。今後はマンションの周辺を見張ってくれ。特に俺がいないときに、あかりの身を守ってほしい」

「お任せくださいにゃん！」

　白い手袋をはめたような手を胸に当てるヤシャネコは、とても頼もしく見える。

　ふたりのやり取りを聞いた私は、目を瞬かせた。

「あのう……この子はふつうの猫じゃなかったんですね。柊夜さんの知り合いだったんですか」

「そうだ。ヤシャネコはあやかしだから、人間には見えない。夜叉の眷属なので身元は確かだ。あかりが悪いあやかしに襲われないよう、彼を派遣して見張らせていたのだ」

　そういえば、階段下の茂みに黒い影が這っていたとき、この子が追い払ってくれたことを思い出す。ほかの住人たちがなにも言わなかったのも、あやかしなので見えていなかったからなのだ。

　柊夜さんは言葉を継いだ。

「ヤシャネコは夜叉に仕えるために生まれたという誇りを持っている。そこらの悪いあやかしとは違う。とても頼れる存在だ」

　柊夜さんの褒め言葉に、ヤシャネコは得意げに胸を張った。……けれど反りすぎて、ころんと尻餅をついている。そこはさすがに猫らしく、くるりと回転して丸くなった。照れ隠しなのか、もふもふの手で顔を撫でている。

　私は笑みを浮かべて、ヤシャネコに挨拶した。

「ずっと私と赤ちゃんを守っていてくれたのね。これからもよろしく、ヤシャネコ」

「よろしくにゃん、花嫁さま」

　握手のつもりで手を差し出すと、ヤシャネコは肉球つきの手で、ちょいと触れてくれた。

　まさか柊夜さんの派遣した夜叉の眷属だったとは知らなかったが、黒猫を放置していくという事態にはならずに済んでよかった。

「さて、引っ越しの準備をしようか。あかりはなにもしなくていいから。梱こん包ぽうはすべて俺がやるよ」

「おいらも手伝うにゃん！」

　ふたりが手伝ってくれるので頼もしい。

　私は玄関の鍵を開けながら、ふと疑問に思った。

　私自身がまだ妊娠を知らなかった頃から、ヤシャネコは私の周囲にいた。思い返せば、この子が私の前に最初に現れたのは柊夜さんと一夜を過ごした翌日のことだ。

　つまり、柊夜さんは私が妊娠することを想定していたのだろうか。

「柊夜さん……」

「なにかな？　荷物はあまりないんだね。この分ならすぐに終わりそうだ」

「どうしてヤシャネコをすぐに私のところに派遣したんですか？　まるで私が妊娠することがわかっていたみたいですよね」

　ぴたりと動きを止めた柊夜さんだけれど、すぐに踵きびすを返して玄関へ向かう。

「それは、俺にかかわったことであかりの身に危険が及んではいけないからね。さて、車から段ボール箱を持ってくるよ」

　そそくさといなくなった柊夜さんはどこか気まずそう。

　やはり彼は確信犯だったのだ。なんという用意周到さだろう。私は計画的に妊娠させられたようだ……。

「ねえ、ヤシャネコ……」

「おいらはなんにも知らないにゃ～ん。英会話教室にこっそり張り込んでたのも夜叉さまの指示だにゃ～ん」

「ええ!?　その頃から!?」

「おいらはなんにも知らないにゃ～ん。花嫁さまがおいらのことをはっきり見えるようになったのは、赤ちゃんができたからにゃんね～」

　歌うように暴露するヤシャネコは、ころんころんとでんぐり返しをしている。

　部屋の真ん中に佇んだ私は、英会話教室をやめたことをなぜ柊夜さんが知っていたのか、その理由に今さらながら気づかされたのだった。




　引っ越し作業を終えて、私は住んでいたアパートを引き払った。

　柊夜さんがほとんど梱包して運んでくれたので、さほどやることもなかった。

　さすがに下着などの類いは自分でまとめたかったので、手伝うと言い張る柊夜さんを説得するのが大変だったくらい。

　この人は初めからそうだけれど、平気で私の下着に触れるので少々困る。

　正体は柊夜さんのしもべだった黒猫とも一緒に暮らせることになってよかった。

　マンションに戻ってきた私は、ひと息つく。

「俺は段ボール箱を運ぶから、あかりは休んでいてくれ」

「私も手伝いますよ」

「駄目だ。腹の子になにかあったらどうする」

「はいはい。わかりました」

　柊夜さんが心配しているのはお腹の赤ちゃんだけらしい。それもそうだろうけれど。

　言われた通り、私は階下から段ボール箱を運び込む柊夜さんを眺めつつ、優雅にソファに体を横たえて休んだ。

　ヤシャネコはといえば、床にころりと丸くなっている。あやかしとはいえ、その動作は実に猫らしい。

　やがて荷物を運び終えた柊夜さんは、室内でだらけている私たちに声をかけた。

「トラックを返却してくる。すぐに帰ってくるが、家から出るんじゃないぞ。ヤシャネコ、頼んだぞ」

「了解だにゃん」

　……と言いつつ、ヤシャネコは大あくびをしている。引っ越し作業を手伝ってくれたので、疲れてしまったようだ。

　もっともヤシャネコは棚の本を取ろうと飛び乗って本棚を倒し、盛大に散らかしてくれたくらいだけれど。

「いってらっしゃい、柊夜さん」

　手を振ると、彼はまだなにか言いたげにこちらを見つめていたが、やがて踵を返した。

　玄関を出ていった音を聞いて、私はソファで大きく伸びをする。

「はあ～、鬼のいぬまになんとやら。柊夜さんって、けっこう束縛するタイプだったのね。自分のことは全部事後報告なのに、私にはうるさく言うんだから困っちゃう」

　荷物整理をする気力はなく、ソファにだらりともたれた。

　起き上がったヤシャネコは、金色の瞳を煌めかせる。

「花嫁さまは夜叉さまのこと、よく知らないにゃん？」

「知らないよ……。というか、夜叉とか鬼神とかなんなの？」

　ぱちりと瞬いたヤシャネコは揚々と言い放った。

「偉い神様にゃ～ん！」

「……そっか」

　核心をついているようで、まったくわからない。

　そのとき、ヤシャネコのヒゲがふるりと揺れた。そして、きょろきょろと落ち着きなく周囲を見回す。

「どうしたの、ヤシャネコ？」

　ふっと涼やかな水の香りが私の鼻先を掠める。

　蛇じゃ口ぐちから水が滴っているのだろうか。

　首を巡らせたとき、キッチンの台所にある蛇口から、にゅるりと大きななにかが押し出されるのを目にして瞠目する。

「えっ……な、なに!?」

　それは、すうっと人型に形成され、キッチンに降り立った。

　明るい茶髪をした中学生くらいの少年が、軽やかな声を響かせる。

「オレから教えてやろうか？」

「だ、誰!?　あやかしなの？」

　突然のことに驚いていると、蛇口から現れた少年はさらりと名乗る。

「あやかしじゃないよ。オレは那伽なーが。八部鬼衆のひとりだ。よろしくな、夜叉の花嫁」

　那伽という少年は茶目っ気たっぷりにウインクした。

　那伽とは、龍王を表す名だと私も知っている。水を操る鬼神であることも。

「突然現れたけど、もしかして、水に変化して蛇口を通ってきたの？」

「その通り。オレの特殊能力のひとつさ。でもオレは、ふつうに暮らしてる中学生だから内緒にしてくれよな」

　目の前にいるのは、今時の少年といった風貌の子だ。ジーンズにパーカーというファッションで、柊夜さんと同じく、見た目は人間と変わらない。

「八部鬼衆のひとりということは、あなたは柊夜さんと同じ鬼神ということ？」

「そうそう。鬼衆協会に所属してるからね。もっとも、八人全員が協会に入ってるわけじゃないんだけどさ」

「鬼衆協会？　協会があるの？」

「なぁんだ。夜叉は花嫁になにも話してないんだな」

　痛いところをつかれて、私は視線を逸らす。

　柊夜さんから鬼神がなんたるかについて詳しいことは聞いていない。そもそも、期間限定のかりそめ夫婦なのだから知る必要もなく、柊夜さんが教える義務もないと思えた。

　立ち上がったヤシャネコは警戒をにじませて、那伽を見上げた。

「那伽さま。夜叉さまがお留守のときに、勝手に花嫁さまに会われては困りますにゃん」

「なにが困るんだよ、ヤシャネコ。人間の彼女に、鬼神のことを知ってもらういい機会じゃないか。どうせ夜叉はこの先も彼女に話さないつもりだろ」

「それは夜叉さまのお考えが……」

「うるせえな。ほれほれ」

　絶妙な加減で喉元をくすぐられたヤシャネコはたまらずにゴロゴロと喉を鳴らし、ころりとひっくり返ってお腹を見せた。これは完敗だ。

　那伽はふかふかのお腹を撫でながら、私に目を向ける。

「八部鬼衆は持じ国こく天てんの眷属である乾けん闥だつ婆ばと毘び舎しゃ闍じゃ。増ぞう長じょう天てんの眷属、鳩く槃ばん荼だと薜へい茘れい多た。広こう目もく天てんの眷属、那伽と富ふ單たん那な。そして多聞天の眷属、夜叉と羅ら刹せつで成り立っているんだ。鬼衆協会は先代の夜叉が発足させたから、今のトップは柊夜だよ」

　柊夜さんがそのような協会のトップを務めるほど偉い神様だったなんて。

「協会ってどういうことをするの？」

「協会の鬼神は現世うつしよに住まうあやかしたちを統率して、人間を守るんだ。オレは父さんから那伽の名を受け継いだから、すんなり協会のポリシーを受け入れられたけどさ。神かみ世のよに住んでいる不老不死の鬼神たちは『人間のことなんか知らねえ、むしろ滅びろ』とかいうスタンスだから対立して、忌いみ嫌われてるってわけ」

「そうなのね」

　不老不死の神々が住まう世界が実在するとは驚きだ。

　柊夜さんの母親は人間だそうだけれど、もしかしたら彼は人間の世界で生まれ育ったのかもしれない。柊夜さんを取り巻く環境は複雑なものであることがうかがえる。

「八部鬼衆と四天王の頂点は、帝たい釈しゃく天てんっていう神だよ」

「あ、知ってるわ。インドラとも呼ばれる偉い神様よね」

「そうそれ。ただ神世の帝釈天は人間嫌いだから、夜叉は疎まれていてさ。今は帝釈天と夜叉で派閥が分かれてるんだよね。でも、どうのこうので結局お互いに縁切りできないんだけど。鬼衆協会の本部は神世にある夜叉の居城なんだ。オレも学校が終わったらそこに集合してる。部活かよ、ってね」

　那伽の話を聞いて、私は鬼衆協会の内情を察した。

　ソラミズチのような凶悪なあやかしと戦うため、そして対立する鬼神たちに対抗するために、鬼神の血を引く強い人員が必要なのに違いない。

　那伽自身は父親からの継承なので、夜叉の派閥に入ることに異論がなかったようだが、多くの鬼神がいれば意見が割れるのは必定だ。

　私は自らのお腹に手をやる。

　この子は協会の人員を補うために産まれるというのだろうか。そして必然的に、鬼神同士の争いに巻き込まれてしまう。

「ということは……夜叉の子が産まれたら当然、鬼衆協会の一員になるということよね」

「たぶんね。でもそれは、多聞天が決めるんじゃないかな。オレには妹がいるんだけど、あやかしが全然見えないんだ。ふつうの人間と同じで、水も操れない。だから個人の能力によるとしか言えないな」

「そう……」

「でもきっと、そのお腹の子は神気が高いと思うよ。オレにも感じるもん。花嫁から漲る、すごい神気をね」

「えっ!?」

　私にはまったくわからないが、お腹の子は優れた神気の持ち主らしい。それはそれで困るというか、複雑なところだ。

　そのとき玄関先で物音がした。

　リビングに現れた柊夜さんは殺気を漲らせている。眼鏡の奥から覗く彼の瞳は、那伽に向けられていた。

「那伽か。なんの用だ」

「夜叉の花嫁に挨拶さ。オレになんにも言ってくれないもんな。夜叉の後継者が産まれるって、耳に入ってるよ」

　ヤシャネコの胴を持ち上げて、顔の横に掲げた那伽は悪びれずに答えた。

　鬼衆協会のメンバーとして同じ派閥に属しているというふたりだが、柊夜さんのほうは那伽の来訪を快く思っていないことがうかがえる。

「すぐに帰れ。俺の花嫁に、いらぬことを吹き込むな」

〝俺の花嫁〟と言われてなぜか、どきりと胸が弾んでしまったけれど、状況は穏やかではない。私は慌てて言い募った。

「那伽から、鬼衆協会について教えてもらっていたんです。柊夜さんは協会の会長でもあったんですね」

　嘆息をこぼした柊夜さんに、私はひっそりと心を沈ませる。

　彼は、私が鬼神の世界にかかわることをよしとしていないのだ。やはり、後継者のみを欲しているのだろう。私とはかりそめ夫婦なのだから、余計な情報を人間の女に知られたくないということだ。

「鬼衆協会の仕事については、副業とでも思ってくれ。きみの安全は守る。協会については口出し無用だ」

「わかってますよ」

「那伽は、俺とは眷属は異なるが、協力的な鬼神のひとりだ。指導という目的で、彼と仕事をすることもある。だが、きみが仲良くする必要はない」

「わかりましたってば……」

　柊夜さんの懇々とした説明に、いささかうんざりしつつ返事をする。

　人間の私に、あちらの世界について探るなと言いたいんですよね。本当にしつこいんだから。

　立ち上がった那伽は、ひょいと私の胸にヤシャネコを預ける。私はもふもふの体を抱きとめた。

「というわけで、怖ーい夜叉が帰ってきたことだし、オレはここらでおいとまするよ」

「さっさと帰れ。用がない限り、ここには来るな。いや、用があっても来るな」

「へいへい。広目天には報告しておくから。夜叉の後継者は順調に育っていて、人間の花嫁はかわいいってね」

　ひらりと手を振った那伽はキッチンへ向かっていく。

　ぽたり、と蛇口から水が滴る。そこに手をかざすと、流水に変化した那伽の体が、ぬるりと蛇口に吸い込まれていった。

　それを見た柊夜さんは、重い溜め息をつく。

「やれやれ……。あいつは若い鬼神だから、俺たちに気さくに接してくるが、だからといって気を許すなよ」

「どうしてですか？　彼はごくふつうの少年に見えます。悪い子じゃないみたい」

　ソファに座った柊夜さんは、ヤシャネコを撫でる私をちらりと見やる。

「鬼神たちの仲は決してよくない。我々は協力者であるが、互いに仇あだなす者でもあるのだ。きみもいずれ、夜叉の花嫁という冠かんむりが重荷になるだろう。そうならないうちに出産して子を手放すといい」

　柊夜さんのその台詞が私の心の奥底に、こぼした墨のごとく無残に広がる。

　彼は、相手と理解し合うことを諦めているのだと察した。

　そして、私とも。

　かりそめ夫婦以上の関係になることを、彼は初めから諦め、拒んでいる。

　それは帝釈天との対立という構図からくるものなのだろうか。

　そうだとしたら、私が柊夜さんの孤独を変えたいと願うのは、傲慢だろうか。

　私は乾いた声音で返答した。

「はい……。まずは、無事に出産しないとですね」

「……ああ。その通りだ」

　――いずれ、夜叉の花嫁という冠が重荷になる。

　その言葉の意味はよくわからないけれど、こんな私でも、柊夜さんの役に立てることがあればいいのに。

　この孤独な夜叉のそばに、ずっといられたらいいのに。

　そう私は思い始めていた。
















第四章　５か月　過保護な夜叉とカマイタチたちの絆







　若葉が青々と茂り、爽さわやかな風が心地いい初夏――。

　私の体調は絶不調だった。

「ううーん、気持ち悪い……うえぇ」

　妊娠八週を越えた途端に、つわりが始まった。連日、壮絶な食欲不振に襲われている。

　美味しく炊けたごはんの匂いがこれほど異臭に感じる日が訪れるとは予想すらしていなかった。吐き気が込み上げてくるので、炊飯器を開けたら息を止めてしまう。

　耐えきれず炊飯器の蓋ふたを閉じた私は、リビングのソファに横になった。

「あかり、大丈夫かい？」

　心配した柊夜さんが跪ひざまずいて、額に冷たいてのひらを当ててくる。

　熱があるわけじゃないので、それは違うと言いたい。

「大丈夫じゃないです……今日も仕事休みます……」

　体調不良により、近頃は有給を消化しまくっている。こんなときに旦那さんが同じ職場だとフォローしてもらえるので便利だ。なにしろすべては柊夜さんが原因を作ったわけなので。

　諸悪の根源である鬼神の旦那さまは、タオルケットを持ってくると私の体にふわりとかけた。枕も用意して、頭にあてがってくれる。

「心配だな。俺も仕事を休んでそばに……」

「あ、けっこうです。働いてきてください。ヤシャネコがいるし、なにかあったら電話しますから」

　具合が悪くても、さらさらと言いたいことは口から飛び出す。

　柊夜さんにべったり張りつかれると、過剰に世話を焼かれるので大変うっとうしい。

　かりそめ夫婦としてともに暮らすことになり、柊夜さんのマンションに引っ越してきてから二か月が経過していた。

　出産予定は秋なので、残り五か月ほどだ。現在は妊娠十七週目である。

　妊娠十六週に入る頃には、つわりがおさまるとお医者さまはおっしゃっていたけれど、あくまでも個人差があるとのこと。

　しかもお腹の子は、鬼神の血を引いている。

　妊婦健診のたびにエコーに写る胎児はどんどん成長しているが、見る限りふつうの人間となんら変わりなさそうだ。角が生えていたらどうしよう……なんて、こっそり恐れていたけれど、医師はなにも言わない。

　つい数か月前までおひとりさまだった私が妊娠して、旦那さまがいるなんて、世の中とはどうなるかわからないものである。

　柊夜さんは甲斐甲斐しく立ち回り、テーブルの上にスポーツドリンクやゼリー飲料を置くと、私の手にスマホを握らせた。

「なにかあったら必ず連絡するように。なにもなくても電話するんだ。いや、こちらからかける」

　眼鏡越しに真剣な眼差しを向けられて、うんざりしながら頷く。

　柊夜さんの過保護は月を重ねるごとにエスカレートしていく。

　そばでお座りしていたヤシャネコが、見かねて声をかけてきた。

「夜叉さま、しつこいにゃ。おいらがいるんだから大丈夫にゃ。そんなにしつこいと、おいらや花嫁さまを信用してないみたいに見えるにゃん」

「そういうわけではない。俺は身重のあかりを案じている。なにしろすべてが初めてのことなんだ。体調が安定するまでは油断できない」

「その台詞はもう何回も聞いたにゃ。早くごはん食べて会社に行ってにゃ～」

　しもべのヤシャネコにまで煙たがられる有様である。

　渋々といった体で腰を上げた柊夜さんは素早く朝食をとると、食器を片付け、ばさりとジャケットを羽織る。そして鞄を……持つ前に私のそばに跪く。

「なにかあったら必ず電話を……」

「わかりました。遅刻しますよ。いってらっしゃい」

　何度も繰り返される台詞を遮り、手に持ったスマホをひらひらと振ってみせる。

　彼はじっくりと私の顔を眺めると、ようやく腰を上げた。

「では、行ってくる。頼んだぞ、ヤシャネコ」

「お任せくださいにゃん」

　玄関が施錠される音に、私とヤシャネコは同時に溜め息をついた。

「ちょっと過保護すぎるんじゃない……？　ねえ、ヤシャネコ。柊夜さんって、前からあんなにしつこいの？」

　確かに仕事でも話が長いときはあるけれど、説明を理路整然と述べるので、あまりくどいとは感じなかった。それが家では同じ台詞を何度も聞かされる。さすがに、げんなりする。

　会社では完璧なイケメンの鬼山課長は、家では過保護でしつこくて、私の下着を平然と洗濯して干しているわけである。女子社員が知ったら幻滅すること必至だ。

　夫婦って、一緒に住んでみないとわからないことがたくさんあるのね……。

　いくら後継者を得るためとはいえ、柊夜さんはいささか必死すぎる。

　白い両手を挙げたヤシャネコはふるりと首を左右に振った。

「夜叉さまは寡黙な鬼神だったにゃ。きっと花嫁さまのことが大好きだから、心配でしょうがないんだにゃん」

「それちょっと誤解があるから。心配なのはお腹の子だと思うわ。出産したら、私はお役御免なわけだしね」

　あと五か月ほどの契約期間だ。

　幸い、このマンションに引っ越してきてからは、ソラミズチのような悪いあやかしに狙われていない。鬼神の住処には神気が満ちていて近寄れないのだろうし、ヤシャネコが周辺を警戒してくれていた。

　私の言葉に、ヤシャネコはぽんと手を打つ。

「そっか。花嫁さまがあやかしが見えるのは、赤ちゃんがお腹にいる間だけにゃんね」

「そういうこと。この子さえ産んでしまえば、もうあやかしとかかわることも、柊夜さんと同居生活を送ることもないってわけ」

　自分で口にすると、なぜか寂せき寥りょう感かんが胸をついた。

　五か月後には必ずそうなるはずなのに、私はそれを望んでいたはずなのに、どうして寂しいなんて思うのだろう。

「赤ちゃんが産まれたら、花嫁さまはおいらのこと見えなくなるにゃんね……」

「……うん。そうなるね」

「花嫁さまは、それでいいにゃん？」

　ぽつりとつぶやかれたヤシャネコの投げかけに、自信なく頷く。

「う……ん。だって、そういう契約だから……」

　あくまでも契約だった。柊夜さんが夜叉の後継者を得るためだ。私は借り腹なのだから、産まれた子は鬼神の一族に引き取られる。

　でも、本当にそれでいいのだろうか。

　自分が産んだ子を他人に渡して、素知らぬふりをしていられるのだろうか。

　出産してあやかしが見えなくなれば襲われる心配もなくなるが、同時にヤシャネコの姿も見えなくなる。

　柊夜さんも後継者さえ手に入れたら、私には部下としてしか接しなくなるだろう。

　すべての縁が切れてしまう。

　そうなって然るべきなのに、訪れる未来を思うと、ひどく胸が軋んだ。

「おいらは寂しいにゃ～。あかりんには、ずっと花嫁さまでいてほしいにゃ。夜叉さまは誰も娶めとらなかったにゃん。あかりんだけにゃん。おいらも、あかりんのこと好きにゃん」

「ヤシャネコ……」

　ころんころんと、でんぐり返しを繰り返すヤシャネコを見つめる。

　すっかり家族になったヤシャネコは、私のことを〝あかりん〟と親しみを込めて呼ぶこともあった。そんなふうに言われると、より別れを思い、切なくなってしまう。

　やがて彼は立ち上がると、「散歩に行ってくるにゃ」と言い残し、すうっと扉をすり抜けていった。

　誰もいなくなったリビングには静寂が下りる。私は柊夜さんがあてがってくれた枕に、ぽすんと顔を伏せた。

　ずっと……なんて、無理な話だ。赤ちゃんは妊娠十か月で産まれる。

　この子が産まれてしまえば、私はあやかしが見えないただの人間に戻るわけで。

　そうなったら私には、なんの価値もない。柊夜さんが面倒を見てくれることも、ない。ヤシャネコも見えなくなり、話せなくなる。

　この日常は去り、もとのおひとりさまの人生に戻るだけだ。

「憂鬱になってきちゃったな……寝よう……」

　体調がよくなれば、気分も向上するはずだ。

　瞼を閉じ、うつらうつらとして夢と現実の境目を漂う。

　ふと、私は暗闇の中にいることに気がついた。

　ここはどこだろう。

　両手でもがくけれど、手にはなにも触れない。眼前に広がるのは暗闇ばかり。

「柊夜さん……どこ……」

　不安になって柊夜さんの名を呼ぶけれど、彼は現れてくれない。

　見放されたのかな？

　私が、出産を終えたから……。

　はっとしてお腹をさわると、そこは妊娠前と同じくらいに平らだった。

「えっ!?　私、もう産んだの？」

　赤ちゃんはどこへ行ってしまったのだろう。

　連れていかないで、私の赤ちゃん。

　泣きそうになり顔をゆがめたとき、ふっと明かりが灯る。その輝きはどんどん大きくなる。まるでトンネルの向こう側に、昼の世界が広がっているかのように。

　トンネルをくぐり抜けて、ひとりの男の子が駆けてきた。

　見たことのない子だ。誰だろう。

　その子の顔をよく見ると、眦が切れ上がり、意志の強そうな印象を受けた。黒髪で瞳も黒い。年は六歳くらいだろうか。

　彼はポケットから、ハンカチを取り出した。

　青い蝶が描かれた柄のハンカチを、自分の手首に巻こうとしている。

「怪我をしたの？　見せてみて」

　声をかけて手を伸ばすと、彼は嫌がることもなく、私にハンカチを渡してくれた。

　このハンカチは……私のものだ。どうしてこの子が持っていたのだろう。

　不思議に思いながらも彼の手首を確認する。そこに傷などは見られなかった。

「怪我はしていないみたい。痛いところはある？」

　顔を覗き込むと、その子も私を覗き込んできた。

　奇妙な感覚に襲われる。

　私は、この子のことを、知っている……。

　彼の瞳の奥に、真紅の焔ほむらが帯びているのを見て取った。

　そのとき、はっとしたその子が後ろを振り向く。

「え……どうしたの？　なにもいないよ？」

　暗闇しかないのだ。

　突然、彼はその場で足踏みを始めた。

　――タタン、タタン……タン、タン、タン……。

　彼がリズムを刻むたびに、私の体に振動が起こる。

　お腹が、揺れてる……？

　その振動により、くらりとして意識が浮上した。

「……はっ！」

　覚醒して瞼を開く。

　握りしめていたスマホの時刻を見ると、柊夜さんが出社してから二時間ほどが経過していた。どうやら夢を見ていたらしい。

「なんだ……夢かぁ……」

　深い息を吐いてお腹をさすると、眠りにつく前と同じように、ふっくらと膨れていた。

　夢の中では出産していたようだけれど、ちゃんと赤ちゃんはここにいる。

　不安になっていたから、あんな夢を見てしまったのだ。

　あの男の子は、何者だったのだろう。私が生み出した妄想だろうか。

　そのとき、ふとこちらに忍び寄る影が目の端に映る。

「ヤシャネコ？　帰ってきたの？」

　ごく小さな影は、声をかけたら扉の陰に引っ込んだ。

　どうしたのだろう。

　私はソファを下りて、廊下へと続く扉に近づく。

　すると、突然飛び出してきた影が襲いかかってきた。

「きゃあっ！」

　思わず悲鳴をあげたが、次の瞬間、ふと冷静になり目線を下に向ける。

　スウェットにしがみついた小動物は、ぶらんと私のお腹から垂れ下がっていた。

　胴と尻尾がとても長くて、毛の色は茶色だ。耳は丸くて小さい。

「え……猫……じゃないよね」

　ひょいと胴を抱えると、しがみつかれていたため鋭い爪が引っかかり、スウェットの一部が千切れた。

　目を合わせてみると、つぶらな小さな目は怯おびえていた。

「ひいい……お、おゆるしください。ほんのできごころなのです」

「えっ!?　しゃべれるということは……あなたは、あやかしなの？」

「そうです。見ての通り、カマイタチでございます」

　けろりとして名乗ってくれたその動物は、有名なあやかしであるカマイタチらしい。

　見ての通りと言われても、その容貌からはまったく凶暴さを感じられない。

　かわいらしくて優しい顔立ちをしているし、私が軽々と持てるくらい小柄だ。カマイタチ特有の爪はといえば、猫より少々長いかなという程度。しゃべれることを除けば、おそらく本物のイタチとそう変わらないのではないだろうか。

「これが伝説のカマイタチ……？　爪がカマになっていないけど」

「わたしはメスですからね。オスと違って立派なカマはないのです」

「へえ、そうなのね」

「……あの、下ろしてもらっていいですか？　地面に足がついてないと不安になりますので」

「あ、ごめんなさい」

　すとん、と床にカマイタチを下ろす。

　腰に手を当てた彼女は、とんとんと足で床を叩たたき、リズムを刻む。

「花嫁さまは無知なのですねえ。もしかして、あやかしのことをなにもご存じない？」

「えっ……まあ、ほとんど知らないかな。今まで会ったことのあるあやかしは、ヤシャネコ、ソラミズチ……とか」

「それだけですか!?」

「ええ、まあ」

「鬼神の花嫁だというのに、なんということでしょう！　そんなに物知らずではお腹の子を守れませんよ」

「そう……かな？」

　突然のカマイタチのお説教に、たじろぐ。

　どうやらカマイタチは私たちの事情を知っているようだ。

　飛びかかられたので、もしかしてソラミズチのときのように、お腹の赤ちゃんを狙ったのかと一瞬思ったけれど、新米花嫁である私に助言をしに来たらしい。

「カマイタチは私の赤ちゃんを守るために来てくれたのね。襲われたと思ったから、びっくりしちゃった」

　カマイタチはきょとんとして、つぶらな目をぱちぱちと瞬かせた。

「あぅ……その……それはもう。鬼神の神気は、そのお腹からすごい量が発せられていますよ。わたしたちあやかしが鬼神の赤子を喰らえば、神に等しい力を手に入れることができます。だから花嫁さまはあやかしに狙われてしまうのですよ。鬼神がいない今などは特に……」

「なるほど。神気なんて私には全然感じられないけど、そういうわけなのね。ということは周辺にいるあやかしは、ここに鬼神の赤子がいるってすぐに気づいちゃうんだ」

「それはもう、鼻先にごちそうを置かれているほどの耐えがたい誘惑です。でもまさか花嫁さまが人間で、しかもこんなに無防備だとは思わず……わたしは……」

　戸惑いを見せたカマイタチは、もふもふの両手を擦り合わせている。

　なにか迷いがあるようだけれど、どうしたのだろう。

　そのとき、ひゅっと黒い物体が飛来する。

　室内に飛び込んだ俊足の影は、カマイタチに覆い被さった。

「ニギャー！」

　黒い影と思ったものは、ヤシャネコだ。

　双方は絡み合い、ぐるぐると回りながら攻撃を繰り出した。

　褐色のカマイタチと漆黒のヤシャネコが回転してバターのように溶け合う。

　合間には、「ギャギャギャ！」という威嚇の声が発せられた。

　呆然としていた私は、はっと我に返り、止めに入る。

「やめて、ヤシャネコ！」

　その言葉に、ぴたりとヤシャネコは攻撃をやめた。

　ヒィヒィと細い悲鳴をこぼしながら、カマイタチはよろよろと逃げ去っていく。

「あかりん、どうして止めるにゃん!?　あいつはお腹の赤ちゃんを食べようとしてたにゃん！」

「違うの！　カマイタチは私を襲おうとはしなかったよ。私が頼りない花嫁だから、いろいろ教えてあげようと思ったらしいの」

「そんなわけないにゃん！　メスのカマイタチだって危険にゃ。あかりんはあやかしのこと、わかってないにゃ！」

「でも……」

　――あやかしのことをなにもわかっていない。無知。

　ヤシャネコにもそのことを指摘され、叩きのめされた私は肩を落とした。

　私だって、あやかしにかかわりたかったわけじゃないのに……。

　がっかりしてソファに腰を下ろし、項垂れる。

　そんな私の様子を目にしたヤシャネコは、しゅんとして小さくなった。

「怒ってごめんにゃ……。でも、おいら、あかりんと赤ちゃんを守るのが役目にゃ」

「うん……そうね。もうカマイタチは帰ったみたいだから大丈夫よ」

　そのとき、スマホから呼び出し音が鳴り響く。

　画面を確認すると、電話をかけてきたのは柊夜さんだった。

　そういえば連絡すると言っていたっけ。

「もしもし、柊夜さん？」

『あかり、起きていたのか。具合はどうだ。なにか食べたか。変わったことはないか？』

「えっと……」

　矢継ぎ早に質問されて答えに詰まる。

　今のカマイタチのことを話すべきだろうか。

　迷っていると、私の膝に飛び乗ってきたヤシャネコが、スマホに向かって訴えかけた。

「大変にゃ、夜叉さま！　たった今、あかりんはカマイタチに襲われたにゃ！」

『なんだと!?　怪我は？』

　柊夜さんの声に切迫したものが混じる。

　私は慌ててヤシャネコをたしなめつつ訂正した。

「ちょっと、ヤシャネコ。大げさに言わないでよ。襲われたわけじゃないから」

「襲われたにゃん！　お腹を切られたにゃん！」

「切られてないってば。スウェットがちょっと爪で裂けただけで……あ……」

　すでに通話は切れていた。

　今の絶対、誤解されたよね……？

　私はスマホを下ろして溜め息をつく。

「どうするの、ヤシャネコ……。柊夜さんの脳内では私が血だらけになってるんじゃない？」

「おいらはありのままを言ったにゃ。嘘じゃないにゃん」

　つん、とそっぽを向いたヤシャネコはソファから飛び降りると、ぺろぺろと手を舐なめ始めた。

　今夜、仕事を終えて帰宅した柊夜さんからなにを言われるか、想像するだけで今から戦慄する。

　とりあえず、喉が渇いたので水分補給をしよう。

　テーブルに置いていってくれたゼリー飲料を手にした私は、キャップを開けてそれを啜すすった。喉ごしのよいゼリーが体に染み渡る。

「くどくどお説教されそうだよね。柊夜さんってば同じこと何回も言うし、しつこいから。仕事ではそんなことなかったから、人の素顔は意外性に満ちてるよね。……あ、人じゃなくて鬼神か」

　そんなことをつぶやきながら、片手でテレビのリモコンを握る。お昼のワイドショーは芸能人のゴシップネタで盛り上がっていた。

　ちらりと床を見やると、ヤシャネコは日の当たるところで寝そべっている。

　今日はお天気がよいので昼寝が気持ちいいだろう。午前中に仮眠を取った私は目が冴さえている。

「ふーん、元アイドルがデキ婚かぁ。私だってデキ婚だよ。期間限定だけど……」

　ぼんやりとテレビを眺めつつ、次にスポーツドリンクを飲んだ。

　数か月前はこんなことになるなんて予想もしなかったな、なんて思いながら。

　つわりで食欲のない私のために、柊夜さんはあっさりして栄養のとれるものを用意してくれる。料理はもちろん、掃除や洗濯に至るまで家事はすべて彼がこなしていた。

　ここは柊夜さんのマンションなので、ひとり暮らしをしていたときの延長といえばそうなのだけれど、私にもなにか手伝えないかなと思い始めていた。

　それに……あやかしのことも、いろいろと教えてほしい。彼らはどれほどの種類が現世にいるのだろう。そして、なぜ強大な力を手に入れる必要があるのだろうか。単純に強くなりたいという願望だけではない気がする。

　柊夜さんは、『俺のそばにいれば大丈夫だ』という言葉を繰り返すだけで、あやかしや鬼神について詳しいことを教えてくれない。

「今日の夕飯は私が作ろうかな。今までつわりで、まともに食卓を囲んでなかっ……」

　独りごちていたそのとき、ガタガタッと玄関扉が激しい音を立てる。

「えっ!?　な、なに!?」

　驚いて腰を浮かせると、血相を変えた柊夜さんが部屋に飛び込んできた。

　なんと、もう帰ってきてしまうとは。

「あかり！　無事か!?」

　鞄を放り出した柊夜さんは私のお腹に飛びつくようにして身をかがめる。大きなてのひらでスウェットを撫で回すと、裾をめくり上げてきた。

「ちょ、ちょっと柊夜さん！　やめてよ！」

「怪我はないようだな。切られたのは生地のみか。腹の子は無事か。どこも痛くないか？」

　ふっくらとしてきたお腹を、柊夜さんは真剣な表情で撫で回す。慌てて引き剥はがそうとするが、強靱な肩はびくともしない。

　素肌をさわられるなんて、初めてお泊まりした夜以来なので恥ずかしくてたまらない。

　怪我がないことを確認した柊夜さんは、ふうとひと息つくと、身を縮めているヤシャネコを振り返った。

「ヤシャネコ。おまえがついていながら、どういうことだ」

「も、申し訳ありにゃせん！」

　地を這うような低い声に怯えたヤシャネコは、がたがたと震えている。

　私はヤシャネコをかばうように立ち塞がった。

「ヤシャネコを責めないであげて。襲われたんじゃないの。カマイタチはなにも知らない私に、あやかしのことを教えに来てくれただけなんです」

　柊夜さんは訝しげに双眸を細めた。

　その隙に私はさりげなく体を離して、めくり上げられていたスウェットをもとに戻す。

「ふむ……。そのカマイタチはどこへ行った？」

「ヤシャネコと絡み合ってからすぐに出ていったけど、どこかまでは……」

　あのカマイタチは、鼻先にごちそうを置かれているくらい神気を感じると話していた。ということは、この近所に住処があるのではないだろうか。

「私、ちょっと探してきます」

　彼女の戸惑う様子には、なにか事情があるのではないかと思わせた。

　急ぎ寝室に入ってスウェットからワンピースに着替える。お腹が冷えないよう、厚手のレギンスも穿はいた。

「待ちたまえ」

「堂々と寝室に入ってこないでもらえます!?　着替えてるんですけど！」

「俺たちは夫婦だ。なにも問題ない」

「かりそめ夫婦ですから！」

「それはともかく、カマイタチを探すのなら俺も行こう。その切り裂き方から察するにメスのようだが、きみをひとりきりで行かせるなど許可できない」

「はあ……いいですけど」

　旦那さまの過保護っぷりが発揮され、私は冷めた目で柊夜さんを見やる。

　彼は当然とでも言いたげに自信たっぷりだ。

「おいらも行くにゃん！　カマイタチの気配を辿っていくにゃ」

　頼もしく胸を叩いたヤシャネコのあとに続き、私たちは玄関を出た。

　マンションの外には、近くに橋のかかる河原がある。天気がよいので、川沿いの遊歩道にはのんびりと散歩を楽しむ人たちが行き交っていた。

「こっちだにゃん！」

　駆けていくヤシャネコを追いかけて、私はあとを追おうとした。そこへすかさず柊夜さんが私の腕を取る。

「待て、あかり。走ってはいけない。俺と一緒にゆっくり行くんだ」

「あ……そうですね。わかりました」

　お腹に赤ちゃんがいるので、無理はいけない。

　私は言われた通り、柊夜さんの腕に掴まりながら遊歩道を歩いていった。

　彼が私を気遣うのはあくまでも後継者を得るためなのに、優しくされると思い違いをしそうになり困ってしまう。

　ややあって、木立が並んでいる川辺にヤシャネコの姿を見つけた。

「ヤシャネコ、どう？　見つかった？」

　振り向いたヤシャネコは、きらりと黄金色の瞳を煌めかせる。

「あそこにゃ。鳴き声が聞こえるにゃ」

　耳を澄ませると、ピキュピキュ……という小さな鳴き声が聞こえてくる。それは林の一角から響いていた。

「この声は……？」

「行ってみよう。そっと近づくんだ」

　そろそろと、声のするほうへみんなで近づいてみる。

　すると木の根元の茂みに、もぞりと動く小さなものを発見した。

　そっと覗くと、褐色の毛に覆われたとても小さな動物が三匹、身を寄せ合っている。胴と尻尾が長くて耳は小さく、ぎゅっと目を閉じている。まだ目が開いていないということは、生後十日ほどだろう。

「わあ……かわいい。もしかしてこの子たち、イタチの赤ちゃんじゃない？」

　私は歓喜の声をあげた。

　イタチの赤ちゃんたちは、てのひらにのせてしまえるくらい小さい。この子たちが、ピキュピキュと鳴いていたのだ。

　なんてかわいらしいんだろう。

　思わず手を伸ばした私に、柊夜さんが鋭い声をかける。

「さわるんじゃない。親が近くにいるはずだ。それにこれはただのイタチではない。あやかしの、カマイタチの子だ」

　私は慌てて手を引いた。

　そういえば、野生動物の赤ちゃんに人間がさわって匂いがついてしまうと、親が子どもを見捨ててしまうことがあるという。かわいいからといって無闇に撫でてはいけなかった。

「ということは……さっき私に会いに来た、あのカマイタチの子どもでしょうか？」

「そのようだな。ほら、見ろ」

　柊夜さんが顎で指し示した先に目を向ける。

　少し離れた川縁には、先ほどマンションで遭遇したカマイタチが呆然とした体で立っていた。

「あ……あぁ……鬼神さま……」

　ぶるぶると震えているカマイタチは、ちょうど巣に戻ってきたところだろうか。手に持っていた小さな魚が、ぽとりと落ちる。

　柊夜さんは、さりげなく私の前に出て、カマイタチから守るように立ちはだかった。

「おまえが、俺の花嫁を傷つけ、赤子を喰らおうとしたカマイタチか？」

　威圧的な低い声が紡ぎ出される。

　首を竦すくめたカマイタチは、おそるおそる柊夜さんを見上げた。

「……さようにございます。わたしは、鬼神の子を喰らおうとしました」

　柊夜さんの言った通りのことを認めるカマイタチに、思わず私は声を荒らげた。

「どうしてそんなことを言うの!?　カマイタチはそんなことしなかったじゃない！」

　カマイタチは、ただお腹に飛びついただけだ。それから、鬼神の花嫁としての未熟さを私に説いてくれた。もし本当に赤ちゃんを食べる気があったのなら、いくらでもその機会はあったはずなのに。

　けれどカマイタチは力なく首を左右に振った。

「初めはそのつもりでした……。でも、花嫁さまはお腹の子を襲おうとしたわたしを、優しく笑顔で抱き上げてくれました。そうしたらわたしは……自分も子がいる身なのに、なんてことをしようとしていたのだろうと我に返ったのです」

　しん、と河原に沈黙が下りた。

　その静けさの中に、カマイタチの赤ちゃんたちの無邪気な鳴き声が響く。

「でも……どうして？　私の赤ちゃんを食べて、強いあやかしになって……そうしたら、この子たちはどうするの？」

　鬼神の赤子を喰らえば強大な力が手に入るらしいが、カマイタチは殺さつ戮りくを好むようには見えない。彼女がやるべきことは、赤ちゃんに乳をやり、少し大きくなったら食べ物を運んでくるという育児だ。それは今のままでも充分に可能ではないだろうか。

「この子たちのためなんです……。この河原は食べ物が豊富で過ごしやすいのですが、ほかの強いあやかしから狙われやすいのです。赤子はごちそうですから、この子たちが大きくなるまで、わたしが守らなければなりません。もっとわたしが強くならないと、いなくなった父親の分まで。そう思っていたところ、鬼神の赤子の匂いが漂ってきて……つい……」

　告白したカマイタチは、がくりと項垂れた。

　迷うような態度を見せていたのは、そういった事情があったからなのだ。

　ひとりで子育てするのは大変なことだろう。しかも外敵から赤ちゃんを守らなければならない。強大な力を手に入れれば、それが容易だと考えるのも自然なことだ。

　私はカマイタチに同情した。

　けれど柊夜さんは厳しい声音を出す。

「どんな事情があろうとも、俺の子を喰らおうとした罪を許すわけにはいかない。おまえと、この赤子たちには罰を与える」

　冷酷な台詞を吐いた柊夜さんを信じられない思いで見つめる。

　赤ちゃんたちはなにも知らないのに、罰を与えるだなんて、ひどすぎる。

「待ってください、柊夜さん！　赤ちゃんたちに罪はありません」

　驚きょう愕がくしたカマイタチは赤ちゃんのもとへ駆け、小さな体に覆い被さる。

　すっと腕を上げた柊夜さんは、人差し指で空間に図形のようなものを描いた。

　慌てた私は彼の腕を押さえるが、図形は完成してしまう。

　五ご芒ぼう星せいの青い光が、ぼうっと浮き上がる。それは周囲に広がると、ふいに消えた。

　わずか数瞬の出来事だった。

　なにも起きなかったので、私とカマイタチは瞬きを繰り返す。

　赤ちゃんたちは何事もなかったように、すやすやと無む垢くな寝顔を見せている。

「え……今のは……？」

　事態を見守っていたヤシャネコは、のんびりとした声をあげた。

「心配ないにゃ。夜叉さまは結界を張ったにゃん」

「結界……？」

　ひとつ頷いた柊夜さんは腕を下ろした。

「強力なあやかしがこの結界に触れれば弾かれるだろう。これで知らぬうちに赤子が喰われるという事態は免れるはずだ。ただし小動物程度のあやかしには効かないぞ」

　鬼神の結界に守られた巣は、外敵の侵入を防ぐのだ。

　柊夜さんは、カマイタチの赤ちゃんを守ってくれたんだ……。

　私の胸に喜びが湧く。

「これが、おまえたちへの罰だ」

　低くつぶやいた柊夜さんは険しい表情を崩さない。

　カマイタチは赤ちゃんを抱きしめながら、ぽろぽろと涙をこぼした。

「あ……ありがとうございます！　もう決して花嫁さまを襲ったりいたしません」

　よかった。罰を与えると言うからどうなることかと思ったけれど、柊夜さんは初めからカマイタチやその赤ちゃんたちに危害を加えるつもりはなかったのだ。

　柊夜さんは、優しい鬼神なのね……。

　ほっとしたそのとき、ふと林の向こうからこちらを眺めているイタチがいることに気づく。

「あれは……」

　メスのカマイタチより一回り大きい褐色のイタチは、右腕に湾曲した刃がついている。

　まさか、と思ったとき、カマイタチが声をあげた。

「あんた……!?　どうして、ここに……」

　その声に駆け寄ってきたカマのあるイタチは、おどおどと私たちに目を配りつつ、巣のそばに腰を下ろした。赤ちゃんの顔を眺めながら、ぼそぼそと口を開く。

「ただいま……。そのう、そろそろ産まれた頃じゃないかと思って……」

「なんだい、今頃戻ってきて！　わたしがどんなに大変な思いをしたかわかってるのかい!?」

「うん、その……すまなかった。やっぱり俺にはおまえしかいない。また一緒にやっていこう」

「なんだい、調子のいいこと言って……」

　泣きだしてしまったメスのカマイタチの隣に寄り添い、オスのカマイタチはなだめるように背をさする。

　どうやら、ふたりはつがいのようだ。一度は出ていったものの、思い直した旦那さんが戻ってきたらしい。これからはふたりで赤ちゃんを育てていけるだろう。

　柊夜さんは、そっと私を促した。

「行こう。もう大丈夫のようだ。夫婦の痴ち話わ喧嘩に他人が水を差すのは、野暮だからな」

　微笑んだ私は柊夜さんとともに河原を離れる。ヤシャネコも足音を立てずに、あとに続いた。

　河原沿いの遊歩道は午後の温かな陽射しがあふれている。

　爽やかな風が吹き、鮮やかな萌葱もえぎ色の葉をさわさわと揺らした。

「よかったですね。お父さんが帰ってきてくれて」

「ああ。これでメスのカマイタチの憂慮もなくなるだろう。若干頼りなさそうなオスではあるが、赤子たちの父親だからな。これからはふたりで巣を守れる」

「柊夜さんは罰を与えるなんて言って、本当はカマイタチの赤ちゃんを守ろうとしてくれたんですね」

「さあ、どうかな」

　照れくさそうに顔を背けた柊夜さんは、すいと私の手を握った。

　柊夜さんって、かわいいところあるかも……。

　くすりと微笑んだ私は、つながれた手から伝わるひんやりとした感触の心地よさに安堵する。

「マンションの周囲にも結界は張ってあるが、メスのカマイタチのように殺意に乏しく、妖力の低いあやかしは通り抜けてしまうという難点がある。そのためにヤシャネコに見張らせているわけだが、今後はより結界の精度を上げるとしよう」

「申し訳ありませんでしたにゃん、夜叉さま」

　頭を垂れるヤシャネコに、柊夜さんは鷹おう揚ように告げた。

「よい。今回はことなきを得たが、次にはソラミズチのようなあやかしが現れるかもしれない。引き続き、あかりの警護を頼むぞ」

「心得ましたにゃん！　さっそく、結界の周りを散歩してきますにゃ」

　ヤシャネコは散歩と称し、結界の周辺を見回っていてくれたのだ。

　駆けていく小さな体を見送りながら、私はぽつりと訊ねた。

「うちの周りにも、結界を張っておいてくれたんですね」

「当然だ。俺が会社にいる間に強力なあやかしが現れたら、ヤシャネコだけでは対応しきれないからな」

　柊夜さんは常に私を守ってくれているのだ。正確には、お腹にいる赤ちゃんをだけれど。

　ふと彼は言葉を継いだ。

「そういえば、あかりはいつまでも俺に対して敬語を使うが、ずっとそのままなのかな？」

「ええと……急に変えるのは難しいし、会社では上司なので、このままですね」

　その返答に、ふっと笑った柊夜さんの表情は、穏やかなものだった。

　冷徹な鬼上司は笑ったことがないのだろうと以前は思っていたけれど、こんな顔もするのだなと気づかされる。

「まあ、いいけどな。徐々に変わっていけばいい」

　変わるのだろうか。かりそめ夫婦の、この関係が。

　陽の光に煌めく川面をぼんやりと眺めながら、その疑問とは別のことをつぶやいた。

「柊夜さん。今日の夕ごはんは私が作りますね」

「ん？　どうした、急に」

「いつも柊夜さんに作らせてばかりで、悪いなと思いまして」

「気にすることはない。せめて、つわりから回復してからでないと台所に立たせられないよ」

　つわりと言われて、はたと気がついた。

　朝はあれほど具合が悪かったのに、もうなんともない。

「あれ……？　いつの間にか治っちゃいました。もしかして、つわりの期間が終わったのかな」

「それはよかった。だが、また体調を崩したらいけないから、夕ごはんは俺と一緒に作ろう」

「え……柊夜さんと一緒に？」

「そう。俺と、一緒に」

　なぜか柊夜さんは〝一緒に〟という言葉を、甘く低い声音で、大切に発した。

　もうひとりではない、という思いが、じんわりと胸に染み入る。

　こんなふうに語り合いながら、手をつないで、天気のよい日に散歩する。

　なんでもないようなことだけれど、私の胸は温かなもので満たされていた。
















第五章　７か月　迷い兎の哀しき黄泉への誘い







　季節は夏の盛りを迎えた。

　青々と晴れ渡る空には入道雲が鎮座して、セミの合唱がそこかしこに響いている。アスファルトに照りつける陽射しは強烈だ。

「ふう～。やっぱり暑い」

　妊娠二十四週に入った私は大きくなったお腹をさする。

　安定期に入りすっかり体調はよくなり、食欲も出てきた。妊娠中に増えてもよいとされる体重の目安は十キロほどなので、現在は食べすぎないように気をつけている。

　最上階の部屋からは、じりじりと真夏の陽射しに灼やかれるような街並みが広がっていた。暦の上ではお盆を迎えたが、日中はうだるような暑さが続く。

　室内はいつもエアコンが効いているので、たまには外の空気を感じたい。リビングの窓を開けて、風に当たりながら外を眺めていた。

　冷えた室内も外の暑さも苦手なヤシャネコは近頃、『お気に入りの日陰に行くにゃん』と言い残し、夜まで帰ってこない。

「あかり、窓を閉めてエアコンをつけるんだ」

　キッチンで調理していた柊夜さんが、リビングにいる私に声をかける。

　会社が盆休みなので毎日家にいる彼はなぜか、仕事でもないのにシャツとスラックスを着用している。

　休みだからといって、だらけた格好で過ごすのは落ち着かないからだとか。

　さすがにジャケットは羽織らないが、暑くないのだろうか。柊夜さんは体温が低いためか、はたまた汗腺なんぞ存在しないのか、一滴も汗をかかない。

「え～、だって、エアコンばかりかけてると体が冷えるから」

　対して私は膝丈のスパッツに、タオル地の妊婦用サマーワンピース姿だ。完全に部屋着である。柊夜さんの前なので遠慮しているけれど、ひとり暮らしのときの休日はずっとパジャマで過ごしていた。

　黙然としてリビングへやってきた柊夜さんはリモコンを手に取ると、スイッチを入れる。窓を開ける前に切ったエアコンの送風口は、再び涼しい風を送り込んできた。

　仕方ないので、私は窓を閉める。唇を尖とがらせながら。

「問答無用で自分のやりたいようにするんだから」

「俺の言うことをきかない、あかりが悪い」

　私を一方的に悪者にする言い方に、かちんとくる。

　近頃はこういった小さな出来事がきっかけで喧嘩になることが増えていた。

　キッチンに戻っていった柊夜さんのあとを追いかけ、手元を覗き込む。

　グレープフルーツを剥むいているので、私も手伝おうと丸々としたひとつに手を伸ばした。

「エアコンを入れないのも、お風呂の設定温度が変わってるのも、全部私が悪いみたいに言わないでくださいよ」

「それな。あかりの入る風呂は熱すぎる。のぼせるぞ」

「柊夜さんが冷たいのが好きなだけです！　夏でも四十二度でちょうどいいんですから」

「よくない。それから暗くなるまで昼寝するのはやめるんだ。買い物から帰ってきたら、家が真っ暗だったぞ」

　数日前に夕涼みしながら、暗くなるまでうとうとしてしまったのだった。

　妊娠の影響なのか、連日とてつもない睡魔に襲われて、日中でも深く寝入ってしまう。

　グレープフルーツの皮を剥くと、爽やかな柑かん橘きつ系の香りが辺りに満ちた。

　その爽やかさとは真逆に、私の心中は鈍にび色いろに染まって重くなる。

「はいはい。旦那さまが帰宅したときに昼寝してるような奥さんは妻失格ですよね。私たちは偽物の夫婦ですけど！」

「そんな言い方をするな。妻としての資質を問題にしているわけじゃない。真っ暗だと、なにか起こったのかと思うだろ」

「お風呂の温度は四十二度で固定してください！」

「却下する」

「…………」

　私は剥きかけのグレープフルーツを、ぽいとキッチン台に置いた。

　柊夜さんは、いつもこうだ。傲慢で強引で、自分の考えが通らないと気が済まない性質なのである。しかも逐ちく一いち問題点を冷静に述べて、いつも私が悪者にされるので、腹立たしさは倍増だ。

　踵を返した私はリビングへ行くと、ソファに腰を下ろす。

　もうお腹は前かがみになれないほど膨らんでいた。

　放っておいてほしいのに、柊夜さんはわざわざこちらへやってくる。

　彼は手にしていた布巾を差し出した。

「あかり、手を拭くんだ」

「また指示ですか？　もうたくさんです」

「なにをむくれている。俺はわがままを通したいわけじゃない。指示するのは、きみのことを心配しているからだ」

「私じゃなくて、お腹の赤ちゃんを心配してるんでしょ。大事な夜叉の後継者ですもんね」

「あのな……」

　低い声音に微量の怒りをにじませた柊夜さんは、深い溜め息をついた。

　呆れられた。

　でも、一度溜め込んでいた不満を出したらきりがなく、引っ込みがつかない。

　だって、柊夜さんがお腹の子にしか用がないのは事実なのだから。

　その証拠に、私があやかしや鬼神について詳しいことを知りたいと訊ねると、彼はいつもはぐらかす。それは私がただの人間であり、出産を終えたら柊夜さんのいる世界とは縁がなくなるから、できるだけ情報を与えないようにしておこうという魂こん胆たんなのだろう。

　あと、たったの三か月。

　出産すれば、このかりそめの夫婦関係も終わる。

　柊夜さんの対応は正しい。でも私の気持ちは無視ですか。私はこの子の母親なんですけど。

「絶対に謝りませんからね」

　ぷいと、そっぽを向く。

　すると私の手を取った柊夜さんは、無理やり布巾でグレープフルーツの汁に濡れた指を拭いてきた。

「ちょっと！　やめてってば！」

「とにかく手は拭け。そのままじゃソファが汚れるだろう」

　今度はソファの心配である。

　私のことが心配だと言いながら、その気持ちはソファを案じるのと同等なのだ。

　どうしようもなく苛いら立だった私は柊夜さんの手を振りほどいた。

「もう、ほっといてよ！」

　自分でもなにに怒っているのかわからなくなるが、とにかく今はひとりになりたい。

　踵を返した私は玄関へ向かって駆けだした。

　ところが、ぐいと腕を取られて背後から抱きとめられてしまう。

「待て、どこへ行く」

「柊夜さんには関係ないでしょ！」

「関係ある。俺はきみの夫だぞ」

「かりそめでしょ！　離してください」

　じたばたと暴れるが、逞しい腕にがっちりと搦からめ捕られているので敵わない。

　柊夜さんは抱きしめた私の体を、親猫が子を運ぶように、ずるずると容易たやすく寝室まで引きずっていった。

「ちょっと、なにするの！」

「今、外に飛び出したりしたら頭を冷やすどころか熱中症にかかる。あとでグレープフルーツのサラダを持っていってやるから、横になって休んでいろ」

「また命令！　この鬼上司！　バカ！」

「わかったから落ち着け」

　悪態が止まらない。

　ぽかぽかと叩いた強靱な胸はびくともしなかった。

　柊夜さんは私の体を、そっとベッドに横たえる。お腹の子に衝撃を与えないように。

　優しくタオルケットをかけると、彼はリモコンを手にして室内温度を調整した。

　そうしてから寝そべる私の額に手を当てて、顔を覗き込む。

「あまり興奮するな。腹はなんともないか？」

　私の神経を逆撫でする台詞を平然と吐かれて、むっとさせられる。

　柊夜さんの枕を手にして、ばふっと顔に投げつけてやった。

　ずれた眼鏡を直した柊夜さんは溜め息をこぼしつつ、部屋を出ていった。

　鼻息を荒くしながら私は枕に顔をうずめる。

　どうしてこうなっちゃうんだろう。

　こんな気持ちのままで、残りの三か月を柊夜さんと暮らしていけるのだろうか。

　それよりも、無事に出産できるの？

　考え始めると不安なことばかりで、胸が押し潰されそうになる。

　柊夜さんはこんなに私によくしてくれているのに、素直に感謝する気になれないのが切ない。

　彼の優しさはすべて、夜叉の後継者であるお腹の子に向けられているわけで、私はそのおまけだから。

　だから、出産後に柊夜さんの態度が翻るのかと思うと怖くて、余計に彼の優しさを受け止められなかった。

　私……柊夜さんのことが好きなのかな……？

　かりそめ夫婦だからと割り切っているなら、出産後はせいせいしてもとの生活に戻れることを望むはずだ。

　初めはそのつもりだった。

　それなのに今の私は、柊夜さんとの縁が切れてしまうことを恐れているのだ。

　私の懊悩を感じたかのように、もごもごとお腹が動いた。

　赤ちゃんの胎動だ。

　妊娠二十週頃からピクピクと動きだして初めはびっくりしたけれど、活発な胎動を感じるたびに成長している我が子の存在を感じて嬉しくなる。

　今はもう胎児の感覚器官が成熟する時期で、お腹の外から響いてくる音が聞こえているそうだ。

　……ということは、柊夜さんと私が喧嘩した声も、この子は聞いていたわけで。

　とてもいたたまれない気持ちになってしまい、赤ちゃんの胎動を苦しい思いで受け止める。

　産まれる前から両親が喧嘩しているなんて、きっとこの子はがっかりしただろう。親失格だろうか……。

「ごめんね……」

　涙混じりにつぶやき、そっとお腹に手をやる。

　日々愛情を感じているこの子は、私の子どもなのに、産まれたら奪われてしまう。

　奪われるなんて言い方はおかしいのかもしれない。

　夜叉の血を受け継ぐこの子は、鬼神の組織で育てられるのだ。

　そうすると、私はこの子を産んだら、もう二度と自分の子に会えないのだろうか。

　そんなのは嫌だ！

　強い意志が私の中に宿る。

　私の赤ちゃんを、手放したくない。

　両親が喧嘩している声を聞かせて、産まれたら母親はそばにいないだなんて、そんな寂しい思いを子どもにさせたくなかった。

　でも、どうすればいいのだろう。

　柊夜さんと、本当の夫婦になれたらいいのに。子どものためなんていう理由では、駄目だろうか。

　悲しくて苦しくて、目から涙がこぼれ落ちた。

　すでに胎動はやんでいた。赤ちゃんは眠ったらしい。

　そのとき、部屋の外からかすかな足音が響き、寝室の扉が開く。

　柊夜さんが戻ってきたことを知り、泣き顔を見られたくない私は慌ててタオルケットをかぶった。

　彼がそばにやってくる気配がして、グレープフルーツの爽やかな香りが広がる。

「……あかり、どうした」

「どうもしません」

「鼻声なんだが」

「……風邪を引いたんです」

「それはいけない。見せるんだ。嫌だと言っても無駄だ。タオルケットを剥ぐからな」

　嵐のような俺様っぷりを食らった私は返す言葉を失う。

　けれど柊夜さんは無理やりタオルケットを引き剥がすことはせず、頭の部分だけをそっとめくった。

　泣き濡れた私の目を見た彼は驚きもせず、ボックスティッシュを二枚引き抜くと、顔に押しつけてきた。

　そのティッシュで顔を覆っていると、大きなてのひらが優しく髪を撫でさする。

「出産が近づいてきたから不安か？」

「……そうですね」

「俺が、鬼神にまつわることについてなにも語らないからな。今後、産まれた子がどうなるのかもわからないと不安だろうな」

「……いいんですよ、話さなくて。どうせ私は人間ですし、知られたらまずいこともたくさんあるんでしょうしね」

「俺がそういう言い方をさせてしまっているのは、わかっている」

　わかっているからどうだというのだろう。

　私だって分別のある大人だから、話したくない相手に対し、好奇心で無理やり聞き出してはいけないことくらいわかっている。でも、私にまったく無関係なことではないのに……。

　ゆるゆると私の頭を撫でる柊夜さんは、ふいに決然とした声音を出した。

「多聞天に、挨拶に行こう」

「……えっ？」

　驚いた私はティッシュから顔を上げる。

　八部鬼衆のひとりである夜叉は、四天王の多聞天に仕えているという。多聞天に関する情報は、柊夜さんの上司であることくらいしか知らない。

「いずれ挨拶に行こうと話しただろう。体調も安定したことだし、出産の前に会ってくれ。多聞天は俺の、育ての親なんだ」

「そうなんですね……」

　鬼神にまつわる詳しいことを話してくれないのに、いきなり挨拶に行くという展開になり、戸惑いが胸に広がる。

　かりそめの花嫁なのだから必要ない、と断る選択肢はあった。

　けれど、私は柊夜さんについて知りたい。彼が抱えている事情を、私も共有したいと願っていた。

　本当は柊夜さんの生い立ち、それにかかわる悩みや孤独を聞かせてほしい。

　そのためにも、彼を知る人に会ってみたい。

　私は体を起こして、頷いた。

「わかりました。柊夜さんの大切な人にご挨拶したいです」

「そうか。心配することはない。優しい人だよ」

　微笑みながら、柊夜さんはスプーンですくったグレープフルーツを私の口元にもってくる。口を開けた私は、ぱくりとそれを食べた。

　口中に爽やかな酸味と甘みが広がる。

「ん……美味しい」

　柊夜さんは、私に歩み寄ろうとしてくれている。私自身も、それを望んでいるはずだった。望んでいるからこそ、現状に不満を持っているのだ。

　私の胸に、ちくりと小さな棘とげが引っかかる。自分の両親について、とある隠し事を柊夜さんにしていることが急に後ろめたくなる。

　相手を知りたいと望むのに、自分のことは話したくないなんて、フェアじゃないよね……。

　歩み寄ろうとしないのは、私のほうだ。

　また私の目から涙がこぼれ落ちる。

　それをそっと指の腹で拭った柊夜さんは、雛ひなに餌を与えるかのように再びスプーンを差し出す。

　彼は何度も何度も、私の涙を拭いつつ、スプーンを往復させた。




　翌日、柊夜さんの育ての親である多聞天に挨拶に行くため、私たちは車に乗り込んだ。

　妊婦用のサマーワンピースを着込んだ私は、緊張の面持ちでハンドバッグを手にしながら助手席に座っていた。運転する柊夜さんはいつも通り平静だけれど、服装はかっちりとした麻のサマースーツ姿だ。

　四天王と謳われる神様だから、多聞天はきっと私の想像も及ばないような神々しい出で立ちに違いない。

　私はハンドバッグから手書きのメモを取り出して復習した。

「ええと……四天王は須しゅ弥み山せんの中腹で仏法を守護している四神。東方の持国天、南方の増長天、西方の広目天、そして北方の多聞天……。多聞天は毘び沙しゃ門もん天てんとも呼び、夜叉と羅刹を眷属とする」

「なんだい、それ」

　ハンドルを握る柊夜さんが、ぶつぶつとメモを読み上げる私をちらりと見やる。

「復習してるんです。なにも知らないようじゃ、多聞天に失礼ですから」

「そうか。職場でもそうだけど、きみは真面目だね」

「このくらい当たり前じゃないですか。ところで、多聞天は私と会話してくれるんでしょうか？」

　挨拶の台詞を必死に練習してきたのだけれど、もしかして人間ごときとは会話しないという展開になったら困る。

　そう思って訊ねると、柊夜さんは眉をひそめた。

「もしかして、多聞天が物言わぬ仏像だとでも思ってるのかい？」

「神様だからそういうこともありうるかな……。でも、柊夜さんの育ての親御さんなんですよね？」

　嘆息した柊夜さんはウインカーを出した。華麗な手さばきでハンドルを切る。

「会えばわかる。気負わなくていい」

「はあ……」

　本当に彼の秘密主義は困る。もう少しいろいろと教えてくれたっていいのに。

　でも、今日は喧嘩しないようにしないと。

　そう心に決めていると、車は郊外へ向かっていく。

　喧噪を離れた静かな街並みには、瀟しょう洒しゃな邸宅が建ち並んでいる。

　その街のより奥に位置するところに、壮麗な門が佇んでいた。鬱うっ蒼そうとした樹木に囲まれているので、屋敷の姿は外から見えない。

　車が門前で停止すると、内側で待機していた男性が出てきて門を開けてくれた。

　なんと門番がいるらしい。

　呆気にとられていると、車は樹木に囲まれた私道を進み、一軒の屋敷の前へ到着した。

　その屋敷は趣のある洋館で、気品を醸し出している。随分と年季が入っているようだけれど、丁寧に手入れされているためか、清潔な印象を与えた。

「ここだよ。俺たちの来訪は伝えてある。さあ、行こうか」

　車寄せに停車した柊夜さんは座席から降りると、わざわざ助手席側に回り込んでドアを開ける。私の手を取り、車から降ろしてくれた。しかも、ドアの上部に頭をぶつけないよう手まで置いている。まるでお嬢さまのような扱いに胸をときめかせてしまった。

　屋敷の大きな玄関扉が開かれる。

　広大な玄関ホールには品のあるシャンデリアが吊つるされ、それを際立たせるように、ぐるりと螺ら旋せん階段が弧を描いていた。まるで貴族のお屋敷のよう。

「わあ……すごい……」

　実際にこの邸宅は、以前は華族の所有だったのかもしれない。

　唖然として煌めくシャンデリアを見上げていると、黒服をまとった男性が音もなく歩み寄り、こちらに向かって頭を下げる。

「お帰りなさいませ、柊夜さま。奥さまはお部屋でお待ちでございます」

「わかった」

　どうやら彼は屋敷の執事らしい。

　執事さんがいるというのも、一般庶民の常識とはかけ離れすぎていて目眩が起きる。

「お帰りなさいませということは、もしかして柊夜さんは、このお屋敷のお坊ちゃまなんですか……？」

「そうだ。ここは俺の実家だよ。言わなかったか？」

「全然聞いてませんけど!?　鬼神なのにふつうに実家があるんですか!?」

「……きみは俺が古代インド神話の時代から生き続けている鬼神だとでも思ってないか？」

　柊夜さんと手をつなぎながら螺旋階段を上る私は目を瞬かせた。

「そういうことじゃなかったんですか。柊夜さんって、浮き世離れしてますもんね」

「きみは俺のことを少々誤解している。多聞天に会えば、その誤解も解けるだろう」

　そう言って導かれたのは、二階のもっとも奥にある部屋だった。

　扉をノックすると、「お入りなさい」という優しい声が返ってくる。

　それは年老いた女性のものだ。

　柊夜さんが開けた扉から、どきどきして室内を見やる。そこは古めかしい書斎のような部屋だった。

　壁際の書架にはずらりと書物が並べられ、窓辺には執務机が置かれている。部屋の手前にはこぢんまりとしたテーブルとソファが設置されていて、談話もできるようだ。

　どこか懐かしさを彷ほう彿ふつとさせる風景の中に、小さなおばあさんがにこやかな笑みを浮かべて立っていた。

　白髪をお団子にまとめて、丸い眼鏡をかけている。彼女がまとっている薄紫色のワンピースは窓辺からこぼれる陽射しの中で、菖蒲しょうぶのように楚そ々そと私の目に映った。

　柊夜さんは一礼すると、おばあさんに私を紹介した。

「お久しぶりです、おばあさま。彼女が、以前お話しした星野あかりさんです。現在、妊娠七か月に入っております」

　慌てて私は頭を下げる。執事さんが語っていた奥さまとは、彼女のことなのだ。

「は、はじめまして。星野あかりと申します」

「まあまあ、よく来てくれましたね。さあ、座ってちょうだいな。妊婦さんをいつまでも立たせておくわけにはいきませんからね。柊夜はあなたのことを、あちらこちらに連れ回しているのではなくて？」

「え……いえ、そんなことはありませんけども」

　柊夜さんとともに、そばのソファに腰を下ろす。

　おばあさまということは、この方が柊夜さんの育ての親なのだ。

　メイドさんが薫り高い紅茶を出してくれる間も、柊夜さんとおばあさまは親しげな会話を繰り広げていた。私には爽やかな芳香のハーブティーが提供される。

「おばあさま。頼むから、あかりに余計なことを吹き込まないでくださいね。俺は会社では厳しい上司として通っているんですから」

「あらあら。それじゃあ、あかりさんは柊夜が小学生になっても夜中にひとりでトイレに行けなかったことや、運動会で転んで泣いたことを知らないのかしら？」

「おばあさま！　勘弁してくださいよ。そんなことを知られて彼女に愛想を尽かされたらどうするんですか」

「おほほ。どうしましょう」

　鷹揚に微笑みながら、おばあさまは紅茶を嗜たしなむ。

　脳裏でつながった符号がとっさに呑み込めず、私はおずおずと訊ねた。

「あの……おばあさまが、四天王のひとりである多聞天なのですか？」

　私の目の前にいる人はごくふつうの優しい淑しゅく女じょだ。各地で多聞天として祀られている像とはあまりにも違いすぎるので驚いた。

　きょとんとしたおばあさまだったけれど、すぐに優しい笑みを浮かべる。

「そうですよ。わたしが多聞天です。怖い鬼の神様かと思ったら、こんな小さな老婆でびっくりしたでしょう」

「びっくりしました……怖い鬼の神様だと思ってました……」

「素直な方ね。柊夜はひねくれ者だから、あかりさんのような女性を好きになったのもよくわかるわ」

　その言葉に、腰を浮かせた柊夜さんは珍しく慌てたように言い募る。

「おばあさま！　そのあたりは俺たちの問題なので立ち入らないでください。それよりも、我々のことについて彼女に説明したいのですが」

「そうねえ。あかりさんは柊夜が鬼神だと知らされて、たいそう驚いたのではないかしら？」

　おばあさまに問いかけられて、私は頷く。

　四天王だとか鬼神だとかが目の前に存在するなんて、未だに信じられないくらいだ。きっと、あやかしが見えていなければ、すべて柊夜さんの虚言だと思っただろう。

　なにしろ柊夜さんは、どこからどう見てもふつうの人間なのだから。違う点といえば、眼鏡の奥にある瞳の色が真紅であることくらいだ。

「実は鬼神だと知らされたときは驚きました。どう受け止めてよいのかわからなかったです」

　なぜか柊夜さんが緊張を孕んだ空気をまとわりつかせている。彼は忙しなく瞬きを繰り返し、おばあさまの発言を待ち受けていた。

　陽射しに目を眇すがめたおばあさまは、ゆるりと語りだす。

「わたしたちは古代インド神話から受け継がれてきた神々であり、かつては神世に住んでいました。しかし人間に対する価値観の相違から帝釈天と袂たもとを分かち、わたしどもの一族は神世から現世へ居を移したのです。その選択を後悔はしていません。人との調和を保ち、あやかしたちをまとめることが、みなが幸せに暮らすためと信じていますからね。それは柊夜の父親である先代の夜叉の考えでもあります」

　おばあさまの言葉に、私はこくりと頷いた。

　那伽が教えてくれたことにも通じるが、帝釈天の配下であった夜叉の一族は、人間を守る側の派閥に分かれ、鬼衆協会を作ったらしい。

　柊夜さんから両親の話を詳しく聞いたことはなかったので、父親に触れられてどきりとする。

「柊夜はね、可哀想な子ですよ。彼の母親は人間でした。混血にもかかわらず、柊夜は稀まれに見る強大な鬼神の力を受け継いだのです。ですが、母親が……」

「おばあさま」

　柊夜さんは制止の声を絞り出した。室内に重苦しい沈黙が下りる。

　ややあって、彼の押し殺したような声音が紡がれた。

「俺から、あかりに説明させてください」

「わかりました。そうするべきでしょう」

　柊夜さんは私に向き直る。

　彼は眼鏡を外した。夜叉の証である、真紅の双眸が現れる。

　眼鏡の下に隠されているけれど、この血の滴るような瞳の色が、本来の柊夜さんの目なのだ。

「母親は、俺が赤子のときに死んだ。その原因が、鬼神の血を色濃く受け継いだ俺のせいだとして、父……先代の夜叉は俺に恨みを抱いているのだ。事実はどうあれ、そういった過去があるので俺は父親と疎遠になり、多聞天に預けられた。おばあさまには感謝している。……だが、新たに産まれる赤子が俺と同じ道を辿るのかと思うと、躊躇する気持ちも胸のうちにある」

　はっとした私はお腹に手をやる。

　この子が産まれたら、おばあさまか一族の誰かに預けることになっている。柊夜さんのときと同じように。

「あ……でも、柊夜さんがおばあさまに預けられたのは、お母さんが亡くなったからですよね？」

「そうだとも。きみも、鬼神の揉もめ事に巻き込まれて死にたくはないだろう。だから子を手放すことを推奨している」

　柊夜さんは硬い声音で淡々と述べた。

　どうして彼の母親が亡くなったのかはわからないが、きっと柊夜さんは私にそれを知られたくないのだろう。父親と疎遠になったその一件があったから、彼は温かい家庭というものを信じられないのかもしれない。

　私はゆるゆるとお腹をさすり続けた。

　この子を、手放せるのだろうか。

　契約としてはそうなっているが、迷いは消えない。

　鬼神ならば、同族がいる環境で育ったほうが幸せかもしれない。

　おばあさまに任せておけば、なんの憂いもないかもしれない。

　でも、たとえ離れていても、この子は私の子なのだ。

　それに、私が夜叉の子を産んだからといって、柊夜さんの母親と同じ運命を辿るとは限らない。

　赤ちゃんを手放したくないと強く思ってはまた、この子の環境や立場を考えたらと思い悩んでしまう。

　おばあさまは、ゆったりとした口調で私に語りかけた。

「あかりさんは、どうしたいのかしら？　産まれた子を自分で育てたいですか？」

「私は……」

　どうしたいのだろう。

　だって、柊夜さんとはかりそめの夫婦で、初めからそういう契約だった。

　私の希望なんて、そこに介在する必要がなかった。

　それに……私は初めから、家族を作ろうなんて思っていなかったのだ。

　とある理由から、ずっとおひとりさまを貫こうと決めていたのだから。

　温かい家庭を信じていない――悲しいことにそこだけが、柊夜さんの方向性と合致しているなんて切ない。

　即答できない私に、おばあさまは言葉を継ぐ。

「自分が産んだ愛しい人の子を育てたくないわけがありません。ただ、その子は夜叉の一族です。それゆえに、子とともにいることであかりさんの身に災いが降りかかる可能性もあります。そうなったとしても後悔しないと言える決意があるとすれば、わたしは母子を無理に引き離すことはしませんよ」

「おばあさま……」

　彼女の想いが身に染みる。

　おばあさまは、私に選ばせてくれるのだ。私の意志を尊重してくれる。

　私なんか、ただの人間なのに。神であるおばあさまが、母親になる私の想いを汲くんでくれるのだ。

「自分の手元で、この子を育てたいです」

　後悔しない覚悟なんてまだないのに、毅き然ぜんと顔を上げた私は、はっきり口にしていた。

　この子に、柊夜さんと同じ寂しさを味わわせたくない。

　柊夜さんが自分のことを話したがらない理由のひとつに、寂しい思いをした過去を掘り返すのが切ない、という気持ちがあったのではないだろうか。

　彼の子どもには同じ思いをさせない。

　この子は、母親の愛情をたっぷり与えて育てたい。

　夜叉の子だから災いを呼ぶだなんて、そんなことは問題ではなかった。

　出産してから、この子と引き離されるなんて、やっぱり嫌だ。

　だって、私の赤ちゃんだから。私が産むのだから。

　私は、この子を産む責任を放棄しない。

　強い意志を持って述べた私を、おばあさまはじっと見つめた。彼女の瞳の縁が、赤く染まっている。

　やがて、おばあさまは深く頷いた。

「そうするのがよろしいでしょう。ただ、子が産まれてから、あかりさんの考えが変わるかもしれませんね。そのときはいつでも相談にいらっしゃい」

　おばあさまは、私が夜叉の赤ちゃんを自分の手元で育てることを認めてくれた。

　ただし、私に対して全幅の信頼を置いたわけではないのだということも同時に知らされる。

　赤ちゃんが産まれたら、私が意見を翻すかもしれないと、おばあさまは危惧しているんだ……。

　そんなこと、あるわけない。

　たとえどんな子でも、鬼の角や牙があっても、この子を愛せる。

　私は笑顔で返事をした。

「はい！　ありがとうございます」

　柊夜さんは私とおばあさまのやり取りを、黙して聞いていた。

　どこか遠くを見るように、その目線は陽射しがこぼれた床の一点に注がれていた。




　おばあさまの屋敷を辞した私たちは、郊外を車で走っていた。

　車内では互いに無言だった。

　様々な想いが交錯して、なにから話せばよいのかわからない。

　隣でハンドルを握る柊夜さんの顔をちらりと見やると、彼は眉を寄せて難しそうな顔をしていた。

　自分の手元で、この子を育てたいと私が宣言したことに、不満なのかな……。

　それはそうだろうと思う。柊夜さんとは子どもが産まれてからどうするかなんて、まったく相談していないのだから。

　かりそめ夫婦として契約し、子どもは鬼神の一族に預けると初めに取り決めたところから、今日までいっさいの変更はなかった。

　一緒に暮らしているのにそういった大事なことは話さず、つまらない日常のいざこざで喧嘩をしていた状態なのだ。

　私の胸のうちでは何度も迷いは生じたのだけれど、話し合おうという勇気が持てなかった。

　だって、かりそめ夫婦だから。

　それにもし私が、『子どもを手放したくない』だとか『本当の夫婦になりたい』なんて言い出したら、柊夜さんに嫌がられてしまうことは必至だ。

　彼が人間である私に、鬼神の世界にかかわってほしくないと思っているのは態度でわかる。だから柊夜さんには話せなかった。

　それなのになんの相談もなく、おばあさまに本心を打ち明けてしまった。

　柊夜さんにしてみれば、契約違反だと言いたいところだろう。

　自分の手元で育てたいとは言ったものの、夫婦ふたりで……とは明言していない。あくまでも私がひとりで育てる前提になっている。

　彼に子を育てようという気はないのかもしれない。

　その証拠に、柊夜さんは子の行く末について私とおばあさまが話しているとき、ずっと黙っていた。

　ということは、出産したらシングルマザーになるわけだろうか。

　それも覚悟しなければならない。

　お父さんとお母さんがいて、赤ちゃんのいる幸せな家庭。

　この世界のどこにでもあるような幸福は、私にとってひどく遠い。

　しゅんとして肩を落とす。

　ふいに柊夜さんは、街路へ向けてハンドルを切った。すぐにマンションには戻らないらしい。

　この周辺の街は柊夜さんが子どもの頃を過ごした土地なのだ。初めて訪れた私は、目を細めて街並みを眺める。

「柊夜さんが子どもの頃、この辺りで遊んだんですか？」

「遊ぶということはしなかったな。目が赤いのがおかしいと言われるのが嫌で、友達を作らなかった。いつもうつむいて眼鏡をかけていて、陰気な子どもだったよ」

「そうだったんですね……。そんな内気な男の子が大人になると鬼上司に変貌するわけですか。世の中は不思議でいっぱいです」

「おい。そこは慰めるところじゃないのか」

　ふっと柊夜さんが笑ってくれたので、私もつられて微笑んだ。

　よかった。柊夜さんに笑顔が戻って。

「あかり。体調はどうだ？」

「大丈夫です。今日は涼しいから、気分もいいです」

「そうか。少し寄り道してもいいか？」

「ええ、もちろん」

　とある駐車場へ車は滑り込む。

　そこには官舎のような建物があり、その隣の敷地にこぢんまりとした広場が見えた。広場には金網がついた小屋が並んでいる。

「ここは町が運営する無料の動物園だ。誰でも自由に見学できる。象のような大きな動物はいないが、山羊とキツネがいるぞ」

　私は麦わら帽子をかぶり、車を降りる。夏のぬるい風が肌にまとわりついた。

　せっかく連れてきてもらったのだから、楽しもう。鬱々とした気分は振り払わないとね。

　柊夜さんとともに赴くと、園内は家族連れで賑わっていた。金網の向こうには山羊やポニー、アヒルなどたくさんの動物がおり、のんびりと餌を食べている。

「動物園に来たのなんて、すごく久しぶり。柊夜さんは子どものときに、よくここを訪れたんですか？」

「ああ……まあ、たまに。ひとりでな」

　友達とは……という言葉を、私は喉元で呑み込んだ。

　柊夜さんは夜叉という生まれゆえに、孤独な子ども時代を送ってきたのだ。

「無料だからな。いつでも気軽に来られたんだ」

　柊夜さんは気まずそうに眼鏡のブリッジを押し上げる。

　普段の強引で傲慢な態度からは想像もできなかった彼の孤独な過去を垣間見た私は、そっと柊夜さんの手を握った。

「今は、ふたりですね」

　驚いたように目を瞠みはった柊夜さんに、笑いかける。

　つと気づいた私は、言い直した。

「あ、三人だった。お腹の赤ちゃんもいるから」

「……そうだな」

　低くつぶやいた柊夜さんは、何事かを考え込むように、それきり口を閉ざす。

　かりそめの家族でもいい。そう思えた。

　ここに三人でいることは紛れもない事実なのだから。

　私たちは周りの家族連れとなんら変わりない、家族なのだ。

　屋外は熱気がこもっているので、つないだ柊夜さんの手から伝わるひんやりとした感触が心地いい。

　私たちはゆっくりと園内を歩いた。暑さでぐったりと寝そべっているキツネや、豪ごう奢しゃな羽を広げる孔雀くじゃくたちを順路に沿って眺める。

　そうしていると、広場の中心から子どもたちの歓声が響いてきた。

　柵で仕切られた一角に、動物園のスタッフがウサギを放し、子どもたちが笑顔で触れていた。子どもたちが動物と触れ合いのできる日常的なイベントらしい。

「ふふ。ウサギはもふもふしてかわいいけど、子どもたちも同じくらいかわいいですね」

「子どもも小動物には違いないからな。……あかりは、子どもが好きなのか？」

「好きですね。周りに小さな子がいないから、面倒を見たことはないんですけど……」

　私には弟や妹がいないし、小さな親戚の子に会ったこともない。

　そういった肉親のつながりに無縁だった。

　そんな私が、親になんてなれるのだろうか？

　ちらりと不安が掠めたとき、柊夜さんの何気ない台詞に救われる。

「これから、見ることになるだろう」

「そうですよね。楽しみです」

　今日はおばあさまに会い、柊夜さんの過去をほんの少しでも知ることができた。

　私も、自分の家族のことについて、柊夜さんに話しておきたいという思いが沸き上がる。

「あの……柊夜さん」

　話しかけたそのとき、芝生を駆けてやってきた一匹のウサギが、私たちの前で立ち止まる。

「あれ？　迷子になったのかな」

　柵を越えて出てきてしまったのだろうか。

　戻してあげようと手を伸ばすと、純白のウサギはひょいと立ち上がった。

「もしもし。きみたち、ボクの姿が見えてるよね？」

「えっ……しゃべった……。もしかして、あなたはあやかしなの？」

「そうかもね。でもさ、そんなこと気にしなくていいんじゃないかな」

　妙に達観した白ウサギは、長い耳をぴょこぴょこと動かす仕草がかわいらしい。

「みんなにはボクが見えないから、お願いができないんだよね」

「お願いというと……？」

　私の疑問に、白ウサギは赤い目をきらきらと輝かせ、ぴょんぴょん飛び跳ねた。

「ボクのお願い、特別にきみに叶かなえさせてあげてもいいけど、どうする？　叶えちゃう？」

　こちらの願いを叶えてくれるということではなく、どうやら白ウサギのほうが私たちに頼み事をしたいようだ。なんだか回りくどくて素直じゃないウサギだけれど、願い事が気になるので訊ねてみよう。

「なにか困ったことでもあるの？」

「あのさ……ボクのママがいなくなっちゃったんだよね。だから一緒にママを捜してほしいんだ」

　柊夜さんと顔を見合わせる。

　この場合、ママがいなくなったというよりは、この子のほうが迷子なのではないか。

　けれど、あやかしなので迷子としてスタッフのもとへ預けるわけにもいかない。

「あなたは、この動物園に住んでいるウサギじゃないのかな？」

　ウサギ小屋は広場のすぐそばにあり、網越しにたくさんのウサギが飼われている様子が見て取れる。

　白ウサギは、ふるりと首を左右に振った。

「違うよ。仲間がいるのかなと思ってここへ来てみたけど、彼らはボクとは違うんだ。ボクはママと一緒に綺麗なおうちで暮らしてるんだよ」

「そうなのね。ママと住んでる家はこの辺りなの？」

「どうかなぁ。よくわからないよ。この近くだと思うんだけど」

　曖あい昧まいに答えた白ウサギは、心配そうな表情で周囲を見回した。

　すかさず柊夜さんが詰問する。

「母親と一緒に来てはぐれたんじゃないのか？　母親はおまえを放置して、どこへ行ったんだ」

「……えっと、どうだったかな……」

　自信なさげにうつむく白ウサギの様子から、ただの迷子ではなく、なにか事情があるように感じられた。

　とにかく、母親を見つけないことには解決できないだろう。

「この子のママか、住んでいる家を捜してみましょうよ」

　私の提案に、ぱっと顔を上げた白ウサギは後ろ足でぴょんと跳ねる。

「そうだよ！　きっとママはもう家に戻ってるんだ。こっちのほうだったと思う」

　白ウサギのあとを追って、私たちは動物園から出た。

　なんとなく家の方角がわかっているのなら、すぐに母親にも会えるだろう。

　安心している私に、神妙な顔つきをした柊夜さんは低い声で話す。

「油断するな、あかり。あのあやかしは、迷まよい兎とだ」

「迷い兎……？　なんですか、それ」

「現世で迷っている魂を、黄よ泉みに導くあやかしだ。純粋なウサギの姿で人を惑わす。俺たちを黄泉へ連れていこうとしているのかもしれないぞ」

　柊夜さんの説明に驚いた私は、前を跳ねるように駆けていく白ウサギの後ろ姿を見やった。

　本当に迷い兎という名のあやかしなのだとしたら、さまよえる魂を求めて、あの子自身もまた、迷い歩いているということだろうか。

「あの子が……？　まるで死神の使いのような役目ですね。そんなに凶悪なあやかしには見えないですけど」

「見た目だけで判断するな。もし、迷い兎が妙なことをしようとしたら、すぐに俺が処分する」

「処分だなんて……待ってください。あの子はママを捜していると言ったじゃないですか。無事に家に帰ってママに会えたなら、問題ないわけでしょう？」

「まあ、ひとまず様子を見るか」

　柊夜さんは、迷い兎が嘘を言って、私たちを黄泉へおびき寄せようとしているのだと疑っているようだ。

　そんなはずない、と私の心が訴える。きっとあの子は、純粋に母親を捜しているだけのはず。

　ふと足を止めた迷い兎は、こちらを振り向いた。

「どうかしたの？」

「う、ううん。なんでもないの。あなたのおうちは、どんな外観なのかしら。壁は何色？」

「真っ白だよ。ボクの毛と同じ色だね。とっても大きなおうちなんだ」

　迷い兎は嬉しそうな顔をして、淀よどみなく答える。

　彼は裕福な家に住んでいるのだろうか。

　ヤシャネコのように、鬼神に仕えているあやかしもいるが、迷い兎は柊夜さんを見ても恐れる様子はない。まるで鬼神のことなんて知らないような、無垢そのもののウサギだ。

「ママは、どんな感じなの？」

「とっても優しいよ。ふわふわしてる。ボクのこと、愛してるって言って、大事にしてくれるよ」

　優しくて子どもを愛してくれる、理想的な母親だ。

　私はママの外見を訊ねたかったのだけれど、返ってきた答えは母親の内面からにじみ出るものだった。子どもの親への印象というのは、親の子への想いによって左右されるものなのかもしれない。

　迷い兎の話を聞くと、母親となんらかのトラブルがあったとは思えない。本当に迷子になっただけなのだろうか。

　けれど、迷い兎の足を向けるままに街を歩いても、白い壁の大きな家は見当たらなかった。

「それらしき家はないですね……」

「だから、迷い兎の虚言なんだろう」

「決めつけないでくださいよ。どうして嘘だってわかるんですか」

　問いかけると、柊夜さんは口を開きかけたが、なぜか噤つぐむ。彼の視線の先には、迷い兎が揺らす白くて丸い尻尾があった。

「子どもに愛してるなんて、わざわざ言う親が、いるか？」

　そのひとことに、私は呼吸を止める。ずしりと重い氷塊が、背にのしかかった気がした。

「それは……世の中には、いるんじゃないでしょうか」

　私はたどたどしく返答した。

　私自身は両親に、愛してるなんて言われたことはない。

　言われるわけがなかった。

　毎日同じ家の中にいて、いったいどういう話の流れで愛してるなんて言うのだろう。たとえ心で思っていたとしても、口にする親はどれほど世の中に存在するのだろうか。

　自分が経験したことのないものなので、まるでわからない。

　柊夜さんも、両親の愛情を受けずに育ったので、親の愛というものを信じることができないのだろう。

　おそるべきは、こんな私たちがもうすぐ産まれる子どもの親になるという事実だった。そのことに私は背筋を震わせる。

　私は自分の両親について、柊夜さんになにも話していない。どうせ、かりそめの夫婦なのだから、このまま話さずにやり過ごそうと考えていた。

　けれど、私たちが親になる前に、過去を昇華しておくべきなのだ。

　柊夜さんだって、おばあさまに会わせてくれて、過去の様々なことを話してくれた。

　考え込む私の腕を、柊夜さんはそっとすくい上げる。

「あかり。疲れていないか？」

「……いいえ、大丈夫です。とにかく、迷い兎の家とママを見つけないといけませんね」

「まあな。腹が張ってきたら、すぐに言うんだぞ」

「わかってます」

　柊夜さんの腕に手を回して、歩を進める。

　あちらこちらの路地に入っては出てくる迷い兎は、次第に元気がなくなっていった。しゅんと耳を垂らしている。

「おかしいなぁ……どこだったかな」

「迷い兎。いい加減に虚言だと認めたらどうだ。母親のことは作り話なんだろう？」

　遠慮のない柊夜さんの物言いに、むっとした迷い兎は唇を尖らせた。

「作り話なんかじゃない！　ボクのママは本当にいるんだぞ」

「では、根拠を示せ。闇雲に探し回っても見つかるわけもないだろう」

　柊夜さんは迷い兎を試している。

　私は迷い兎が嘘を言っているとは思わないけれど、たとえ真実だとしても、確かにこのままでは埒らちがあかないだろう。なにか家か母親につながるヒントが欲しいところだ。

「白い家とか、優しいママのほかに、これだとはっきりわかるような特徴はない？　柊夜さんの言う根拠って、そういう意味ですよね」

「ああ。そういうことでいい」

　天を見上げた迷い兎は、鼻をぴくぴくと動かした。

「えっと……そうだ！　夕方になると、庭の木にカラスがたくさん集まるんだ。そのときにママはカラスを見て歌を歌ってた。ちょうど、今くらいの空のときだよ」

　西へ傾いた太陽は燃えるように赤々として、空を茜あかね色に染め上げている。

　その空を、一羽のカラスが横切っていった。

　迷い兎の言葉に、私は首をかしげる。

「歌を……？」

　ウサギはお腹から息を出して音を発生させられるが、歌うようにとはいかない。それとも、あやかしならば歌うことができるのだろうか……。

　不思議に思っていたそのとき、私の耳に涼しげな歌声が響いてきた。

　女性の優しい声音で紡がれるその歌は、路地の角にある一軒家から流れてくる。

　長い耳をぴんと立てた迷い兎は、目を輝かせる。

「あっ……あの歌だよ！　ママが歌ってる！」

　私の幻聴ではない。か細いけれど、確かに歌声が聞こえる。

　迷い兎は角の家めがけて走っていった。

　柊夜さんは驚いた顔をしたが、すぐに険しい表情を形作る。

「行きましょう、柊夜さん！」

「いいか、あかり。決して俺の前に出るな」

「……わかりました」

　なにかに警戒しているのか、柊夜さんは迷い兎が向かった家へ慎重に歩を進めた。

　私たちが門前へ辿り着いたとき、庭木にとまっていたカラスの大群がいっせいに羽ばたく。そして、歌声はぴたりとやんだ。

　漆黒の羽が舞い散り、古びた邸を露あらわにした。

「え……ここが……？」

　そこは確かに、白い壁の大きな家だった。迷い兎の言う通り、庭には大きな樫かしの木があり、その枯れた枝にカラスがとまっていたのだ。

　けれど……ここは廃屋だ。

　庭は雑草が伸び、荒れ放題なのが錆さびついた門の向こうに見て取れる。

　かつては美しい白い壁の瀟洒な邸宅だったと思われる家は、汚れた外壁が剥がれ落ち、草の生い茂る庭に無残に散らばっていた。

　鬱蒼とした様子はとても人が住んでいるとは思えない。

　柊夜さんが錆びた門を開けると、ギイ……と軋んだ音が鳴る。迷い兎は敷地内へ飛び込んでいった。

「ママ！　ボク、帰ってきたよ！」

　呼びかけに応えるように、すうと玄関扉が開いた。

　中から現れたのは、優しげな面立ちをした若い女性だった。

　彼女は目を細めて迷い兎を見やる。

「ユウタ……帰ってきてくれたのね」

　迷い兎が母親と言っていたのは、人間の女性だったのだ。彼女が飼い主ということだろうか。

　まっすぐに女性の胸に飛び込んだ迷い兎を、抱き上げた彼女は優しく撫でる。

　私の胸に疑問符が湧いた。

　夏場なのに、彼女は冬物のワンピースをまとい、厚手のショールまでかけている。それなのに汗ひとつかいておらず、顔色はひどく青白かった。

「ごめんね……ママは、ここから離れられないから……ユウタのこと捜しに行けなかったの」

「ううん、いいんだよ。ボクがママのこと、見失ったんだ。でもこれからは、ママのそばにいるからね、ずっと」

　迷い兎はそうつぶやくと、ぎゅっと女性の胸に顔をうずめた。

　白いウサギを抱いた女性はそれまで私たちの存在に気づいていないかのようだったけれど、ふいにこちらに目を向ける。その目は、とても虚うつろだった。

　ぽうっと迷い兎から柔らかな光が放たれる。まるで、道標となる明かりのように。

　腕を上げた柊夜さんが、光の先を指し示す。

「行くか」

　その言葉に、女性はゆっくりと頷いた。

　柊夜さんの指先が五芒星を刻む。すると、青白く浮き上がった光が広がり、庭の一角にアーチを描いた。

　庭に踏み出した女性は迷い兎を抱きながら、光のアーチをくぐり抜ける。柔らかな輝きが、ふたりを包み込んだ。

「……ありがとう」

　静かな女性のつぶやきを残し、すうっと光が消滅する。

　私が瞬きをしたときにはもうそこに、光のアーチも、ふたりの姿もなかった。

　ただ夕陽に照らされる寂しい廃屋があるばかり。

　カラスが飛び去ったあとの枯れ木の枝が、風に揺れている。

　目の前で繰り広げられていた光景に呆然としていた私は、ぽつりとつぶやいた。

「ふたりは……どこに行ってしまったんでしょうか。あの女性はいったい……」

「彼女は、すでに生者ではない。おそらく、かつてこの家に住んでいたのだろう。黄泉へ行くことができないようなので、俺は道を開いてやったまでだ」

　迷い兎は現世で迷っている魂を、黄泉へ導くあやかし。

　あの女性はもう、死んでいたのだ。

　ユウタと名を呼ばれた迷い兎は、かつて彼女が飼っていたウサギなのだろうか。それとも、彼女よりも先に亡くなってしまった人間の子どもなのだろうか。

　切なさに胸が締めつけられた私は、ふたりが去っていった庭の一角をいつまでも見つめていた。

　やがて柊夜さんが、そんな私に言葉をかける。

「彼らはもう、旅立っていった。俺たちも帰ろう」

「そうですね……」

　私たちは、夕陽に赤々と照らされた廃屋をあとにした。

　迷い兎と女性が、無事に黄泉へ辿り着けることを願いながら。




　動物園の駐車場へと戻る道すがら、私は何気ないふりをして、柊夜さんに語りかけた。

「そういえば、私の両親について、まだ詳しいことを話していませんでしたよね」

「ああ……。かりそめ夫婦だと両親に説明されるのは困るということだったな。だが、同居しているのだから挨拶くらいはしてもいいだろう。俺はいつになったら、あかりの実家に連れていってもらえるんだ？」

　柊夜さんの、まるで期待しているかのような言い分に目を見開く。

「え……行きたいんですか？　私の実家に」

「当たり前だろう。実家に連れていかないのは、パートナーとして認めていないという表れだ。確かに、かりそめ夫婦という契約ではあるのだが、きみはおばあさまに、自らの手で子を育てたいと明言した。その子の父親である俺は、きみのパートナーだろう」

　柊夜さんの言う通りだ。実家に連れていくという行為はつまり、パートナーとして認めていることの表れに違いない。

　柊夜さんは今日、私を実家であるお屋敷に連れていき、おばあさまに会わせてくれた。それならば私のほうも、そうすべきである。

　私たちは、お腹の子の存在により、少しずつ前へと進んでいる。

　本当にちょっとだけれど、変わろうとしている。

　だから、柊夜さんに正直に打ち明けよう。

　紅色に染まる薄い雲を見上げながら、私は努めて明るく告げた。

「ないんです。実家」

「……うん？　どういう意味だ」

「田舎に両親がいるなんて、嘘なんです。母は、私が物心つく前に病気で亡くなりました。そのあとは親戚の家に厄やっ介かいになって、卒業してから上京したので、田舎とはそれっきりですね」

「そうか……。お父さんは？」

　私は、ゆるく首を左右に振る。

「いません。私が産まれてすぐに離婚したそうで……一度も会ったことがないんです」

　実家があって、そこにはお父さんとお母さんがいる。

　その世間の常識に、私は当てはまらなかった。

　自分の居場所も、産まれてきた意味も、親の愛情も、なにも持てなかった。

　だからそんな私が、おひとりさまであることは、ごく当然の生き方だったのだ。

「本当のことを話すと可哀想な人という扱いをされてしまうので、周りには田舎の実家に両親がいると、適当なことを言ってたんですよね。嘘ついて、ごめんなさい」

「それはかまわない。俺も夜叉であることを隠していたわけだしな。誰にでも、人には言えない秘密があるものだろう」

　柊夜さんは、すいと私の手をすくい上げる。

　彼の手はとても冷たいのだけれど、ぬるい夏の夕暮れには心地よかった。

　嘘を鷹揚に許してくれた彼の優しさに、甘えてもよいだろうか。

　私は心中に抱いていた疑問を口にする。

「私たち……人の親になれますかね……？」

　親の愛情すら知らないのに。この子を愛して、無事に育てることができるのだろうか。その資格が私たちにあるのか。

　柊夜さんはしばらく黙していたけれど、やがて私の質問に答えてくれた。

「なれるさ。それを、俺たちが証明しよう」

「柊夜さん……」

　彼に、〝俺たち〟と言ってもらえて、私の心によりどころが生まれる。

　私たちふたりはもうすでに、お腹の子の両親なのだ。

　柊夜さんが握る手に、力が込められた。

「俺たちは両親と縁遠かった。だからこそ、これから産まれてくるお腹の子には寂しい思いをさせないよう、家族で仲良く暮らそう」

　その言葉に、胸がぎゅっと締めつけられる。

　私は、幸せになってもいいんだ。これまでの不幸は終わりにしてもいいんだ。

　産まれてくる赤ちゃんと、柊夜さんが、家族になってくれる。

　私……柊夜さんが好きだ。好きになってよかった。

　この人が、子どもの父親でよかった。心からそう思えた。

「ありがとう……柊夜さん」

　私は柊夜さんのことを、とっくに好きだったんだ。

　かりそめ夫婦だから、どうせ別れるからと、心の箍たがが外れないようストッパーをかけていた。

　けれど、ようやく私は自分の想いを認めることができた。

　様々な想いが胸に迫り、感激で心が震えているのに、口をついて出たのはありきたりなお礼だけ。

　もっと気の利いたことを言えたらいいのにな。

「俺のほうこそ……ありがとう」

　そう思っていたら、柊夜さんも言葉少なにお礼を返してくれた。

　私は、くすりと笑みを浮かべる。

「私たち、似たもの夫婦ですね」

「ああ、そうだな。それでいいんだ」

　手をつないだ私たちは、暮色に染まる街をゆっくりと歩いた。

　ふたつの長い影法師にはもうすぐ、もうひとつの小さな影が加わる。
















閑話　夜叉の策略と懊悩







　気づいているだろうか。

　あかりはしばらく前から、〝私たち〟という語句を使っている。

　初めは俺に強引な形で孕まされ、同棲することになったわけで、彼女が反発するのも無理はなかった。

　しかも俺の正体は鬼神の夜叉である。それを打ち明けられて困惑しないはずがない。

　それにもかかわらず、腹の子の成長とともに、あかりは俺をパートナーとして認め始めているのだ。

　非常に嬉しくて頬が緩む。一ミリほどだが。

　あかりを目で追いかけるようになったのは、彼女が入社して間もなくのことだった。

　ごくまともな人間として、課長という役職に就いている俺は、数々の女性から告白されてきた。

　幼少の頃は『赤い目が鬼みたいで気味が悪い』と、女子たちは囁いていたはずなのに、特殊加工の眼鏡を装着するだけでこうも女は態度を変えるものなのか。

　俺に言わせれば、そのてのひら返しが気味悪い。俺の中身は今も昔も変わらないのだから。

　星野あかりは、そういった女たちとは異なっていた。

　まず、俺に色目を使わない。それどころか俺が苦手なようである。

　人間の男としてはイケメンという部類に入る俺は、女たちの視界に入ると秋しゅう波はを送られる。彼女たちの結婚適齢期という事情もあるのだろう。俺が独身なので、余計に結婚相手の候補として挙げられてしまう。非常に迷惑な話なのだが。

　俺の正体を明かせば、お得意のてのひら返しを受けることは明白だ。

　彼女たちは安穏とした結婚生活を望んでいるのであって、夜叉の旦那などという大荷物を背負いたいわけがない。

　俺の運命は波乱に満ちている。

　帝釈天と意見が対立して鬼衆協会を設立した先代の夜叉から、俺は会長職を引き継いだ。親父と呼ぶのも腹立たしいが、母親の死因を巡り、先代とも仲が悪い。

　そして人間との混血ということもあり、帝釈天に与くみする鬼神たちから敵とみなされている。鬼神たるもの、愚劣な人間と交わるなど穢けがらわしいというのが彼らの主張だ。

　かといって神世と完全に縁を切るわけにもいかなかった。もしそんなことをすれば、帝釈天とその配下たちは俺を含めた鬼衆協会を完全に潰してくるかもしれない。そうなれば現世に少なからず被害が及ぶだろう。融和の可能性をわずかでも残しているからこそ、いがみ合いながらも戦争にならないのだ。帝釈天としても、配下であるはずの夜叉が反旗を翻したと認めるのは己の威信にかかわる。そういった背景から、ふたつの派閥は危うい均衡のもとに成り立っていた。

　悲しいことに、人間の世界と同じように鬼神同士も分裂しているのである。

　那伽は友好的な部類ではあるが、いずれ意見を翻すかもしれない。やつの上司は広目天であり、父親である先代の那伽だ。彼らの命を受けさえすれば、俺を打ち倒して帝釈天に媚こびを売りかねない。若さゆえか、今は俺に対して友人のように接してくるが、信用しすぎるのは禁物だ。

　多聞天は穏やかな気質なので、戦いには向いていない。眷属に害が及ばないよう配慮するのは俺の役目だ。

　それらの事情を理解し、支えてくれる人間の女などいない。ゆえに俺は、どの女とも関係を持つということはない。

　結婚もしない。子を作ることもない。

　そう決めていたはずだったのだが……星野あかりのことは気にかかる。

　告白されている場面を目撃されたときは非常にうろたえた。顔には出ないが。

「盗み聞きとは感心しないね。星野さん」

「そんなつもりじゃなかったんですけど。社内の廊下で告白なんて、誰が通りかかってもおかしくないですよ」

　正直に言えば俺が興味があるのは彼女なのだが、未だに仕事の話以外はしたことがないのが現状である。というより、どういうタイミングで誘えば彼女の牙城を崩せるのか不明だ。あかりのことだから食事に誘っても、あっさり断られそうである。

　そうだ、会社の飲み会ならば誘いやすいだろうと、俺は閃いた。

「あと、今日の懇親会は参加してね。星野さんは習い事があると言って毎回不参加だけど、英会話教室をやめたことは知っているから」

「……なんでそんなこと知ってるんですか……」

　なぜ、あかりのプライベートを知っているかというと、ヤシャネコに動向を探らせているのである。

　英会話を習っているからと言って毎回飲み会を断るので、教室に親しい男でもいるのかと気になって仕方がなかった。

　だがヤシャネコからの報告によれば、真面目に講義を受けているだけだという。しかも、早々に飽きてやめてしまったようだ。

　やめていなければ俺も偶然を装って、その教室に参加していただろう。

　このあたりからもうすでに、俺はこの女を自分のものにしなければ気が済まないのだなという確信があった。

　あかりは絶世の美女だとか、そういう類いの女ではないのだが、笑顔がかわいい。

　なにより俺が惹かれる要素を持っている。

　それがなにかと己の胸に問いかけてみれば……。

「不屈だ。彼女は簡単に萎しおれない。不屈の精神を持っている」

　彼女のその姿勢は仕事ぶりでわかる。

　どんなに俺に意地の悪い指示を受けようとも、諦めない不屈の精神でこなす。ほかの人間に迎合したり、まして他人の悪口や愚痴を述べたりもしない。ただ懸命にやり遂げる。

　それは簡単なようで、なかなか難しいことだった。人とは弱い生き物なので、つい悪しき方向へ流れがちなのである。

　彼女がいかにしてそのような性質を持つに至ったのか、いっさい聞いたことはない。おひとりさまを貫いているので、恋人がいないという情報だけは把握している。

　なんとかしてプライベートな話題に持っていきたいものだ。ただそうなると、俺が夜叉だということも打ち明けなければならない……かもしれない。

　いくら彼女でもその事実には耐えられないだろう。

〝この男は付き合う対象じゃない〟と、あかりにだけは思われたくない。

　しかしそうすると、ふたりの関係は上司と部下から一歩も進まないのだろうな……。

　懊悩する俺は粛々と仕事をこなし、あかりの提出した企画を通した。俺の苦悩など彼女は知る由もなく、企画が通ったことに喜びを見せる。

　無垢なその笑顔に、密かに胸が高鳴るが、同時に心の悩みは深まった。

　やがて業務時間が終了し、社員たちは懇親会の行われる居酒屋へ向かうべくフロアをあとにする。

　あかりも同僚たちと一緒に出かけていったのを、目の端で確認した。

　仕事の処理をして、最後までフロアに残った俺は席を立つ。

「さて……行くか」

　今夜はあかりがいるので、いい気分で飲めるだろう。できれば彼女の隣に陣取り、プライベートなことなど話してみたいが、この部署にも俺がフッた女たちが何人かいるので期待は持てない。

　一度も寝てもいないのに、彼女たちはなぜか俺の動向を注視している。自分のものにならなかった男が、ほかの誰かと付き合うのは我慢がならないのだろう。

　それを狭量とはいえない。

　もし俺があかりに告白して断られ、彼女が同じ部署の男性社員と付き合うなどということになれば、祝福できないからだ。

　その嫉妬も含めて、恋なのかもしれない。

　そんなことを考えながら、ふと、あかりのデスクに目を落とす。

「……これは」

　デスクに、青い蝶が描かれたハンカチがぽつんと置かれていた。あかりがよく使用しているものだ。どうやら忘れていったらしい。

　慎重に、彼女のハンカチをすくい上げる。

　そのとき俺の脳裏に、とある計画が閃いた。指先で五芒星を描く。出現した青白い光がハンカチに吸い込まれ、溶けるように消えた。

　これで、あかりのハンカチには俺の神気が吹き込まれた。今後、俺にかかわることによって彼女の身に危機が迫っても、青い蝶がしもべとなって守ってくれるだろう。

　青い蝶のハンカチを自分の鞄にそっとしまう。

　いずれ返すが、今は預かっておこう。

　そうして揚々とフロアのライトを消し、会社を出たのだった。




＊




　洗い流したオクラをさっくり切り、だし汁とめんつゆを入れた鍋に投入する。そこに挽肉を入れてほぐし、ショウガの千切りを加えて、ひと混ぜしたら火から下ろす。

　隣では、あかりが人参をスライサーで薄切りにしている。

「あかり、手を切らないよう気をつけるんだぞ」

「わかってますよ。これくらいは私でもできますから」

　おばあさまの屋敷を訪ね、動物園に寄ったあと、俺たちはマンションに帰宅した。

　迷い兎の一件があり、あかりはしんみりとした気持ちになったようだが、持ち前の明るさを取り戻している。

　俺にとっては、あのようなあやかしにまつわる案件はよく協会に持ち込まれるので、珍しいことではなかった。

　鬼衆協会の会長といっても、会社の課長職と似たようなものである。あやかしが巻き起こすトラブルを、鬼神の力を使って解決へと導くのだ。

　もっとも、あかりには負担をかけたくないので、詳しいことを話したくないのだが、もはやそのような段階ではないのかもしれない……。

　ちらりと横目で彼女の腹を見ると、もうかなり大きくなっている。

　おばあさまに『自分の手元で、この子を育てたい』と言ってくれたことは嬉しかった。

　明るく前向きな彼女が悲しい過去を背負っていることも初めて聞いたが、それだけ彼女が俺に心を許してくれたという表れではないだろうか。あかりの過去も含めて支えていきたい。

　だが……。

　俺は軽快に豆腐を切りながら、表情を曇らせる。

　あかりが俺の真の姿を目にしたとき、やはり俺を捨てるかもしれない。

　その恐れは俺の心から拭えない。

　彼女の性格上、子は連れていくかもしれないが、そうなっても、やはり悲劇には違いない。

　巧妙に部屋に誘い、彼女を妊娠させて逃げられないようにしようと画策したときの俺は意気揚々としていたものだ。

　その計画は成功したわけだが、やはり強引すぎたのではなかったかと後悔が胸をよぎる。

　だが、ふつうに告白することはできなかった。『鬼神の夜叉なのだが付き合ってほしい』と言って断られたとき、彼女を解放するわけにはいかなくなる。

　もし秘密が知れ渡ったら、俺は会社にいられなくなるだろう。人間として現世に籍を置くことは、今後の活動を考えれば必要不可欠だ。

　あかりが断れない理由を先に作る必要があった。それが、妊娠だった。

　彼女の胎内に精を注ぐとき、俺の血は最高に滾たぎった。

　俺にとって後継者ができることは無論喜ばしいのだが、本来の目的が子どもというわけではない。あくまでも、好きな女を手に入れるための手段だ。

　そう思うと、俺はどうにも最低な男のようだ。

　時々あかりは不安に苛さいなまれているが、こんな俺の妻ではそれも無理からぬことだろう。

　かりそめ夫婦という覚束ないふたりの立場は、仮の舞台だった。

　いずれは本物の夫婦になりたい……という気持ちはもちろんあったが、なかなか言い出すことができない。子が産まれてからでもよいだろうと結論づけていた。

　だから、俺が『家族で仲良く暮らそう』と言ったとき、あかりが礼を述べたのには驚喜した。心の中でだが。

「柊夜さん、オリーブオイルとって」

「……ああ」

　声をかけられて我に返り、あかりにオリーブオイルを手渡す。

　ボウルに投入した薄切りの人参と、皮を剥いたオレンジにミントを加え、オリーブオイルと塩コショウ、レモン汁で味つけする。

　夏に似合うさっぱりしたサラダを、あかりは大きめのスプーンで混ぜ合わせた。

　普段は俺が料理をするのだが、仕事で遅くなるときもあり、あかりはこうして台所に立とうとしてくれる。

　妊娠中である彼女の体調が心配なので家事などしなくてよいのに、俺と共同生活を営もうと積極的に考えてくれるのはとても嬉しい。

　オクラと鶏挽肉のさっと煮。オレンジと人参の夏サラダ。それに、ごま油と薬味を効かせた塩麻マー婆ボー豆腐が今夜の夕飯だ。

　中華鍋から皿に塩麻婆豆腐を盛りつけていると、あかりがごはんをよそい、ダイニングテーブルに器や箸をセットする。

　準備ができたので席につき、ふたりで「いただきます」と唱和した。

　俺とあかりは同じタイミングで箸を取り、同じように茶ちゃ碗わんをすくい上げる。

　毎回、なぜかそこだけは挙動が一致しているのがおかしく、俺はいつも笑いをこらえるのに苦慮していた。

「今日は大変だったな。腹は張ってないか？」

「大丈夫ですよ。柊夜さんってば、その質問は十回目じゃないですか？」

「そうだったか。気になるので何度も訊ねてしまうんだ」

「もう。本当にしつこいんだから」

　しつこいというわりには、彼女は朗らかに笑っている。

　俺の子を宿してくれた女の体調が気にならないはずはない。瞬きすら惜しい。ずっと、彼女を見つめていたい。

　これまでは、ひとりの時間が長かった。こうしてふたりで食事ができることは僥ぎょう倖こうだ。今は、和やかなこの時間を大切にしたい。

　あまり見つめていては不審に思われるので、俺は食卓に目を落とした。

　そうして、ぽつりとつぶやく。

「風呂の温度は四十二度でいい」

　箸を止めたあかりは瞬きを繰り返す。突然、なんのことかと思ったようだ。

「えっ？　お風呂ですか？」

　昨日の喧嘩のことなど、もう忘れてしまったらしい。

　そんなところも好きなのだが。

　俺は愛しい女に微笑みを向けた。

「今夜は一緒に風呂に入るか」

「えっ!?　な、なに言ってるんですか。一緒になんて入りませんからね！」

　かぁっと、あかりの頬に朱が射す。

　まるで、ほおずきのようにかわいらしい。

　この幸せが少しでも長く続いてくれることを祈りながら、俺はあかりを口説き落とした。
















第六章　10か月　夜叉の花嫁、いざ神世へ







　ひんやりとした秋の空気が漂い、紅葉の見頃が話題になり始める十月――。

　私は臨月に入っていた。ついに妊娠三十九週である。

　お腹はとても大きくなり、前へ張り出している。もういつ陣痛がきてもおかしくない。お腹の子は早く出たいとばかりに、特に入浴中に足でお腹を蹴るので、抑えておくのが大変だ。

　性別は聞かないでおくことにしたので、男の子なのか女の子なのかは産まれてからのお楽しみなのだけれど、どうやら元気な赤ちゃんらしい。

　私は妊婦健診のたびに『順調ですね』という医師の言葉を聞いて、ほっとしていた。

　人間だろうが夜叉だろうが、産まれる子にはとにかく健康であることを願っているから。

「私も母親になるんだな……早いものね」

　散歩のために河原沿いの遊歩道を歩き、月日の流れを肌で感じる。

　一緒についてきてくれるヤシャネコがあくびをすると、ひらりと落ち葉が舞い落ちた。

　カマイタチの三つ子の兄弟が顔を覗かせていたので、手を振る。彼らの両親はこちらに深くお辞儀をした。どうやら家族仲良く暮らしているようだ。

　柊夜さんと同居生活を始めてから、早数か月が経つ。

　今はお腹の子の神気により私にもあやかしが見えているのだけれど、もうそれが終わりに近づいているのだ。

　以前は恵まれない家庭環境のため、一生おひとりさまを貫こうとしていた私だったけれど、夜叉の子を妊娠して、柊夜さん、そしてヤシャネコと同居生活を始めてから、私の心境に変化があった。

　カマイタチや迷い兎などのあやかしとかかわり、彼らの親子の絆きずなを見たことも、考えを変える大きな出来事だった。

　柊夜さんと、本当の夫婦になりたい。

　彼は、『家族で仲良く暮らそう』と言ってくれた。

　それは柊夜さんの本心であると思う。彼も、出産を終えて赤ちゃんが産まれてからも、私たち家族が一緒にいるべきと思ってくれているのだ。

　けれど……現実として、そうはなれない壁のようなものを、私は柊夜さんの態度から感じ取っていた。

　彼がときおり見せる、寂しい表情。そこには諦めがにじんでいる。

「どうしてなにも話してくれないんだろう……」

　私が人間だからだろうか。悩みがあるならなんでも話してほしいのに。

　だって、私たちは家族じゃないの？　もう、かりそめ夫婦でいなくてもいいんじゃないの？

　けれど柊夜さんに詰め寄ることはできなかった。

　鬼神の夜叉だと打ち明けられたときのように、重大な秘密を明らかにするには、タイミングというものが大切なのだ。

　私だって、両親について本当のことを話すのは、あのタイミングでなければ言えなかっただろうと思う。

　柊夜さんは、ほかにもなんらかの大きな秘密を抱えているのかもしれない。

　悩みがあるのかとでもそれとなく訊ねてみたいけれど、近頃の彼はなにやらひりついた気配をにじませているので、声をかけるのを遠慮していた。

　特に最近は仕事が相当忙しいようで、帰宅時間もいつもより遅い。

　私はすでに出産のための休暇に入っているため、その負担もかかっているだろう。

「まあとにかく、無事に産まないことには前へ進めないよね」

　様々な懊悩はあるけれど、もっとも大切なことは、この子を無事に産むことだ。

　改めてそう決意した私は顔を上げて進み、マンションへ帰り着く。

　すると突如、自転車のブレーキ音が響いた。

　驚いて振り返ると、マンション前へ自転車で駆けつけた少年を目にする。明るい髪の色をして中学校の制服らしきブレザーを着用している。彼の顔には見覚えがあった。

「あっ……那伽！」

　那伽は若手の鬼神だけれど鬼衆協会の一員で、柊夜さんと一緒にあやかしを取りまとめている。

　ところが今日の那伽は、焦燥を露わにしていた。

「花嫁、夜叉は帰ってきてるか？」

「えっ？　今は会社に行ってるけど……」

「ヤシャネコ。おまえ、なにも知らないのか？」

　那伽に訊ねられたヤシャネコは、金色の目を瞬かせた。

「おいらはなにも聞いてないにゃん。夜叉さまが、どうかしたにゃん？」

　柊夜さんは昨日の朝の時点で、『忙しいので今夜は帰れないかもしれない』と言っていた。その言葉通り昨夜は帰宅せず、それから連絡がないので心配だけれど、仕事の邪魔をしては悪いから電話をかけてはいない。

「とにかく部屋に入って。中で話しましょう」

　那伽をマンションに招き入れる。

　人目のあるところで、夜叉や鬼神という単語が出てはなにかと困りそうだ。

　赤ちゃんの生育は順調で、柊夜さんの結界のおかげか近頃はあやかしに狙われる危険もない。私たちは平和な毎日を享受していた。

　――那伽のひとことが発せられる前までは。

「夜叉が神世に幽閉されたらしいぞ」

　意味が掴めず、私はリビングで立ち尽くした。

　那伽の言葉に、ヤシャネコは毛を逆立てて飛び上がる。

「にゃ……にゃんと!?」

「広目天からの情報だ。今から神世に行って詳細を確かめてくる」

　神世には帝釈天をはじめとする不老不死の鬼神たちが住んでいるという。彼らは鬼衆協会の柊夜さんや那伽とは敵対する関係らしい。

「どういうこと？　どうして柊夜さんが幽閉されてしまうの？」

「オレも詳しいことはわからないけど、夜叉は鬼神の誰かと揉めたんじゃないかとにらんでる。神世には帝釈天の住む須弥山を中心に、四天王と八部鬼衆の居城があるんだ。夜叉を排除してその居城を手に入れたいやつは多いからな。それに人間側についてるオレたちを嫌ってるやつらもたくさんいる」

　そんな事情があったとは知らなかった。柊夜さんの言うままに、仕事が忙しいのだと思い込んでいた。

　スマホを手にして柊夜さんに電話をかけるが、つながらない。次に会社にかけてみる。すると、昨日の朝にしばらく有給を取るという旨が本人から伝えられていたことを聞かされた。

　愕然とした私はスマホを取り落とした。

「そんな……柊夜さん、会社に行ってない……」

　どうして。どうしてなにも言ってくれなかったの？　私は、そんなにも頼りない花嫁なのだろうか。

　足元にやってきたヤシャネコは悄しょう然ぜんとして話しかけた。

「申し訳ないにゃん、あかりん……。おいら、全然知らなかったにゃん……」

「いいの。ヤシャネコは私と赤ちゃんを守るのが役目なんだから。でも、柊夜さんが私たちになにも言ってくれなかったのは、信用されてなかったからなのかな……」

　しゅんとして肩を落とす私たちに、那伽は軽く手を挙げる。

「それじゃ、オレは神世に行ってくるから」

「ちょ、ちょっと待ってよ、那伽！　私も連れていって！」

　踵を返す那伽を慌てて引きとめる。

　神世がどんなところなのかまったくわからないけれど、柊夜さんが幽閉されていると聞いたからには呑のん気きに待っていられない。

　困ったように眉を下げた那伽は、私のお腹に目をやる。

「いいけどさ……その腹で大丈夫か？　近くのコンビニに行くのとはわけが違うぞ」

　もう臨月なので、お腹は大きく突き出ていた。

　予定日はまだ先だけれど、いつ赤ちゃんが産まれてもおかしくない状態である。

　もしトラブルに見舞われたら、大変な事態になるかもしれない。

　でも、柊夜さんがひどい目に遭っているかもしれないと聞いたら、じっとしてなんていられなかった。

「大丈夫よ。けっこうな距離を歩いても平気だから。どうしても柊夜さんの行方を知りたいの」

「おいらも行くにゃん！」

　ぴょんとヤシャネコがジャンプして、那伽の腕に飛びつく。

　もっふりした体を抱きとめた那伽は、空いたほうの手を上げた。彼は指先で五芒星を描く。

「しょうがねえな。じゃあ、行くぞ」

「あっ……待って」

　那伽を止め、部屋に駆け込んだ私は、クローゼットからハンカチを取り出した。

　柊夜さんに預かってもらったこともある、青い蝶が描かれたお気に入りのハンカチだ。お守り代わりに持っていこう。

　ハンカチをオーバースカートのポケットに入れてリビングへ戻る。

　するとそこには、トンネルのように真っ暗で奥が見えない神世への入り口が開いていた。

「準備はいいか、花嫁？　オレが通ったら、この入り口は閉まるからな」

「わかった。じゃあ、私が先に入るね」

　人ひとりが通れるほどの漆黒のトンネルに踏み出す。

　後ろからヤシャネコを抱いた那伽が入ると、入り口は音もなく閉ざされた。

「……真っ暗ね。ここが神世なの？」

「ここは現世と神世をつなぐ、闇の路だ。迷子になったら永久に出られないからな。オレのあとについてきてくれ」

　さらりと恐ろしいことを言われて、背筋が震える。

　那伽にとっては当たり前のことなのだろうけれど、神世の常識を知らない人間の私には未知の世界だ。

　でも、もう引き返すことなんてできない。

　おそるおそる那伽の背中を追って、暗闇を進む。

　ひんやりとした空気が肌にまとわりつく。

　沈黙が怖くなり、私は前を歩く那伽に声をかけた。

「柊夜さんと揉めた鬼神というのは、誰なのかしら。那伽は心当たりがある？」

「そうだなぁ……。須弥山に住む帝釈天は事態を知ってるだろうから、手っ取り早く帝釈天に会えば……」

　ふいに那伽の言葉がかき消えた。

　ぞくりとしたものを覚えた私は、足を止める。

「え……那伽？　どこにいるの？」

　まるで闇に呑まれたかのように、忽こつ然ぜんと那伽の姿が消えてしまった。そばにいたはずのヤシャネコもいない。

　暗闇の中、私はただひとり残される。

　どうしよう。急にいなくなってしまうなんて、どうしたのだろう。つい今まで、那伽はそこにいたはずなのに。

「どうしよう……。どう進めばいいの？」

　周囲には明かりなどなく、なにもない暗闇が広がっているだけ。

　――闇の路で迷子になったら、永久に出られない。

　不安になって周りを見回していると、ひたひたという足音が鼓膜に届いた。まるで地を這うような、気味の悪い音だ。那伽の軽快な歩き方とは異なる。

　次第に近づいてくる足音の主は見えない。

　不安を募らせていると、ふと前方に、ぽうと明かりが輝いているのを発見した。

「あっ……光ってる！　もしかして、出口……？」

　そちらへ足を向けると、小さな男の子が明かりを背にして手招いている。

　あの子には見覚えがあった。

　切れ上がった眦、漆黒の髪と瞳。以前、夢の中で出会った男の子だ。

「あなたは……どうしてここにいるの？　あやかしなの？」

　彼は唇を動かしたけれど、その声は私の耳に届かなかった。

　声が出せないのか、それとも人間の私には聞こえないということなのだろうか。

　私のそばに駆けてきた男の子は、急かすように腕を引いた。

　――ひたひたひた。

　不気味な足音はすぐ後ろに迫っている。

　男の子と一緒に、駆け足で光のもとへ向かった。

　すると突然、闇が去る。

　瞬きをしたとき、私は街路の一角にいた。

「……えっ？」

　首を巡らせると、そこには雑多な街並みが広がっていた。

　柳の枝が揺れている街路に露店が建ち並び、着物のような装束をまとう人々が行き交っている。ただし、みんなふつうの人間ではなかった。

　彼らは猫や鳥の頭を持っている。

　ここは神世。目の前にいるのは、あやかしたちだ。

「ね、ねえ。ここって……」

　後ろを振り返ると、そこに男の子の姿はなかった。

　漆しっ喰くいの壁に挟まれた路地には誰もいない。

「あれ？　あの子はどこに……」

　もともと夢の中で出会った子なので、幻だったのだろうか。

　後ろを追いかけてきた足音も消えていた。どうやら闇の路を出ると、戻れない仕様らしい。

　那伽とヤシャネコはどこに行ったのか。もしかしたらふたりもすでに、ここに来ているのかもしれない。

　須弥山に住む帝釈天は事態を知っていると那伽は語っていた。帝釈天に会えば、柊夜さんが幽閉されたことについて聞けるはず。それが解決への糸口になると思われた。

　でも、どうやったら会えるのだろう？

「須弥山に直接行ったほうがいいのかしら……？」

　それにはまず、須弥山の場所を知らなくてはならない。

　胸を張り、顎を引いた私は堂々とあやかしの往来する街路へ出た。

　人間の顔を持っているのは私ひとりである。ここでは私が異質な存在のはずだ。

　緊張で体が強張ったけれど、通り過ぎるあやかしたちは私に見向きもしないし、言葉もかけてこない。

　どうやら、人間の姿でもさほど奇異ではないようだ。

　ほっとして肩の力を抜き、須弥山の場所を聞こうと露店に近づいたとき。

　ひとりの男性が驚いた顔をして私の前に立ち塞がった。

「あなたさまは……！　夜叉の花嫁さまではございませんか？」

「えっ……私のこと、知ってるの？」

　声をかけてきたその人はひどく痩せていて、目が落ちくぼみ、肌は土気色をしていた。まるで映画に登場するゾンビのようである。

　人間に近い容貌をしているとはいえ、彼も神世の住人と似た装束をまとっているので、この世界に住むあやかしなのだろう。

「わたくしは夜叉さまの眷属でございます。花嫁さまにお目にかかれて光栄です」

「そうなの!?　……じゃあ、柊夜さんがどこにいるのか知ってる？　幽閉されたと聞いたけど、彼は無事なの？」

「それが……夜叉さまは薜茘多に囚われたのです。どうか花嫁さま、夜叉さまをお救いください。わたくしは眷属とはいえ身分が低いので、どうすることもできません」

　薜茘多とは、八部鬼衆のひとりの名だ。

　鬼衆協会のトップである柊夜さんと帝釈天は敵対しており、鬼神たちは二分しているという話を思い出す。薜茘多は柊夜さんの敵なのかもしれない。

　たとえそうだとしても、ここで退くわけにはいかない。

「わかったわ。案内してもらえる？」

「もちろんでございます。さあ、こちらへどうぞ」

　彼に柊夜さんの居場所へ連れていってもらえそうだ。ひとまず無事なのかどうかだけでも、一刻も早く確認したい。

　露店の建ち並ぶ通りを抜け、川沿いへやってきた。船着き場には小舟がいくつも川岸に停泊し、狸たぬきの頭を持った船頭が暇そうにキセルをふかしている。

　船頭は、ちらりとこちらに目を向けた。

「おう、殺さつ身しんじゃねえか。その女……」

　彼の名前は、殺身というらしい。夜叉や那伽と同じように、神やあやかしとしての名かもしれない。

　なぜか殺身は慌てたように船頭に手を振った。

「ちょいと急ぎなんだ。わけは聞かないでくれ」

　殺身は船頭に耳打ちすると、懐から取り出した銭を渡していた。じゃらりと重厚な音が鳴り響いたので、かなりの金額のようだ。

　船頭はキセルをしまうと、素早く舵かじを取る。

「お嬢さま、乗ってくだせえ。ほかの客は待ちませんので、すぐに船を出します」

「さあ、花嫁さま。どうぞこちらに」

　ふたりに促され、小舟に乗り込む。

　小舟といっても十人くらいは乗れる広さだが、すぐに出してもらうために殺身が料金を弾んでくれたのだ。

　大きなお腹を抱えて、板敷きの座席にそっと腰を下ろす。

　すう、と小舟は岸を離れた。

「ありがとう、殺身。料金を払ってくれて」

　お礼を言うと、殺身はびくりと肩を跳ねさせる。

「……いえいえ、とんでもない。当然のことでございますから、お気になさらず」

　ほっとした様子の殺身は笑みを浮かべていた。

　夜叉の眷属ということは、柊夜さんの部下みたいなものだろう。神世を訪れたのは初めてなので、ヤシャネコのほかにも部下がいるなんてまったく知らなかった。

　せっかくなので、殺身に神世について訊ねてみる。

「神世に住んでいるあなたがたはみんな、鬼神の眷属なの？」

「ええ、そうですね。神世は帝釈天さまの住まわれる須弥山を中心としまして、四天王と八部鬼衆の城がございます。我々はみな、どなたかの眷属でして、城下で暮らしております。わたくしは情報屋のような稼業をしておりますので、現世も行き来しているのですよ」

　現世でいえば、江戸時代のような形式らしい。そういえば古めかしい町並みはどこか懐かしさを感じさせるものだ。

「そうなのね。現世に来たならうちにも寄ってくれればいいのに。殺身のことは全然知らなかったわ」

「えっ……ええ、まあ。わたくしは身分が低いので、こっそり花嫁さまを結界の外から眺めていたのでございますよ」

「結界の外から？」

　夜叉の眷属であっても、柊夜さんの結界には弾かれてしまうということだろうか。確かにヤシャネコやカマイタチと比べたら、殺身は人間と変わらない体格だけれど。

　殺身は落ちくぼんだ眼底の奥から、点滅した光を瞬かせた。

「ええ、まあ。わたくしごときが堂々と夜叉やその花嫁さまに近づいて挨拶するなんて、恐れ多いですからね。今は非常事態というわけでして……そうそう、これから向かうのは薜茘多さまの城です。夜叉の花嫁さまでしたら歓待されますから、心配いりませんよ」

　ふと、殺身の話に奇妙な違和感を覚えたが、その正体がなんなのか掴めない。

　きっと私の気のせいだろう。

　首を捻りながらも、薜茘多について訊ねた。

「薜茘多は、どんな鬼神なの？」

　なぜ、柊夜さんが囚われるようなことになったのか、その理由を知りたいと思った。薜茘多の人となりも。

「薜茘多さまは素晴らしい鬼神ですよ。強くて豪快な、まさに鬼神らしい御方です。昔から人間に迎合する夜叉のことを嫌っていましたからね。薜茘多さまっていうのは、好かないと思ったら徹底的に痛めつけないと気が済まない性分なんです」

　嬉しそうに話す殺身から感じた違和感がなんなのか、私はようやくわかった。

　殺身は、いつの間にか〝薜茘多さま〟と呼んでいる。対して柊夜さんのことは〝夜叉〟と呼び捨てだ。夜叉の眷属のはずなのに、なぜだろう。

　不審を抱いた私は身じろぎしたが、ここは運河を進む船の上だ。

「あの……殺身」

「ほら、花嫁さま。見えてきましたよ。ここが薜茘多さまの居城です」

　指差されたほうを見上げる。

　高くそびえ立つ石造りの城壁と、それにぐるりと囲まれた城の豪勢な瓦屋根が現れた。まさに藩主の城といった風情だ。

「ここが……鬼神の城……」

　呆気にとられて、悠然とそびえる城を眺める。

　城壁の一角に門があり、船はそこから直接城内に入れるようだ。

　殺身がやぐらにいる門番に手を挙げると、頷いた門番は閉ざされていた門を開いた。こうして運河からの客や荷物を迎え入れるのだろう。

　城内の船着き場で下船すると、殺身は軽い足取りで石段を上っていった。

「さあ、こちらです。どうぞどうぞ」

　ひたひたという足音が、彼が石段を上るたびに響いた。殺身は裸足なのだ。

　彼にはとてもよくしてもらったけれど、その足音になんだか気味の悪さを覚えてしまう。

「あの足音は……」

　ぞっとする背筋の感覚とともに思い出した。あれは、闇の路で追いかけてきた足音と同じものだ。

　ということは……殺身は、私がさまよっているときから、あとをつけてきたのだろうか。街路で偶然遭遇したはずなのに。

　石段を上がり、広い庭園が見渡せるところに出る。城壁の内側のようだ。

　さらに道を進むと、重厚な門が現れた。

　無数の突起が飛び出ている扉の前では、厳めしい顔つきの兵士が見張っている。

　ふたりの兵士は、両側から同時に扉を開いた。

　扉の中へと入っていく殺身に私も続く。

　堅けん牢ろうな石壁に囲まれた廊下をひたすら歩いて、やがて室内に辿り着いた。

　すると突如、怒号が轟とどろく。

「殺身！　その女が夜叉の花嫁か」

　驚いて目を向けると、ずらりと並んだ朱塗りの柱の果てに、精せい緻ちな椅子に鎮座する人物がいた。

　輝く白髪に、炯々と光る碧色の双眸。人目を惹きつける美貌は狂気を孕んでいる。大柄な体躯は人間の男性より二回りも大きく、その身を甲かっ冑ちゅうに包んでいた。

　まさしく絵画で見るような鬼神の姿だ。

　柊夜さんは人間と変わらないので、本当に鬼神かと訝るほどだけれど、この人の容貌は人間ではないとはっきりわかる。

「あ、あなたが、薜茘多なの？」

　勇気を持って問いかけると、目の前の鬼神は鷹揚に頷いた。引き上げた口端から鋭い牙が覗く。

「そうだ。餓が鬼きの頭領である鬼神・薜茘多とは俺のことよ」

　薜茘多は南方を守護する増長天の眷属で、餓鬼そのものを指すこともあるらしい。常に飢餓と枯渇に切迫している鬼神なのだとか。

　見るからに粗暴な印象を受けるが、話を聞いてもらえるだろうか。

「あの、柊夜さんがここへ来ていると、殺身から聞いたのですけど。幽閉されているというのは本当なの？　彼に会わせてください」

　つまらなそうに私の話を聞き流した薜茘多は、床に土下座している殺身に対して横柄に話しかけた。

「殺身。ご苦労だったな」

「ははっ。薜茘多さまのお役に立てまして幸いにございます」

　ふたりのやり取りに目を瞬かせる。

　殺身は柊夜さんを救い出すために私とここへやってきたはずなのに、まるで薜茘多の部下であるかのような態度だ。

　薜茘多が器から掴んだものを、ばらりと石畳の床に投げる。

　チャリンチャリンと散った金貨を、殺身は這いずりながら慌てて拾い集めた。

「殺身……どういうこと？」

　傲慢な上司が配下に褒ほう美びを与えているような図に、眉をひそめる。

　すべての金貨を拾って懐に収めた殺身は、にやりと笑った。

「夜叉の花嫁さまはなにも知らないんですねえ。殺身というのは、三十六番目の餓鬼の名ですよ」

「……えっ？」

「船頭が名を呼んだときは薜茘多さまの眷属だとバレたかと、ひやりとしましたが、無知な人間で助かりました」

「それじゃあ……あなたが夜叉の眷属で、柊夜さんを救ってほしいと言ったのは嘘だったの？」

「まあまあ、いいじゃないですか。現世であなたを見たときから、どうにかかどわかして薜茘多さまに献上できないかと思っていたのですよ。闇の路では惜しかったですが、代わりに大物を捕まえられたことですし……おっと、それではわたくしはここらでおいとまします」

　重い懐を抱えて嬉しそうな顔をした殺身は、柳のような体を翻して広間を出ていった。

　殺身に、騙されたのだ。

　そもそも殺身とは、餓鬼の名のひとつであったらしい。彼が薜茘多の眷属であることは、神世では常識なのだろう。なにも知らずに殺身を信用した自分が恨めしい。

　けれど、柊夜さんの居場所に一歩近づいたことに変わりない。

　前向きに捉えた私は、薜茘多に向き直る。

「それで、柊夜さん……私の夜叉に、会わせてほしいんですけど」

　薜茘多は凶悪な双眸を、すうと細める。

　けれどすぐに悪あく辣らつな表情を見せ、ひとこと放った。

「おまえ、俺の嫁になれ」

「……は？」

　突然、なにを言っているのだろう。

　話が通じないので、怪訝に思った私は眉を寄せる。

「人間にしては剛胆な女だ。その腹で神世まで夜叉を迎えに来るとはな。あんなやつの嫁にしておくのは惜しい」

「あなたの嫁になんてなるわけないでしょ。柊夜さんは無事なの？　幽閉してるなら、早く解放して！」

　薜茘多は卓にあった盃さかずきを手にして、酒をあおった。

　朱塗りの盃が空になると、先ほどの金貨と同じように床に投げ捨てる。

　なんて粗野な態度なんだろう。

　空いた手を下げることなく、薜茘多は指先で私を指し示す。

「夜叉は善ぜん見げん城じょうの牢獄にいる。やつは俺との戦いに敗れ、帝釈天の不興を買った。夜叉一族はもう終わりだ。俺に寝返ったほうが得だぞ」

「そんな……」

　善見城とは、須弥山にあるという帝釈天の居城の名だ。そこに、柊夜さんがいる。

　なぜ帝釈天の機嫌を損ねたのか詳しいことはわからないが、それを確かめるためにも、やはり須弥山へ行く必要がある。

　柊夜さんがここにいないのなら、長居は無用だ。

　踵を返そうとした私を、いつの間にか背後にいた兵士が押さえつける。

「な、なにするの!?　離してよ、私は善見城に行きます！」

「牢に閉じ込めておけ。腹の子を引きずり出せば考えも変わるだろう」

　ぞっとすることを薜茘多に告げられて背筋が震える。

　命じられた兵士は私を地下牢へ連れていった。

　長い石の階段を下りていくと、そこには薄暗い空間が広がっていた。

　何者かの気配がするが、暗くてよく見えない。

　兵士に促されて隅にある牢屋へ入れられる。ガチャリと錠前がかけられた。

「ちょっと……出してよ！」

　格子を掴んで訴えるが兵士は聞く耳を持たず、地下牢から出ていってしまう。

　どうしよう。柊夜さんを助けるどころか、牢に囚われてしまった。

　しかも薜茘多は、私を自分の花嫁にするつもりだ。このままでは、お腹の子を引きずり出されてしまう。

　そんなことをされたら死んでしまう。赤ちゃんも、私も。

　お腹に手をやり、我が子に語りかける。

「絶対に守るからね……」

　そのとき、向かいの牢で人が動く気配があった。

「おい、もしかして花嫁か？　あかり、だよな？」

　驚いて目を凝らすと、そこにいたのは闇の路ではぐれた那伽だった。

「那伽!?　どうしてここにいるの？」

「闇の路で落とし穴に落ちたんだ。殺身にやられた。あかりは無事だったんだな、よかったよ」

　那伽は闇の路ではぐれたときと変わらず、ブレザーの制服姿で、どこにも怪我はないようだった。

　突然姿を消して心配していたけれど、彼も殺身の手管に落ちてしまい、ここへ放り込まれていたのだ。

　殺身が私の代わりに闇の路で捕らえた大物とは、那伽を指していたのだろう。

「那伽も無事でよかった。ヤシャネコは？」

「ここだよ」

　上着を開けた那伽の懐から、ヤシャネコが顔を出す。

「あかりん！」

　飛び出したヤシャネコは、格子の隙間をにゅるんと通り抜けて、私のいる牢へ入ってきた。もふもふの体をぎゅっと抱きしめると、ヤシャネコは泣き声をあげる。

「おいら、薜茘多さまに見つかって処分されないように、那伽さまの懐にずっと入ってたにゃん。薜茘多さまは恐ろしい鬼神にゃん。夜叉さまが心配にゃ」

「そうなの……。怖かったね、ヤシャネコ」

　ツヤツヤとした黒い毛を撫でて、ひとしきり互いの無事を噛みしめる。

　胡坐あぐらをかいた那伽は腕組みをした。

「ここには夜叉はいないぞ。須弥山の善見城に行って、帝釈天と話をつけなきゃならない。いくら薜茘多とはいえ、帝釈天の許可なくオレや夜叉を葬るわけにはいかないからな。だから因縁をつけて牢に閉じ込めておくってわけさ」

「でも……どうやってここから出ればいいの？」

「そうだなぁ……」

　牢には鍵がかけられている。ヤシャネコだけなら出られるが、私と那伽は鍵がないと無理だろう。

　そのとき、ふっと目の前に青い蝶が現れた。

「え……この蝶は……」

　ひらひらと舞う蝶の鱗りん粉ぷんが、錠前に降りかかる。

　すると、カチリという音とともに、鍵が開いてしまった。

「あ……開いた!?」

「今だにゃん、あかりん！」

　ヤシャネコと一緒に格子の戸を開けて牢の外に出る。

　青い蝶はひらりと廊下の奥へ舞っていく。

　突き当たりだったはずの廊下には、さらに奥へと続くトンネルが口を開けていた。まるで先ほど通った闇の路のようだ。

「那伽も一緒に行きましょう！」

　振り向くと、那伽の牢は固く閉じたままだ。

　けれど那伽は首を横に振り、懐から一枚の紙を取り出す。

「オレまでいなくなったら、すぐに薜茘多に見つかる。こっちはなんとかしておくから、あかりとヤシャネコは帝釈天に会うんだ」

　すうと空を切った紙切れは、今まで私がいた牢内に落ちた。すると、おぼろげな像が出現して、私とそっくりの形になる。

　この身代わりがいれば、しばらくの間は兵士の目をごまかせそうだ。

「じゃあ……私たちだけで行ってくるわね。那伽ひとり残って、本当に大丈夫？」

「いざとなればオレは水に変化できるからどうにかなる。その蝶は、きっと帝釈天の使いだ。ついていけ」

　まずは帝釈天に面会して、柊夜さんと那伽の身の安全を確保してもらうのが先決だ。そして、薜茘多の横暴を処断してもらう。

　頷いた私は青い蝶のあとを追い、ヤシャネコとともに真っ暗なトンネルに入った。

　そうすると、背後の出口が閉ざされ、暗闇の中に佇む。私の足元にいるヤシャネコのもふもふした毛並みが触れていることが、不安を紛らわせた。

「真っ暗ね……。どう進めばいいの？」

　つぶやいたとき、ひらりと舞う青い蝶が、ぼんやりとした明かりを点した。

　その明かりのもとに、男の子の姿が現れる。

「あっ……あなたは……！」

　闇の路で、私を導いてくれた男の子だ。彼はここでしか現れないのだろうか。

　身を翻した少年は、私たちについてこいと示すように手招きをした。

「あの少年が帝釈天さまのしもべにゃん？　なんだか不思議な神気が出てるにゃんね」

「ヤシャネコにも見えているのね。彼は何度も私を導いてくれたの。とにかく、行ってみましょう」

「そうにゃんね！」

　少年に案内されて、闇の路を進む。

　今度は何者かの足音がついてくるといったことはなく、静謐に沈む世界をただひたすら歩き続けた。

　前を行く男の子はなにもしゃべらない。彼の声を一度も聞いたことはなかった。

　私たちに協力してくれるこの少年はもしかして、青い蝶のあやかしなのだろうか。

　青い蝶は彼を守るように、ひらひらと周囲を舞っている。儚げな少年の姿は、まるで残像のように見えた。

　そっと足元のヤシャネコに話しかける。

「……ねえ、ヤシャネコは帝釈天に会ったことあるの？」

「おいらが？　あるわけないにゃん。帝釈天さまはとっても偉い御方だにゃ。おいらみたいな下級のあやかしがお姿を拝めるわけないにゃん」

「そうなのね……。ということは、ヤシャネコも帝釈天がどんな人か知らないのね」

　ぶるりと身を震わせたヤシャネコは、私の脛すねにすり寄った。

「恐ろしい御方だって聞いてるにゃ。気に入らない側近の首を一撃で刎はねるという噂があるにゃん……」

　どうやら神世に住んでいる鬼神たちは、人としての優しさに欠けているようだ。帝釈天は薜茘多以上に気性の激しい人物かもしれない。

　けれど、臆してはいられない。

　早く柊夜さんを助けないと……。

　そのとき、前方の男の子がぴたりと足を止めた。

　彼が大きく両腕を広げると、トンネルの出口が現れる。

「須弥山に着いたの？」

　頷いた少年は、私たちが出るのを待っている。やはり彼はここにとどまるつもりらしい。

「おまえは何者にゃん？　帝釈天さまのところに一緒に行かなくていいにゃん？」

　ヤシャネコに問われた男の子は無言を貫く。

　彼は薜茘多に囚われた私たちを救い、ここまで連れてきてくれた。何者かはわからないが、悪い子ではないはずだ。

　ふと、出口の明かりに照らされた少年の瞳の奥に、紅い焔が見えた。

　どこかで見たことのある目の色に、既視感を覚える。

　そのとき、出口から飛び出したヤシャネコが歓声をあげた。

「あかりん！　ここは本当に須弥山にゃん。ほら、そこが帝釈天さまの住まわれる善見城にゃん」

　目を向けると、荘厳な造りの御殿がすぐそばにあった。高い朱塗りの柱が奥まで整然と並んでいる。まるで平安貴族のような屋敷の向こうには、そびえ立つ天てん守しゅ閣かくが見えた。広大な敷地にはいくつもの豪勢な建造物が佇んでいる。

「ここが、帝釈天のお城……？」

　私はトンネルの出口から足を踏み出した。

　すると、すうと闇の路は消えてしまう。今までのことが、夢だったように。

　あの男の子もやはり、いなくなってしまった。

「おまえたち、何者だ」

　突然、背後から野太い声で誰何すいかされ、はっとする。

　鎧装束をまとった牛の頭の兵士が、私たちを怪訝な目で見ていた。

　きっと、帝釈天の直属の兵士なのだろう。いきなり現れた私たちは闖ちん入にゅう者しゃだ。

「私は、夜叉の花嫁です。このたびは帝釈天にお会いしたくてやってきました」

　柊夜さんはこの城のどこかにいるはずだ。帝釈天に話をすれば、会わせてくれるに違いない。

　だが兵士は手にしていた槍やりを構え、穂先を向けてきた。

「怪しいやつめ。おまえたちのようなやつが帝釈天さまにお会いできるわけがなかろう！」

　その声で多数の兵士が集まり、槍を向けられる。

　囲まれてしまった私は立ち竦んだ。ヤシャネコが私をかばうように、前へ出る。

「待つにゃん！　おいらたちは夜叉さまを救うためにやってきたにゃ。帝釈天さまに、お話を聞いてほしいにゃん」

「ふん。下級あやかし風情が生意気な口をきくな」

　ひょいと襟首を掴まれたヤシャネコは、屈強な兵士の腕により吊り下げられてしまった。

「ニャニャ！」

「ヤシャネコ！　お願い、ヤシャネコを離して！」

　私が取り縋すがろうとしたそのとき、何者かの声が辺りに響き渡る。

「その娘を、我の前に連れてまいれ」

　決して威圧的ではないのに、聞いた者をひれ伏させる力強さが込められた声音だ。

　その声を耳にした兵士たちは動揺したが、すぐに槍を下ろす。

「帝釈天さまのお召しだ。ついてこい」

　踵を返した兵士のあとに続き、御殿の内部へ足を踏み入れる。

　今の声の主が、帝釈天なのだ。

　長い廊下を渡り、奥へと案内される。

　とある朱塗りの扉の前で、兵士は立ち止まった。

「おまえが出てくるまで、こいつは預かる。帝釈天さまに失礼のないようにしろ」

　ぶら下げたままのヤシャネコを、兵士は軽く振った。

　ヤシャネコは人質として確保されるらしい。

「おいらは大丈夫にゃ。あかりん、夜叉さまのこと頼むにゃん」

「わかった。すぐに戻ってくるからね」

　安心させるようヤシャネコに微笑みかけて、朱塗りの扉に向き合う。

　兵士が重厚な取っ手を引く。ゴゴゴ……と、地の底から這い上がるような不気味な音が軋んだ。

　一歩踏み出して、磨き上げられた飴色の床を静かに進む。

　辺りは真っ暗だ。

　ここに、帝釈天がいるの……？

　不安に思い、首を巡らせると、ぽっと小さな明かりが点る。

　蝋ろう燭そくの灯火が、ゆらりと揺れた。

　それを機に、無数の灯火が私の行く手を示すように点火された。まるで道標のごとく。

「わあ……綺麗……」

　道の両側に、燭しょく台だいの蝋燭がずらりと並んでいるさまは壮麗だった。

　ゆらゆらとかすかに揺れる灯火の道を、私はその果てに向かって歩んでいった。

　やがて眼前に、舞台のようなものが現れた。数段の階段の上に設置され、御み簾すが垂れ下がっている。

「ちこうよれ」

　舞台を彩る朱色の紐に見み惚とれていると、薄い御簾の向こうから声をかけられる。

「は、はい」

　先ほど、御殿の外まで響いた声だ。

　あのときは反響するような聞こえ方だったけれど、今の声は発した人がすぐそこにいるのだと思える、明瞭な声音だった。

　おそるおそる舞台に近づく。

　するすると、音もなく御簾が巻き上げられた。

　長い黄金色の髪、白はく皙せきに光る薄い翡ひ翠すい色の瞳。華きゃ奢しゃな肢体を純白の衣服に包んだ少年が、気怠そうに長椅子にもたれていた。

　闇の路で出会った男の子よりは少々年上で、人間の年齢でいえば十歳ほどだろう。しかし彼がずっと神世に住んでいるのだとしたら、もしかしたら実際の年齢は数千歳なのかもしれない。

「私は、夜叉の花嫁です。あなたが、帝釈天でしょうか」

「おもしろいことを言う。我に、帝釈天かと問うたのは、そなたが初めてだ。夜叉の花嫁よ」

　失礼なことを聞いてしまったようだ。

　帝釈天の面差しは無表情で、なにを考えているのかわからない。私は今回の件について申し立てた。

「実は、夜叉がここに閉じ込められているという情報を、薜茘多から得ました。夜叉は私の夫なのです。お腹の子の父親です。どういった事情があるのかわかりかねますが、どうか彼を解放してください」

　本当は、かりそめ夫婦なのだけれど、今は非常事態だ。

　私の口からは、〝夜叉の花嫁〟〝私の夫〟という言葉が、すんなりと出た。

　柊夜さんを取り戻したい。その一心だった。

　私の嘆願を、手枕をしながらつまらなそうに聞いた帝釈天は、緩慢に身を起こす。

「夜叉は神世の理を逸脱した。それゆえ、制裁を与えたのだ。あの者は永えい劫ごうに閉じ込めておく」

「そんな！　柊夜さんがなにをしたというのですか!?」

「おぬし、夜叉の子を孕んでいると言うたな」

　帝釈天の翡翠色の瞳が剣けん呑のんに光る。事実なので、私は頷いた。

「その通りですけど……それが、どうかしましたか」

「我々と人間は相容れぬ存在なのだ。混血など忌むべきもの。その理を夜叉一族が壊し、さらに人間を守護するという名目で、鬼衆協会なる独自の組織を発足させた。明らかに、神世の主たる我に対する謀む反ほんである。……だが、混血の夜叉が後継者を残さずに人間としての生を終えれば、目を瞑ってやらなくもないと考えていた。それなのに、あろうことかあやつは、子ができたと我に報告してきたのだ！」

　帝釈天は裂れっ帛ぱくの気迫を漲らせた。

　彼は、人間が嫌いなのだ。人間を守りたいという主張も、鬼衆協会の存在も、柊夜さんの子が産まれることも、すべてが己の意に背くものとして許せない。

　それが神世の理に反したとして、断罪の対象になるということなのか。

　意見の相違で幽閉されてしまうだなんて、ひどすぎる。

　私は必死に嘆願した。

「鬼神と人間という異種族であっても、わかり合えるはずです。柊夜さんは世界の調和のために、人間を守ろうとしてくれているのです。それに私たち人間は、あなたがた神に刃向かう意思はありません」

　だが帝釈天は、美しい顔を嫌悪にゆがめた。

「その図太さよ。人間の女が我に意見するなぞ、虫むし酸ずが走るわ。おまえたち虫けらが生きることは許してやろう。だが、神世をかき乱すことなど許さぬ。神世では我こそが絶対的な存在。すべての正義と悪は我が取り決める」

　帝釈天の身勝手な言い分に唖然とする。まるで権力を持った子どもが調子に乗っているようだ。

　この世界に来て薄々感じていたもののひとつに、厳格な縦社会だということがある。帝釈天を頂点として、その配下の鬼神たちは彼に従わなければならないのだ。そして、眷属のあやかしたちは、鬼神に逆らうことは許されない。無茶苦茶な言い分だろうと、上の者が命じることは絶対なのだ。

　殺身が床に這いつくばって褒美の金貨を拾い集めたことや、下級のあやかしが帝釈天の姿を拝めるわけない、とヤシャネコが話していたことからも、彼らが身分社会を当然のものとして受け入れていることがうかがえる。

　でも、だからといってここで引き下がってはいられない。

　私は毅然として、帝釈天に対峙する。

「生きることを許してくださるのなら、私たち家族がともにいることも許してください。家族がそろって平和に過ごすことこそ、人が生きていくために必要なことですから」

「なんだと？」

　帝釈天は冷酷な双眸を細める。

　神に意見を述べるなんて、図々しいことかもしれない。

　けれど、私にも譲れない部分がある。

　これから母になる私は、夜叉の子であるお腹の子が、生まれてきてよかったと思える環境を作らなければならない。そのためにも、帝釈天を説得して柊夜さんを救いたい。鬼神と人間がわかり合える未来への道筋を、私も柊夜さんとともに作り上げていきたいから。

　私のような境遇の人間には、幸せな家庭を持つなんて叶わない夢だと諦めていた。

　けれど、これからは柊夜さんとお腹の赤ちゃんがいる。

　私たちは、家族になれるんだ。それは与えられるものではなく、自らの手で作り上げていくものだと気づかされた。

　私の話を聞いた帝釈天は怒りを滾らせる。

「我に対してなんという無礼な言いざま。そなた人間の分際で……」

　そのとき、ひらひらと私の周囲を青い蝶が舞う。蝶の鱗粉が、まるで金の砂のようにこぼれ落ちた。

　――あの子だ。

　どうして、ここに。闇の路でしか現れないはずなのに。

　だが、男の子の姿は見えない。

　蝶を目にした帝釈天は言葉を切り、怒りを収めた。

「……ふむ。よかろう。夜叉に会うがよい」

「いいんですか？」

「そなたが永劫の牢獄から夜叉を連れ出すことができたなら、我はこたびの怒りを収めるとしよう」

「あ……ありがとうございます！」

「ただし、鬼神を閉じ込めておく永劫の牢獄は、ただの牢ではない。出られなければ、そなたもまた永久に虜囚となる。それでもゆくか？」

　ぞくりとしたものが背筋を這う。

　けれど、私はその怯えを振り払った。

　せっかくここまで来たのだ。もうすぐ、柊夜さんに会える。こうなったら、地獄の底まで行ってやろう。

　決意した私は笑顔を見せる。

「ぜひ、案内してください。必ず永劫の牢獄から脱出してみせますから」

「ほう。それは楽しみだ。では、ゆけ」

　すっと、帝釈天は指先で空間を切り裂いた。

　私の目の前に、ぽっかりと深しん淵えんの闇が出現する。

「えっ……ここが？」

　闇に呑まれた私は、ひとつ瞬きをした。

　するともうそこには、帝釈天の姿も、つい今までいた御殿もなかった。

　目の前には、ただの暗闇が広がっている。

「ここが、永劫の牢獄……？」

　この場所は善見城のどこかなのだろうか。

　物理的な牢屋とは異なり、果てが見えない。暗闇の中で足元すら覚束ない状態だ。

　なにも見えず、柊夜さんの姿もない。

　どこをどのように行けばよいのか、まったくわからない。

　あてもなく首を巡らせる私の視界に、ふと金色の鱗粉がきらきらと映り込んだ。

「あ……」

　青い蝶はまるで私を導くかのように、鱗粉を撒まきながら羽ばたいていく。

「待って……」

　男の子の姿は見えないけれど、蝶の行く先へついていく。

　すると、闇の中に人らしい輪りん郭かくが、ぼんやりと浮かび上がっているのが見えた。

「あれは……柊夜さん!?」

　力なく床に横たわっているのは、柊夜さんだ。

　やっと会えた。

　歓喜で胸がいっぱいになり、柊夜さんのもとへ駆け寄る。

　けれど、ふと身を起こした柊夜さんは、動揺を含んだ声を発した。

「あかり……？」

「柊夜さん、迎えに来ました。一緒に帰りましょう」

「なぜ、ここに……！　まさか、帝釈天に会ったのか？」

「はい。柊夜さんが幽閉されたと聞いたから、那伽に闇の路を出してもらって、神世に来ました。それから薜茘多に捕まって逃げて、須弥山の帝釈天と話して……私が柊夜さんを連れてここを出れば、許してくれるそうです」

「……そうか」

　低くつぶやいた彼は、顔をこちらに向けようとしない。

　近くまでやってきた私は、異変に気づいた。

　柊夜さんの体は、私の知る彼よりも二回りほども大きいのだ。筋肉が異常に盛り上がり、頭部から二本の角が生えている。大きな手の指先にはかぎ爪のような鋭い爪が伸びていた。

　鬼だ。

　私の夫は、鬼なのだ。

　そんなことわかっていたはずなのに、柊夜さんの真の姿を初めて目にした私は、その異形に息を呑む。

「……あかり。現世に帰るんだ。赤子を産んだら、多聞天を頼れ。俺のことは、もう死んだと子に伝えてくれ」

　静かに述べる柊夜さんの言葉を、信じられない思いで耳にする。

　彼は、私と一緒に帰ってくれる気はないのだ。

　よく見ると、柊夜さんの体からは血がにじんでいた。薜茘多と戦ってなのか、それとも兵士に反抗して負傷したのだろうか。

「柊夜さん……怪我してる……」

「俺にかまうな。近づくんじゃない」

　彼が紡ぎ出すのは、拒絶でしかなかった。

　私はこれまで、柊夜さんと散々喧嘩をしてきた。

　半ば無理やり孕まされて、かりそめ夫婦になったことから始まり、エアコンをつけるかどうかから、お風呂のお湯の温度まで。

　好きで告白して付き合って……という順番通りのふたりではなかったけれど、柊夜さんとともに過ごすうち、彼との絆は確実に育っていた。

　お腹の子のために、というわけじゃない。私が柊夜さんを好きだから、一緒にいたい。

　これからは三人で、家族としてみんなで暮らしたかった。

　こちらを見ようとしない柊夜さんにそっと近づいた私は、ポケットからハンカチを取り出して広げる。

　きっと私から目を背けているのは、鬼の面を見られたくないからではないだろうか。

　夜叉の素顔は、それは恐ろしい顔立ちなのだろう。

　柊夜さんの最後の秘密とは、己の真の姿だったのだなと、私は察した。

「怪我の手当をしないと」

　青い蝶が無数に描かれていたはずのそのハンカチは、ところどころ蝶が欠けていた。

　これまで私を導いてくれた青い蝶は、このハンカチだったのだ。

　血がにじむ腕に巻く間、柊夜さんは抗うことなく、じっとしていた。

「……これは、懇親会の日に、あかりがデスクに忘れていったハンカチだな」

「柊夜さん、このハンカチが重要になるって言いましたよね。もしかして、こうなることがわかっていたんですか？」

　ハンカチに宿る青い蝶の導きで、私は神世の最深部までやってくることができた。ささやかな日常からここまで、かくも遠くへ来たものだとしみじみ思う。

「このハンカチには、俺の神気を吹き込んでいた。危険が及んでも、きみの身を守るために」

「そうだったのね……。青い蝶は何度も私を守ってくれました。柊夜さんは初めから、私のことを考えていてくれたんですね」

「俺は、きみが欲しかったんだ。ずっと、好きだった」

　掠れた声で紡がれた告白が胸に染みる。

　私はいつまでも彼の本心を知ろうとしなかった。

　けれど、柊夜さんはずっと私を想っていてくれたのだと、今になって痛感する。

　柊夜さんは鋭い双眸をこちらに向ける。

　真紅の瞳が、炯々と光っていた。薄闇の中で、鋭い鬼の牙が覗いている。

　これが、柊夜さんの素顔……。

　綺麗だと純粋に思った。

　幼い頃は目の色のせいでいじめの対象になったと語っていたけれど、もし、その当時に私が柊夜さんのそばにいられたなら、この瞳は誰よりも美しいと褒め称えただろう。

　まるで燃えさかる炎のように、ひたむきな輝きだから。

　けれど、彼はその目を伏せる。

「ショックだろう。これが俺の本当の姿だ。鬼神の姿を、知られたくなかった……」

「柊夜さん……」

　彼は、ずっと怖かったんだ。私に嫌われることを恐れていた。

　紅い目を見て忌避した同級生たちと同じように、私もまた柊夜さんを嫌い、存在を否定するのだと彼は思っている。

　手を伸ばし、柊夜さんの腕にそっと触れた。

　強靱な鬼神の腕が、びくりと幼子のように揺れる。

「柊夜さんってば、私を見くびらないでくださいね」

「……なに？」

「私は、夜叉の花嫁なんだから。たとえ柊夜さんが凶悪な鬼神だとしても、私はどこまでも追いかけていく。実際に神世の底まで来てしまったわけですしね」

　あはは、と大きな声で笑い飛ばした。

　悲しいこと、不安なことがあったときは、笑うのがもっともよい。

　笑い声をあげる私を唖然として見つめていた柊夜さんは、私に向き直る。

「きみは……初めから思っていたが、どうにも楽天的だな」

「鬼上司に鍛えられたからじゃないでしょうか？」

　ふっと笑った柊夜さんは、つられたように笑いだす。

　しばらく、ふたりで闇の中で笑い合った。心地よい笑い声が、常闇の中に広がっていく。

「俺には新たな役目ができたようだ。それは、強情な花嫁を現世に送り返すことだ。なにしろ臨月の妊婦なのだからな。身重の体でまさかここまで追ってくるとは思わなかったよ」

「それじゃあ、私を送るついでに会社に出勤してくださいね。陣痛がきたらすぐに連絡が取れるようにしてくれないと困りますから」

「はは……そうしようか」

　柊夜さんは膝を立て、ゆっくりと体を起こす。彼が着ているのは着物のような和装だが、破れてぼろぼろだ。きっと腕のほかにも怪我をしているのだろう。

　私は柊夜さんの逞しい腕を持ち上げ、自分の肩に回した。そうして立ち上がろうとすると、慌てたように彼は腕を引こうとする。

「ちょっと待て。きみは俺を担ごうというんじゃないだろうな」

「そのつもりですけど？　柊夜さんとお腹の子のふたりくらいは、私が責任を持って現世まで連れていきます」

「きみという人は、まったく……。わかった。一緒に帰ると約束しよう。ただし臨月の妊婦に肩を貸してもらうほど俺は落ちぶれていない。手をつなごう。いつものように」

「はい……」

　腕を下ろした柊夜さんは、私の手を握った。

　冷たくて大きな、夜叉のてのひらだ。

　多少姿は違っていても、彼は私の大好きな旦那さまだった。

　手をつなぎ、深淵の闇から抜け出そうと一歩を踏み出したとき、風の唸りが近づいてきた。

　いったい、どこから。出口があるのだろうかと、わずかな期待が胸をよぎる。

「あかり、危ない！」

「きゃあっ」

　柊夜さんに腕を引かれ、背に匿かくまわれる。

　一陣の突風が吹き、体が煽あおられそうになった。かばわれていなければ、転んでいたかもしれない。

　鋭い風をともない、永劫の牢獄に降り立ったのは甲冑をまとった薜茘多だった。

「夜叉！　貴様を牢獄から出してなぞやるものか。今すぐ殺されたくなくば、その女を差し出せ」

　もう城の牢屋を抜け出したことが発覚してしまったのだ。

　恫どう喝かつする薜茘多に、柊夜さんは険しい顔つきで対峙する。

「薜茘多。先ほどは後れを取ったが、今度はそうはいかない。おまえを打ちのめす。あかりは、俺の花嫁だ」

「ほざけ！」

　一閃が走る。

　私を後方へ押しやった柊夜さんは、強靱な腕から繰り出された薜茘多の一撃に応戦した。

　闇の中に火花が散る。

　鬼神同士の戦いは熾し烈れつを極めた。

　強靱な肉体で掴み合い、殴り飛ばし、血ち飛沫しぶきが跳ね上がる。

　どうにかしたいのに、なにもできない自分がもどかしい。

　この惨劇を見守ることしかできないなんて。

　でも、柊夜さんが負けるはずがない。

　そう信じた私は争いの行く末を見届けようと、毅然として目を凝らす。

　やがて、薜茘多に疲労の色が見え始めた。

　それを見計らった柊夜さんの苛烈な蹴りが入る。どう、と轟ごう音おんを立て、薜茘多が地に伏した。

　柊夜さん自身も無傷とはいかず、鋭い鬼の爪でつけられた裂傷により、顔から血がにじんでいる。

　その血を指先で吹き飛ばした柊夜さんは、倒れた薜茘多を見下ろした。

　口端から血を垂らした餓鬼の頭領は、怨嗟の言葉を吐く。

「くそ……夜叉め……愚劣な人間の犬め……」

「ここで転がっていろ。帝釈天に媚びへつらって、牢獄から出してもらうんだな」

　勝負は決した。

　柊夜さんは、薜茘多との戦いに勝ったのだ。

　安堵の息をこぼしたそのとき。

　柊夜さんの背後に忍び寄る足音が耳に届く。

　――ひたひたひた……。

　あの音は、まさか。

「柊夜さん、後ろ！」

　私が叫ぶのと、薜茘多がにやりと笑うのは同時だった。

　素早く振り向いた柊夜さんに襲いかかろうとしているのは、殺身だ。

　その刹那。

　ぶわりと大量の蝶が出現し、視界を覆う。

「うわぁ……っ」

　黄金の鱗粉に巻かれた殺身は目つぶしを食らい、ぐらりとその身を傾いだ。

　無数の青い蝶は柊夜さんを守るように周囲を飛び回っている。そうして上空へと飛び立っていった。

「行こう、あかり！　永劫の牢獄から脱出するんだ」

　手を差し伸べる柊夜さんに駆け寄り、しっかりとその手を取る。

　彼の腕に抱かれたとき、ふわりと浮遊感があった。

　飛び上がった柊夜さんとともに、牢獄の出口へ舞い上がる。青い蝶たちが、私たちを先導してくれた。

　ふっと、眩まばゆい光に包まれる。

　瞬いたときには、すでに先ほどの御殿の前にいた。

　永劫の牢獄から、出られたのだ。

　胸を撫で下ろして周りに目を向けると、驚いた顔をした那伽とヤシャネコがそこにいた。

「おっと、戻ってきたな。……ってことは、薜茘多に勝ったんだな！」

「夜叉さま、あかりん！　心配してたにゃああん」

　泣き崩れるヤシャネコを抱き上げて、もふもふの毛を撫でる。その手ざわりに、ようやくみんなと再会できたことを実感した。

「心配かけてごめんね、ヤシャネコ。那伽も、無事に脱出できたのね」

「あれくらい、どうってことねえよ。紙人形の身代わりは早々に薜茘多に見破られちまったけどな。さくっと地下水路から脱出したぜ」

　ひと息ついた柊夜さんは、目に垂れる血を乱暴に手の甲で拭う。

　彼の血を拭こうとした私は、腕に巻かれたハンカチに目を落とした。

　青い蝶が描かれていたはずの布は、無地の白いハンカチと化していた。蝶はすべて、飛び立ってしまったのだ。

　そのとき御殿前に、威厳に満ちた声が響き渡る。

「夜叉よ」

　はっとして振り向くと、そこには大勢の兵士を従えた帝釈天が、長い金の髪と純白の着物の裾を垂らしつつ泰然と佇んでいた。

　柊夜さんと那伽は帝釈天を前にして、さっと片膝をつく。

　敵対している間柄とはいえ、帝釈天は神世の主であるという純然たる事実が存在するのだ。鬼神たちの厳しい身分社会をそこに垣間見た。

　帝釈天が現れたということは、なんらかの理由で咎とがめられるのだろうか。

　私は彼に礼を尽くす気にはなれない。なんとしても柊夜さんを連れて帰るつもりだ。

　足に力を込めて、小柄な少年ほどの帝釈天と対峙した。

「我は永劫の牢獄でのことを、すべてこの眼で見ていた。人間に与するそなたも、人間の花嫁の無鉄砲な勇ましさも気に食わぬが、こたびは許そう。青い蝶の神気に免じてな」

「帝釈天……ありがとうございます」

　彼は約束を守ってくれるのだ。

　お礼を述べる私の横で、柊夜さんは驚きに目を見開いていた。帝釈天が寛容を示すのは、珍しいことなのかもしれない。

「我は眠りにつく。敗れた薜茘多と殺身は我が覚醒するまで、そなたの代わりに永劫の牢獄でさまよわせよう」

　ひらりと袂を翻した帝釈天は、きらきらと舞い散った金色の鱗粉を、うっとうしそうに片手で払った。

　柊夜さんを取り戻すことができたのだ。私たちは現世へ帰れる。

　帝釈天の采配と、みんなの活躍に感謝の念を抱きながら、私は笑みを浮かべた。

「柊夜さん、戻って怪我の手当てをしましょう」

「ああ……そうだな。俺の居城に行こう」

　ほっと胸を撫で下ろした一同が帰途につこうとしたそのとき。

　つきりと、私のお腹に痛みが走る。

「……う」

「どうした、あかり？」

「うう……柊夜さん……」

　立っていられず、その場に座り込んでしまった。

　痛みは次第に大きくなっていく。

　どうしたんだろう。私の赤ちゃん、大丈夫なの……？

「まさか、陣痛か!?　産まれるのか!?」

　大騒ぎになり、柊夜さんに腕を取られて抱かれるように移動する。

　私の意識は朦もう朧ろうとなり、やがてどこかに寝かせられて、ふつりと途切れた。
















終章　出産　家族の始まり







　病室のベッドに、ぐったりとその身を横たえる。

　陣痛が起きた私は柊夜さんに抱えられて、神世から現世まで戻り、毎月健診を受けていた病院へと連れていかれた。

　ベッドの脇に目を向けると、そこにいるのは両腕を上げ、バンザイをした格好で熟睡している生後一日目の赤ちゃん。

　私は無事に出産することができた。

　陣痛とお産のあまりの痛みに悶もん絶ぜつしたけれど、産まれてしまえば体はけろりと楽になり、ほっと一安心である。

「……産まれてきてくれて、ありがとう」

　すやすやと眠る赤ちゃんに小声で感謝を述べる。

　赤ちゃんは、男の子だった。

　ようやく我が子に会えたわけだけれど、産声をあげた赤ちゃんに対面して、私は謎の男の子の正体を知った。

　夢で出会い、闇の路から青い蝶をともなって私たちを幾度も助けてくれた男の子。

　彼は、我が子の成長した姿だったのだ。

　赤ちゃんの漆黒の髪、そして切れ上がった眦は柊夜さんにそっくりである。この子が成長すれば、あの男の子になることは目鼻立ちからわかった。

　さらに、うっすらと目を開けると、瞳の奥に紅い焔が宿っていた。

　彼はやはり、夜叉の血を色濃く受け継いでいる。

　柊夜さんがハンカチに吹き込んだという神気が、青い蝶に命を与え、この子のしもべとなって私たちを導いてくれたのかもしれない。

「ずっと一緒にいたもんね……」

　誰よりもそばにいたこの子が、私たちを窮地から救ってくれたのだ。

　我が子の無垢な寝顔を見つめていると、病室に柊夜さんが入室してきた。

「あかり、起きていたのか。赤ん坊が寝ているときに休まないと、寝る暇がないぞ」

　すっかり傷が治っている柊夜さんは、何事もなかったかのようにスーツを着込み、両手に大荷物を携えてきた。

　神世では鬼神の真の姿を現し、怪我を負っていた彼だが、傷の治癒が早いのだという。それは鬼神の持つ特殊能力のひとつらしい。

「だってかわいくて、ずっと見てしまうんです」

　私の着替えや赤ちゃんのオムツが入った荷物を脇に置くと、柊夜さんは眠っている我が子の顔を覗き込んだ。

「小生意気そうな顔立ちだな。……昔の俺によく似ている」

「やっぱり？　成長したら、もっと柊夜さんにそっくりになりますよ」

「それはそれで困るんだが。あかりに似て、なにも考えていないような、ほわほわした顔になればいい」

「それって褒めてませんよね……」

「褒めているが？」

　平然としてパイプ椅子に腰を下ろした柊夜さんは、眼鏡のブリッジを押し上げる。

「ところで、子どもの名前なんだが……」

「いい案、出ました？　画数とか考えたら、迷いますよね」

　夜叉の後継者なので、〝夜〟という字を入れようかと提案したら、柊夜さんに却下されてしまい、そこから話が進んでいない。彼としては、必ずしも後継者に据えるとは限らないという気持ちらしい。

「画数のことだが、苗字が決まっていないと、名前も選べないだろう」

「そうですね。星野と鬼山じゃ、かなり印象が変わるかも……」

「そこでだ。鬼山に統一しようじゃないか」

「統一って、どういうことですか？」

　瞬いていると、柊夜さんは鞄から二枚の用紙を取り出した。そこには、婚姻届、出生届と、それぞれ記載されている。

「入籍しよう。きみが〝鬼山あかり〟になるんだ」

「え……婚姻届と出生届を同時に提出するんですか!?」

「妊娠も含めて、順序通りにいかず申し訳ない。だが俺はやはりきみのことが好きであるし、夜叉の花嫁として俺についてきてくれるのはきみしかいない。それを永劫の牢獄まで追ってきてくれたことで再認識した」

「柊夜さん……」

　じんとしたものが胸に迫る。

　私が、柊夜さんの本当の花嫁になれるなんて。

　もう、かりそめ夫婦ではないのだ。

　紆う余よ曲きょく折せつあったけれど、私たちはとうとう家族になるのだ。

　お父さんとお母さんがいて、赤ちゃんがいる。ずっと家族一緒に暮らしていける。その理想の幸せを、私は柊夜さんとともに抱えていける。

　眼鏡を外した柊夜さんは、真紅の双眸をまっすぐに私に向けた。

「俺はずっと、いずれきみに去られると考えていた。だがきみは俺が思う以上に、肝の据わった女だったようだ」

「……それ、褒めてないですよね」

「褒めている。最高にね。改めて惚れ直したよ」

　くすりと笑んだ私は、冷静に述べる旦那さまにプロポーズの返事をする。

「私たち、家族になりましょうね」

「ああ、もちろんだ。必ず幸せにするよ」

　その会話に参加するかのように、赤ちゃんが「ほぇあ」と泣き声をあげる。

「あっ、そろそろおっぱいの時間かも」

「なんだって。母乳は出るのか？」

「さっき初乳が出たんです。もうね、赤ちゃんにお乳を吸われると魂まで抜けちゃう感じがしますよ」

「おい、盛大に泣きだしたぞ。どうするんだ」

　慌てふためく柊夜さんは新米パパといった様相で、赤ちゃんの産着に触れておろおろしている。

　私は入院着のボタンを外して、膨らんだおっぱいを出した。

　もはや柊夜さんの前だからといって恥ずかしがってなんかいられない。大泣きする赤ちゃんにとって、これは食事なのだから。

　抱き上げて、小さな口元に乳首を寄せる。ぴたりと泣きやんだ我が子は乳首に吸いつくと、すごい勢いで母乳を飲み込んでいく。

「ふう……これが数時間おきに、夜中も繰り返されます」

「なるほど……。赤子は大変だな。俺も育児を手伝おう。ヤシャネコをオムツ替えの練習台にしようとしたら逃げ回られたが、あいつも首を長くして、きみたちの退院を待ちわびている」

　はっとした私は、とあることに気がついた。

　今まではお腹の赤ちゃんの影響であやかしが見えていたけれど、出産したからには、もう認識できなくなってしまったのではないだろうか。

「あ……私、もしかして、もうあやかしが見えないんじゃ……？」

「数か月は子の神気が胎内に残り続けているから、見えるだろう」

「そうなんですか。でも、そのあとは……？」

　柊夜さんと赤ちゃんが見えているのに、私だけが違う世界にいるなんて寂しい。

　不安を覚えた私に、柊夜さんは麗しい笑みを向ける。

「また懐妊すればいい。そうすれば、あやかしが明瞭に見えるようになる」

「えっ」

　出産したばかりだというのに、どうやら私はまた孕まされてしまうようだ。

　我が子を抱きながら、あはは、と笑い飛ばす。

「まったくもう。しょうがない旦那さまですね」

「こんな俺についてきてくれるきみは、世界一の夜叉の花嫁だ」

　ふたりの笑い声が重なり合う。

　室内は幸福で満たされていた。

　私は幸せというゴールに辿り着いたのだと実感する。そして、これから始まる新たな人生のスタートを切ったのだとも感じた。

　また苦難が待ち受けているかもしれない。夜叉の花嫁として、想像もできない苦境に立たされるときが訪れるかもしれない。

　けれど今は、赤ちゃんを抱いているこの重みをしっかりと覚えておこう。弾けるような笑みを初めて見せてくれた柊夜さんの笑顔とともに。

　それがきっと、これからの人生を乗り越えていく力になるから。

　お腹が満たされた私たちの赤ちゃんは、いつの間にか、すやすやと眠りについていた。
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　こんにちは、沖田弥子です。スターツ出版文庫では初めましてになります。

　このたびは、『夜叉の鬼神と身籠り政略結婚～花嫁は鬼の子を宿して～』を手にとってくださり、ありがとうございます。

　本作は読者様から多大な支持をいただきまして、「ノベマ！」にてランキング一位に輝きました。こうして書籍という形にできたのも、すべて読者様から応援していただいたおかげです。まことにありがとうございました。

　妊娠にまつわる恋愛や結婚、そして出産は、人生に大きくかかわる出来事なので、どのように選択していくかという問題は避けて通れないものであります。私自身、その行程がスムーズにいかず、モチベーションの維持に悩んだ時期がありました。ゆえにエンタメ小説での『幸せの履修』が必要であると強く思っています。

　おひとりさまのあかりは当たり前の幸せとは縁遠く、人を愛することを知りませんでしたが、ふとしたことから上司の子を妊娠してプロポーズされました。しかしそれは波乱の人生の幕開けというわけで、あやかしや鬼神の世界に深くかかわることになります。

　ときには訪れる困難に立ち向かい、お腹の赤ちゃんを育みつつ、柊夜と本当の夫婦、そして家族になることを目指していく。

　その過程で、あかりは人を愛すること、また愛される喜びを知り、最後には幸福感に満たされました。

　そうした幸せな気持ちを知ることこそ大切だという願いを込めて物語を綴りました。

　あかりは出産を終えてゴールに辿り着きましたが、子どもが産まれてからが新たな人生のスタートというわけでして、今後も様々な展開が待っているのではないかと思われます。




　最後になりましたが、書籍化にあたりお世話になったスターツ出版のみなさま、本作にかかわってくださった方々に深く感謝を申し上げます。れの子さま、麗しいイラストを描いてくださり、ありがとうございました。

　そして読者様に心よりの感謝を捧げます。いつも応援していただいていること、肌で感じております。

　願わくば、みなさまが幸せな気持ちでいられますように。
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